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プロローグ代わりの前口上







　変な友達と遊んだことはない？




　プラスティックで出来ていたり、段ボールで出来てたり。




　布で出来ていたり、木で出来ていたり。




　目がボタンだったり、髪かみの毛がビニール紐ひもだったり。




　朝から晩まで、ずーっと。




　夜寝ねるときはもちろん、夢の中まで。




　お母さんに叱しかられたときも、お父さんが約束を破ったときも。




　いつでも側にいてくれて、いつの間にかいなくなってしまった友達は？




　まあ、後で気がつけば、それは物置の中にあったり、




　子供の頃ころの写真の中に引っ越こししてたりするんだけどね……







その１・友達ホントにおったとさ







☆




　つい二秒前まで、大きく、真っ黒だったソフビ人形に、虎とらの縞しま模も様ようが出来、あげく、畳たたみの上に「ひょい」と立ち上がり、片手……いや、虎を模したソフビ人形なので前足と言うべきか……を「よう」とあげる。

　肉球のディティールには、ちゃんとそれっぽい色が付いていた。

「…………？」

　垣かきの華はなユウは、目の前の出来事が信じられなかった。

「ひさしぶりなのじゃ」

　あまつさえ、その全高五十センチのその人形は、くぐもった声で喋しやべった。

「…………と、とらたん？」

　辛かろうじて間ま抜ぬけな声が出た。




　一いつ生しよう懸けん命めい頭を回転させる。




　これは夢じゃない、夢じゃなければ現実で、現実には理り屈くつが付き物だ。




（驚おどろくな、怯おびえるな、考えろ…………考えろってば、私！）




　先ほど埃ほこりを拭ぬぐった雑ぞう巾きんの水分に反応して虎の縞模様が現れ、中に入っていたモーターが、雑巾で拭ふいている時に何かの回路が偶ぐう然ぜん接せつ触しよくするかして復活し、奇き跡せき的てきに残っていた電池のおかげで立ち上がり、音声ユニットを…………

　そんな考えを打うち砕くだくように、ひょこひょこ、と長い尻尾しつぽの先せん端たんにくっつけた鈴すずをシャラシャラ鳴らしながら、「へにょ」とした口のラインと、まん丸の目のディティールがつながった、人を不安にさせるデザインの虎ソフビは、ユウの周囲を歩きながら「？」と首を傾かしげた。




「どしたのかや？」




　現在、地球上にあるロボットで、二足歩行が…………しかも、鉄板やそれ専用の何の仕し掛かけもない畳の上を歩くロボットの最小は、某ぼう自動車メーカーが作ったあのロボットだけだ。




「これ…………どうなってるの？」




　かけた眼鏡をズリ落としかけながら、ユウはようやくそれだけを口にした。

　裏庭に昔からたっている古いプレハブに、答えてくれる者はまだいない。




☆




　話は半日前から始まる。




　沖縄ならではの蒸し暑い日。

　窓の外の日差しは地面を白く灼やくほどだが、校舎の中は扇せん風ぷう機きが回り、ベランダに打ち水したおかげもあって、大分過ごしやすい。

　何よりも昼休みなのである。

「子供の頃ころの変な友達ねえ…………」

　昼休み、弁当を半分ほど食べた辺りで話がそういう方向になった。

「でも、アメリカ映画だと良くあるよね、空想の友達って」

「ああ、知ってる、デカいウサギが同居してると思いこんでたり、犬を飼ってる、って思いこんだりする奴やつでしょ。この前ドキュメンタリーでやってた」

「えーと、なんてったっけ？　バーチャルじゃなくて、ドキュメントじゃなくて、マイノリティでもなくて……えーと、何とかフレンズ」

「空想のお友達イマジナリィ・フレンズって奴だな」

　垣かきの華はなユウは、短く答えを口にした。

　ロングヘアの髪かみをカチューシャで押おさえるようにして綺き麗れいな額を露ろ出しゆつさせた髪型と眼鏡が、理知的な容よう貌ぼうも相まって、いかにも「優等生」なイメージだが、今は口元に薄うすく笑みを浮うかべているので、そういうタイプに付き物な、冷たい雰ふん囲い気きからは逃のがれている。

「あ、そうそうそれそれ」
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　友人達は再び話を始め、彼女はその話に黙だまって耳を傾かたむける。

　彼女は滅めつ多たに口を開かない。

　ただ、薄く微笑ほほえんで話を聞き、話が煮に詰つまってきたり、今みたいに引っかかっていたりすると的確なひと言を口にするだけだ。

　昔は結構おしゃべりだった時期もあるが、自分の理性的おりこうさんな言葉が時折、余計な誤解と反感を買ってしまうことに気づいてからは、努めて口を開かないようにしている。

　落語に出てくるご隠いん居きよ様のように、請こわれたときだけ口を開き、あとは聞き役に徹てつして、というのがどうやら一番いい自分の「立ち位置」というものらしい。

「でも、別に病気じゃないらしいのよ、それ」

「まあ、あたし達だって子供の頃、人形やぬいぐるみの親友とかいたわけだしねー」

「ところで、ユウにはそういうの居たの？」

「私？」

　思わぬ所で話が振ふられ、ユウは首をひねった。

　しばらく考える。

「…………そういや、居たなぁ」

「えー？　どんなの？」

　てっきり「そういうのは居ない」という理性的な答えが返ってくるものだとばかり思っていたらしいクラスメイト達は興きよう味み津しん々しんに身体を乗り出す。

「『とらたん』、って呼んでた」

　考えながら喋しやべるときのクセで眼鏡の奥おく、視線を空中に彷徨さまよわせるようにしながら、ユウは片手に箸はしを持ったまま、しなやかな両手で四、五十センチほどの幅はばを示した。

「確か大きさこれぐらいのソフビ人形。虎とらっつーか、猫ねこっつーか、何となくそういう形してた。裏庭にあるプレハブで幼よう稚ち園えんから帰ってくるとずーっとそれと遊んでた記き憶おくがあるな」

　少し、甘あま酸ずっぱい痛みを伴ともなった懐なつかしさが、ユウの胸をかすめる。

「尻尾しつぽの先に鈴すずがくっついてて、シャラシャラなるのが面白くてね、いっつも鳴らしすぎては怒おこられてた」

　記憶の糸をたどりながら、ユウは断片的な記憶をつなぎ合わせて答えた。

「へー。そんな玩具おもちやあったんだ？　で、その『とらたん』はどうしたの？」

「小学校にあがる頃にはどっかに消えてたな。多分、飽あきたんだと思う」

「へー」

「そうよねー。子供の頃って、魔ま法ほうが解けたように大事にしていたモノがどーでもいいモノになるのよね」

「そうそう」

　友人達の話題はまた違う方向へ転がり始め、それを聞きながらも、ユウは今の自分の話に妙みように引っかかるモノを感じていた。




　そういえば、あの鈴を鳴らしすぎて怒っていたのは誰だっけ？




　そして、もう一人…………大きなソフビ人形の「とらたん」以外にもいたような気がする。




　覚えているのだが、ぼんやりと霞かすみが掛かかったようになっていて思い出せない。

（おばあちゃんが居たらなあ）

　数年前、睡ねむるように脳のう溢いつ血けつでこの世を去った祖母の事を思い出す。

　ユウが中学にあがるまで、両親は共働きで、それまでの彼女のことを良く知っては居ない。

　家にいて、ユウの面めん倒どうを見ていたのは祖母だった。

　そういえば、何度か「とらたん」と一いつ緒しよに遊んだ気がする。

　祖母は優しい人だったから、きっと……

（あ……）

　それだけで、思わず目頭が熱くなるのを感じ、慌あわててユウは掌てのひらで眼鏡を押おし上げ、鼻の付け根辺りを揉もむことでごまかした。

「どーしたの？」

「いや、何でもない。ちょっと目が疲つかれたから」

　と言って、いかにも疲れ目であることを強調して目をしばたかせる。

（いかんなぁ…………もう四年にもなるのに）

　とはいえ、本当にユウは祖母が大好きだった。

　戦前に中国のマンシュウという所で生まれ、苦労して日本に帰ってきて、そこから東京の大学を出て、沖縄に嫁とついで、祖父に支えられながらも苦労して今の家を造り、ユウの母親を育てた祖母は、洒しや脱だつで、頭がキレて、だけれどちゃんと世間と折り合いをつける事を知っている人だった。

　ユウの人格、というか思考の大半は祖母の影えい響きようによるものだ。

　しかも、祖母が睡ったまま逝いった朝、ユウは修学旅行に出ていて留守だった。

　慌てて帰ってきた時、冷たくなって動かなくなっていた祖母の事は、恐おそらく一生忘れられない。

　だが、学校でいきなり泣くわけにもいかないから、ユウは頭を振ふってその想い出を一時追い出した。

「…………でね、そのケータイストラップが猫の形をしてて」

　気がつくと、周囲の話題は流行の携けい帯たいストラップの話題になっていた。

「ああ、私も見た。ポテチの袋ふくろにランダムに入ってる奴やつはレアらしいな。まだ沖縄で売っているのは見てないが」

　なるべく早く、祖母のことを頭の中から一時追い出すために、珍めずらしくユウは自分から会話に参加した。




☆




「あちー」

　最後の授業は体育で、プールではあったが、運動後にやってくる熱量はプールの方が激しい。

　十分シャワーで身体を冷やしたつもりでも、ホームルームの始まる頃ころには体内の熱が上がってくる。

　長い髪かみの毛もこういう場合はちと困る。

　他のクラスメイト同様、下した敷じきでぱたぱたと自分自身を扇あおぎながら、何とか終わりのホームルームも終しゆう了りようし、放課後となった。

　クラス委員のユウにとって、木曜日は会議の日でもある。

「あーあ、暑いなあ」

　ブツクサ言いながら生徒会の会議室に向かう。

　どうせ、大した事が通達されるわけではないのだ。

　実際、一学期の二年生ということもあり、他のクラス委員達でさえ、三回に一回は欠席するのが当たり前だ。

　それでも律りち儀ぎに会議室へ顔を出すのは、性分という奴である。

　今日はまた、随ずい分ぶんと人がいなかった。

　というよりも、会議室の黒板には「本日は何もありません」の文字がでかでかと書かれている。

「なんだ、そういうことなら通達だせよなぁ……」

　呟つぶやいて踵きびすを返したユウの胸元に「ぽにゅ」と何かが当たった。

　女生徒にしては背の高い、という事を考こう慮りよしてもかなり小こ柄がらな男子生徒の顔が、胸元に埋うまってる。

「わ」

　あまりに驚おどろくと、人間間ま抜ぬけな声しか出ない物らしい。

　ただ、動きだけは素早く、ユウは後ろに飛び退いた。

（…………あれ、女子…………）

　と一いつ瞬しゆん思ってしまうような、中性的な顔立ちと体つきの少年であった。

　夏服の胸ポケットに走る線は二本。ということは同じ二年生だ。

　最初ぽかんとしていたその顔が、やがて面白いように真っ赤になり、うつむいた。

「あ、あの……ご、ごめんなさい……その、転んでしまって……」

　ついでにこの少年が誰かを思い出す。

　確か、一年生の終わり頃に転校してきた生徒だ。

　新学期最初の会議の時の挨あい拶さつだと、名前は山やま内うち霧きり人ととか何とか。

　妙みように生気が無くて、ぼそぼそと喋しやべる印象しかなく、そのときは「へえ、影かげの薄うすい美少年ってのもいるんだな」と思うぐらいだったのだが。

「あ、悪ワリィ悪ィ」

　話がややこしくならないうちに、ユウは事態を笑い飛ばすことにした。

「後ろ確認しない私が悪かったんだ…………じゃあね」

　相手が女と見まごう美少年、という所もある。

　何よりも、真っ赤になってうつむいた姿に、ある種の愛あい嬌きようというか、好意を抱いだいた、というのが大きい。

　だが、こっちの顔もだんだん赤くなってくるのを感じる。

「じゃ、じゃあね……きょ、今日は会議もないし、あははは」

　とか言いつくろって、ユウは会議室から逃にげ出した。




☆




　で、家に帰ると母親から「裏庭のプレハブを掃そう除じしなさい」と掃除道具一式を押おしつけられた。

「えー、なんでー」

　今日はせっかくバイトも休みなので、のんびりしようと考えていたユウは口を尖とがらせた。

「仕方ないでしょ、母さん今日は忙いそがしいの」

　確かに、ユウの母親は忙しそうだった。

　台所には正月のように食材が積まれ、テーブルの上には色々な料理への加工を待つ材料が鎮ちん座ざしている。

「ねえ母さん。今日、何かあったっけ？」

　小首を傾かしげる娘むすめに「これからあるのよ」とだけ答えて、ユウから眼鏡と身長を抜いて十歳ほど年ねん齢れいをくわえたような母親は再び台所へと向かった。

　本当に忙しいらしい。

「しゃーないか」

　諦あきらめて、ユウは裏庭にあるプレハブ小屋へと向かった。

　小屋自体はかれこれ十年以上前ぐらいから存在する。

　南国沖縄、しかも高台にあって雨風吹ふきっさらしだというのに、錆さび一つ浮うかず、未だに新しい。

　物置ではない。

　出入り口と左右、三方に窓があり、中は八畳じようほど。クーラーとホテルにあるような小さな冷蔵庫、テレビまでがあって、年末年始や旧きゆう盆ぼん（沖縄では旧きゆう暦れきにお盆ぼんを行う）、三月の清明祭シーミーなどには親しん戚せき一同が集まる「宴えん会かい部屋」でもあった。

　ただし、あまりユウは足を踏ふみ入れたことはない。

　ここに集まるのは大人達で、子供達は母屋か外の庭で遊んでいるパターンが多かったし、最近はその季節になるといくつか掛かけ持ちしているバイトが忙しい時期と重なるので、イベントそのものは父母に任せっきりだからだ。

　動きやすく、汚よごれてもいいようにジーンズとＴシャツに着き替がえ、ユウは掃除道具一式を手にプレハブに向かった。

　鍵かぎを開けて中にはいると、ちょっと埃ほこりっぽい空気が鼻についた。

「さて、始めますかね」

　と呟いて、箒ほうきを手に畳を掃はき、固く絞しぼった雑ぞう巾きんで畳を拭ふく。

　一時間もやってると、空気も入れ替わり、汗あせも掻かく。

　忙しい母親の居る母屋に行くのも何なので、そのまま家の近くにある自じ販はん機で缶かんコーラを買って、一休みしてみる。

　夜風が汗ばんだ身体に心地よい。

「さて、残ってるのは……あれか」

　入り口に腰こしを下ろし、ふと見上げた視線の先にあるのは大きな神かみ棚だなだ。

　神棚、というよりも、むしろこれは神社のミニチュアに近い。

　差さし渡わたし一メートルはある分厚い板の上に、本ほん殿でん、社務所、そして鳥居まである。

　本殿に至っては縦横一メートルはある。

「普ふ通つう、あれは神棚じゃないよなあ」

　呟つぶやきながらも缶コーラを飲み干し、缶をゴミ箱の中に入れて、ユウは立ち上がった。

「さて、慎しん重ちようにやらないとなあ…………と」

　このプレハブ小屋に、一つだけある段ボール箱の中から、ユウは小学校の頃ころに使っていた習字セットを取り出した。

「あ、やっぱり」

　その中に、まだ封ふうも切ってない真新しい筆があるのを見つけて笑みが浮かぶ。

　あの頃は習字が好きで、授業が終わっても自宅でやるつもりで、学校帰りに買った物だ。

　結局、中学に入るためのドタバタな日々の中、すっかり忘れてしまったのだが。

　脚きや立たつの上にのぼると片手に持った雑巾をちり取り代わりに、筆を箒の代わりにして、ユウは丁てい寧ねいに神棚を掃除し始めた。

　こういうちまちました行こう為いが実は結構好きだったりするので、つい熱が入った。

　熱が入ると、普ふ段だんは「この辺で」が無くなってしまうのは人の常である。

　外観は全て筆で掃き掃そう除じをしたあと、固く絞った雑巾で拭き、乾かわいた雑巾で水気を吸い取るという行為を慎重に慎重にやっていく内、もうやるところが無くなった。

「…………」

　じーっと見ていて、一つ気づく。

「中もやっとくか」

　あまり神仏に信心がない今時の少女であるユウにとって、それは単なる気まぐれと、勢いがついたから、に他ならない。

　だから、無造作に本殿のミニチュアの扉とびらをぱかっと開けようとした。

　良く作られているが、実は扉も壁かべも一体成形…………いや、この場合は一刀彫ぼりと言うべきだろう。

「ありゃ？」

　丹たん念ねんに見ていくと壁ごと外れるらしいと気づき、試しにユウは手に持った筆の柄えでコツコツとあちこちを叩たたいてみた。

　少しずつ壁が浮いてくる。

　そうやって出来た段差に指ゆび先さきをかけて、ちょっと力を入れるとぱかりと壁が外れる。

「…………」

　眼鏡の奥おく、目が点になる。

　通常、こういうモノの中に入っているのは、生まれ神社のお札か、鏡と相場が決まってるものだが、その中に収められていたのは、世にも奇き妙みような代物だった。

　真っ黒な招まねき猫ねこ、と当初は思ったが、取り出してみると違う。

　招き猫にしては、ありがたみがない素材……ソフトビニールで出来ていた。

　しかも手足ははめ込み式でぐりぐり動く。

　二頭身だが、真円の大きな目と、「ふにゃ」とした大きな口の線の端はしがぴったりくっついていて、愛あい嬌きようがあるというかちと怖こわいというか、どうにも人を不安にさせるような、思わずくすっと笑ってしまいそうな、妙みような造形である。

　取り出してみると、かなり長い尻尾しつぽが手足同様の構造を斜ななめに作ることで丸く折りたたまれていた。

　先せん端たんには赤あかん坊ぼうの握にぎり拳こぶし大の鈴すずが下がっている。

　のばしてみる。

「どっかで見たような……」

　ほっそりした顎あごに手を当てて、ユウは首を傾かしげた。

　うっすらと埃ほこりをかぶった表面には、よく見るとディフォルメされた虎とらの縞しま模も様ようが浮うき彫りにされていた。

「！」

　ユウは目を丸くし、次いで、懐なつかしげに微笑ほほえんだ。

「そうか……お前だったのか『とらたん』」

　ようやく思い出した。

　今から十年以上前、幼よう稚ち園えん児じだった自分の「親友」の姿を少女はようやくその奇妙な物体に見いだしたのである。

　よく見れば、ちょっと潰つぶれ気味の丸い頭部の、人間で言えば耳から顎にかけての部分に、虎独特のたてがみというか、顎あご髭ひげのようなパーツがちゃんとあった。

「しっかしまあ、妙なご神体様だな」

　くすくす笑いながら、ユウは雑ぞう巾きんではなく、ウェットティッシュでその大きなソフビ人形を拭ふいてやることにした。

　薄うすく積もった埃で、最初の数枚は真っ黒になったが、五枚も使うと、さすがにきらきらと光るようになった。

「しかし、私も罰ばち当あたりな子供だったんだなあ」

　神かみ棚だなにあるということは、こんなふざけた代物でも一種の「ご神体」なわけで、いくら幼稚園児とはいえ、よくもまあ、両親と祖母が許してくれたモノだ。

　それとも逆に、本来あったものを放り出して、子供の頃ころの自分が人形をここに納めたのだろうか？

「神様、申し訳ない」

　ぽつりと言いながら、ユウはウェットティッシュの水分を普ふ通つうのティッシュに吸わせるようにして「ご神体」をから拭ぶきした。

「さて、これを元に戻もどして…………と」

　と、ご神体を持ち直そうとした途と端たん、何を間違ったのかソフビの表面で手が滑すべり、二頭身の虎ソフビはころりと畳たたみの上に落っこちた。

「あ」

　思わず舌打ちをして、ユウは畳の上の「ご神体」を拾い上げようと膝ひざを折った。

　妙な感覚が、ユウの身体を駆かけ抜ぬけたのはそのときだ。

　その瞬しゆん間かん、頭の上…………空の上で、何かの「仕し掛かけ」が動く、耳には聞こえない「音」が確かにユウの身体を走はしり抜けていった。

「？」

　その、あまりに異様な感覚に思わず動きを止めて天てん井じようを…………更さらに言えばその先にある空の彼方かなたを見上げてしまったユウは、しかし何事もないのを確かめて、微び苦く笑しようと共に視線を畳の上に転がった人形へと戻した。
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　いや、人形は転がっていなかった。

　さっきまでこてん、といささか平べったい頭部を斜めにした状態で落ちていた人形はジタバタと手足を動かし、やがて「よっこいせ」という感じで畳の上に立ち上がった。

「…………へ？」

　そのまま、虎のソフビ人形は自分の手足を見るような仕草をしたかと思うと、普通の猫のようにぶるぶるぶるっと身体を震ふるわせた。

　猫が水を切るような仕草を終えると、その身体の表面には塗と装そうされたばかりのように、鮮あざやかな虎の縞模様が浮かび、長い尻尾の先端にある大きな鈴にはメッキをかけたような輝かがやきさえ宿っていた。

「な…………」

　突とつ然ぜん始まった、ファンタジー映画の冒ぼう頭とうのような光景に、ユウはそれ以上何も言えないまま、見ているだけになった。

　もっとも、「ご神体」の都合は彼女とは違っているらしい。

　周囲を見回して、ユウを見つけると、トコトコと歩み寄ってきた。




　かくして、冒頭の状態となる。







その２・神の手伝いなんだとさ
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　あまりの出来事に呆ぼう然ぜんとしているユウを見上げながら、虎とらのソフビ人形は口元に手を当てて小首を傾かしげた。

『ユウ？　どしたのじゃ？』

「な、何で私の名前を…………」

『そら知っとるぞよ。一いつ緒しよに遊んだではないか、えーと…………あれはー…………そうそう、十三年ほど前になるかのー。我の名前が難しゅうて言えなんだから【とらたん】とよく呼んでおったではないか』

　なるほど、言われてしまえば全てその通りである。

　問題は、それが「多少誇こ張ちようされた記き憶おく」ではなく「徹てつ頭とう徹てつ尾び現実」だったということだ。

「い、いや、あの、た、たしかに、そうだけど…………あれは…………」

『夢でもなければ空想でもないぞ？　まあ、十四年も昔の話ともなれば多少記憶の混乱もあるやもしれんが…………』

「いや、あのそーゆー問題じゃなくて」

　と、妙みようにチグハグな会話を、さてこれ以上続けるべきかそれとも疲ひ労ろうの生んだ妄もう想そうだと考えるべきか、ユウが迷いに迷っていると、プレハブ小屋のドアが開いた。

「ユウ、もうお掃そう除じ終わった…………」

「あ、か、母さん」

　母親から見ると自分はどういう風に見えるだろうか……いささか情けない思いでユウは振ふり返った。

　きっと、床ゆかに転がったソフビ人形を相手にひとり会話をしている「可哀かわい想そうな娘むすめ」に見えるに違いない。

　確かに自じ慢まんの娘と言うには背が高くて眼鏡で理り屈くつ屋やな上にバイトバイトで家をあけっ放しの色々困った存在かもしれないが、取り敢あえずかれこれ十七年、犯罪や非行に走るでなく、学業も人並みより多少は上、アルバイトでしっかり将来への資金稼かせぎもしているからまあ、「しっかり者」の娘であるという評価はあっていい筈はずだ。

　その自分が、こんな形で壊こわれていると知ったら…………情けないやら申し訳ないやらの気持ちで、眼鏡少女の豊満な胸はいっぱいになった。




　ところが、母親は床にたって「やほー」と片手をあげる虎のソフビ人形に対し、驚おどろいた表情をすると、深々と頭を下げたのである。




「こ、これはこれはご無ぶ沙さ汰たしております、虎とら神がみさま」

「え？」

　目の前で起こっている状じよう況きようから、これが自分の幻げん覚かくではないと知って、ますますユウは驚いた。

『うむ、神かん無な年どしの終わるまで、しばらく世話になるぞよ』

　などと偉えらそうに「ご神体」は頷うなずく。

「か……母さん」

　思わず声が上ずるのを気にもせず、ユウは母親に尋たずねた。

「これ、見えるの？」

「当たり前でしょ？　あなたも幼よう稚ち園えんの頃ころ、毎日遊んでいただいてたじゃない……それと、これ、なんて言っては駄だ目めよ！　神様なんだから」

「…………」

「まあよいよい。ユウにとって我は未いまだにお友達であるからな」

　鷹おう揚ように頷いて、「虎神さま」は、あろうことか短い足であぐらをかいた。

　ちなみに、膝ひざに関節は入っていない。

「そういえば、トヨノはどうしたのじゃ？」

　きょろきょろと周囲を見回しながら神様が聞いた。

「お祖母ちゃんは……四年前に」

　そう母親が答えたのを聞いて「トヨノ」が祖母の名前だと思い出す。

「そうか…………病気かや？」

　母の顔を見上げる「虎神さま」の声にいたわる響ひびきが入った。

「脳のう溢いつ血けつでした。苦しみは無かったと思います」

「さようか……」

　と「虎神さま」は肩かたを落とし、がっかりしたような声を出した。

「人の生き死にばかりは、我のような程度の神ではいかようにもならぬ。すまぬな」

　ぺこり、と「虎神さま」は頭を下げた。

「いいえ。母は…………お祖母ちゃんはよく虎神さまとのことを話してくれました。大変だったけど、とても楽しかったって」

「あ、あの……お母さん？」

　目の前で行われる会話から完全に取り残されたユウは、おずおずと母親に話しかけた。

「これ、どういうこと……」

「あら？　お祖母ちゃんから聞いてないの？　今度はウチが神かみ事ごとの担当になったのよ」

「神事？」

「ああ、そうか、ユウはこのところ毎年年末年始はバイトでウチに居ないから……」

「？」

「ウチはね、神様のお手伝いをする家系なのよ」

「はぁ？」

　ユウの首がこけ、と傾かたむいた。
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「で、何をするわけ？」

「そうじゃなあ」

　と、「虎とら神がみさま」は三六〇度くるりと首をひねった。

「入国管理官のまねごとじゃな」

「入国管理ぃ？」

　ユウは胡う散さん臭くさそうにソフビ人形の神様という、非常にありがたみが薄うすいというか疑わしい代物を見やった。

「まあ、今度の日曜日から毎月の仏ぶつ滅めつの夜には『神もどき』がこちらの世界にやってくるでな。それを防ぐのが我の役目、そしてぬしの役目じゃ」

「ぬし、って……私のこと？」

　思わず自分を指さして確認すると、小さな神様は「そうじゃ」と頷いた。

　ちなみに、首の辺りにも頷くような関節はない。

「防ぐ、ってどうやって？」

「まずは警告、次に実力行使じゃ」

「あのねえ……」

「安心せえ。お前の祖母も母親も、同じようにこの仕事をやってきたのじゃ」

「…………ホント、お母さん？」

「ええ。お母さんも、お祖母ちゃんもやったわよ」

　言わなかったっけ？　とユウの母は首を傾かしげた。

「聞いてないわよ」

「まあ、お盆ぼんやお正月でもない限り、そうひょいひょいする話でもないしねえ…………第一、あんたが信じてくれるとは限らないし」

「……」

　まあ確かに「神様の手伝いをして、神様もどきを撃げき退たいしてました」という言葉を事実として受け止めるには、勝手に喋しやべって、ひょこひょこと歩き回るソフビ人形ぐらいのインパクトある「証しょう拠こ」が必要だろう。

「なんじゃ、祐ゆう子こ。話が通っておらぬようじゃが…………親子の断絶なのかや？」

　話が通っていないことに対し、「虎神さま」は随ずい分ぶんと物ぶつ騒そうなことを口にした。

「そうじゃないんですよ、虎神さま。ただ、この子は妙みように現実的で…………アルバイトとかをひょいひょい入れちゃうモノだから、じっくり話し合う時間が無くって」

「ふむ…………そうなのか。色々大変じゃのー」

　何とも暢のん気きかつ、壮そう絶ぜつなまでに浮うき世よ離ばなれした光景と会話が続く。

「……頭痛くなってきた」

「頭痛かや？　では我を抱だきかかえてみるが良い」

「…………？」

「ほれ」

　と「虎神さま」は「抱っこー」と子供がねだる感じで両手をさしのべた。

「いや、いいよ。単なる形而上的表現もののたとえって奴やつだから」

「なんじゃ、そうか」

　どことなくホッとした声で、「虎神さま」は言い、

「しかし、暑いのぅ……」

　と、部屋の片かた隅すみに置かれていた、去年の大ヒット映画のポスターが印刷された団扇うちわを「よっこいせ」と（といっても、肉球のついた猫ねこのディフォルメである『お手々』でどうやって保持しているのかは謎なぞだが）、手に取った。

「いや、暑い暑い」

　そう言って、ぱたぱたと自分を扇あおぎはじめ……る前に、「ふにゃ」とした口元が内側からめくれあがった。

「い？」

　ソフビ人形の手がぱたぱたと団扇を動かす。

「おお、涼すずしや涼し」

　そう言って、口元から顔を出したのは、小さな子供だ。

　髪かみの毛は虎とらの模様に染められていて、頭頂部からはピンとした猫科の耳が覗のぞいている。

　やがて、その小さな少女はジタバタと手足を動かしてソフビ人形の口から這はい出してきた。

「よっ、こい、せ…………」

　そのまま器用にソフビ人形の頭に乗っかる。

　大きさは一五、六センチほど。ぶかぶかの巫女みこ姿であった。

　お尻しりの辺りから黄色と黒の縞しま模も様ようが入った尻尾しつぽがはえていて、その先せん端たんにくっついている鈴すずが、ソフビ人形と共通していた。

「お、お前…………？」

　ようやくユウは思い出す。

「とらたん」と祖母と自分と一いつ緒しよに遊んでいた、「とらたん」の鈴を鳴らしすぎると「うるさいのじゃ」と怒おこっていたもう一人を。

「ち……『ちとらたん』？」

　ひとつ思い出せば、あとはドミノ倒だおしのごとく記き憶おくの鍵かぎが開く。

　確か「ちっこいとらたん」と呼んでいたのがドンドン縮まって「ちとら」と呼ぶようになったこと、暑いのが苦手だったこと。

　祖母と一緒によくお茶を飲んでいたこと。

　それと……それと……。

「なんじゃ、我のこともようやく思い出したかや？」

　先ほどまでくぐもって聞こえていた声の主は、にっこりと微笑ほほえんだ。

　こくん、と思わず頷うなずくユウに、

「喉のどが渇かわいた……そうじゃ、ほら、お前の好きじゃったブルーシールのチョコドリンクか、ルートビアとやらでも飲んでみようかの？」

「あ、う、うん」

　頷いたユウに「いいわよ、私が持ってくるから」とクーラーのスイッチを入れながらユウの母が引き受けてくれた。

「ほう、クーラーが入ったのか。『りっち』になったものじゃのー」

　天てん井じようから吹ふき付けてくる涼すずしい風に、「ちとらたん」は目を細めた。

「かれこれ十年ぶりじゃが、この家はますます富み、お主はゆがむことなくまっすぐに育っておるようじゃの。まずは慶けい賀が慶賀」

「あー……えーと……その……神様？」

　取り敢あえず、その前に座すわりながら、ユウは目の前のこの存在にどう呼びかけていいものか迷った。

　迷うというか、むしろ戸と惑まどっていた。

　何しろ、つい数分前までの人生に、こんなファンタジーは組み込まれていなかったからだ。

「昔通り『とらたん』か『ちとらたん』でよいぞ」

　心地よく目を細め、子こ猫ねこのような表情で「虎神さま」は気安く応じてくれた。

「なあ、何でウチなんだ？」

　取り敢えず、最初の疑問を口にしてみる。

「お前の家だけではない。日本各地に同じ仕事をする家があるのじゃ……『神様もどき』がこちらの世界にやってくるのに使う門は、日本各地に出現するでな。今回は沖縄という訳じゃ」

「はあ……で、その見返りって、あるの？」

「そうじゃのぅ……」

「虎神さま」にして「ちとらたん」で「とらたん」の中身でもある虎耳尻尾の少女は首を傾かしげた。

「まあ、多少運が良くなることと、災難から逃のがれる、というところかの？」

「多少ってどれくらい？」

　随ずい分ぶんと微び妙みような言い回しに、思わずユウは突つっ込みを入れた。

「そうじゃな……それは人それぞれじゃ」

「幸せになれる、とかじゃないんだな」

「当たり前じゃ。幸せまでの距きよ離りは人それぞれじゃからな」

　こともなげに小さな神様は言った。

「じゃあ、引き受けない、と言ったら？」

「我は何もしないが、この世はメチャクチャになるであろうな」

「…………」

　ユウは腕うで組ぐみをして考え込んだ。

　ここへ来て、ようやく頭の中が目の前に提示された現実に対応を始めた。

「……ずるい」

「何がじゃ？」

「それじゃ、私に拒きよ否ひ権けんは無いじゃないか」

　いささか、むっとした態度でユウは言った。

　現代の民主主義社会に生きている身としては、「運命」だの「定め」だの「決まっていること」とかいうのを押おしつけられれば、嫌いやな顔の一つもしたくなる。

「仕方あるまい。世の中は理り不ふ尽じんに出来ておる…………それとも、役目を嫌きらって逃にげ出すかや？」

「場合によっては」

「ふむ、よい返事じゃ。ちゃんと自分でものを考えておるな」

　満足そうに虎とらの耳と尻尾しつぽを持った神様は頷いた。

「無理だよ、私は普ふ通つうの女子高生だ。戦せん闘とう訓練とか、そういうのは受けてない」

「ぬしの母者も、亡くなられた大ババ様も、誰も訓練なんぞしとらんぞ？」

「じゃあ、どうしたの？」

「それはな…………引き受けてからのお楽しみじゃ」

　そう言って、小さな神様はカラカラと笑った。

「はいはい、お待たせしました～」

　と母親がお盆ぼんの上に冷たいルートビアの缶かんと、菓か子し皿にタンナックルーと呼ばれるソフトビスケットのような沖縄独自のお菓子を盛ってやってきた。

「うむうむ」

　頷うなずいて「虎神さま」（中身）はソフビ人形の上を滑すべり降り、畳たたみの上に降り立つとトコトコとお盆の前にやってきた。

「よっ」

　とかけ声をかけると、神様はプルタブに両手をかけて引き起こした。

　かしゅ、という炭酸ガスの漏もれる音と一いつ緒しよに、県民には慣れ親しんだ、湿しつ布ぷ薬のような匂においが漂ただよう。

「おう、久々じゃ久々じゃ」

　目を糸のように細めると、神様は両手で抱かかえるようにしてルートビアに口をつけた。

　んぐんぐと喉のどを鳴らして飲んでいく。

　十五センチほどの身長からすれば、それは酒さか樽だるを抱えて飲むのと変わらないのだが、その小さな身体は膨ふくらむことなく、中身を全部空にした。

　けはー、とビールを飲んだような声を立てながら、満足げに神様は空あき缶を置いた。

「いやあ甘かん露ろ甘露。ちと甘あますぎるのが玉たまに瑕きずじゃが、沖縄に来たならこれを飲まぬとなあ」

「…………ホントに神様？」

「まあのぅ。ただ、あれじゃぞ、天地全てを作り上げ、万能にして全知の神様ではないぞ」

　神様にしては随ずい分ぶん謙けん虚きよな話である。

「それ、ただの強力な超ちよう能のう力りよく者とどう違うの？」

　だが、少女はあくまでも現実的な思考の持ち主であった。

「超能力者は死ぬ。神様はこの世界から消えるだけじゃ」

「…………」

　分かったような、分からないような理り屈くつである。

「おう、空気も冷えてきよった。やはりクーラーはよいのう」

「…………もっと細かい事情を説明して頂ちよう戴だい」

「まあ、簡単な話じゃ…………そう言えばもうユウは高校生になったのかや？」

「まあね」

「では、神無月、という言葉は知っておるな？」

「十月の別名でしょ？」

「では、何故神無月というか知っておるか？」

「その月になると高たか天まが原はらだかどっかに神様が全員遊びに行くから、って教えられたけれど？」

「まあ、平均点じゃな」

　偉えらそうに言いながら、神様は自分の顔の半分もあるような大きさのタンナックルーをぱくっと口に入れた。

　口いっぱい、というかむしろ頬ほお袋ぶくろに食い物をため込んだハムスターみたいな顔になったかと思うと、二、三回口を動かしてごくんと飲のみ込んだ。

　間かん髪ぱついれず、ユウの母が冷たい麦茶の入ったストロー付きのグラスを置くと、神様はその端はしをくわえて少し口の中を湿しめした。

「実を言うとな、高天原に行くのは遊びだけではなく、会議があるのじゃが、世界もこうややこしくなってくると年一回だけでは足りなくなってくる」

「一ヶ月もあれば十分じゃないの？」

「そうも行かぬ。国会なぞ二ヶ月以上かけても何も決まらないこともあろう？」

「…………えーと、そうだっけ？」

　アルバイトで社会に対する理解は深いつもりでも、政治にはとんと無関心な少女は首をひねった。

「まあ、そういうこともたまにはあるわね」

　とユウの母親が助け船を出して話を進めさせる。

「まあ、一ヶ月というのは世界の諸もろ々もろを決めるには不十分じゃ。で、優先課題というのをつくって、それをまず消化することを先にする」

「最優先課題から漏もれた議題とかは？」

「そこから漏れたものは一年から二年ぐらいの時間をかけて話し合うのじゃ…………それが神かん無な年どしという期間じゃ」

「はあ…………」

「まあ、大たい抵ていは三十年に一回、あるかないかじゃが、今年は十年繰くり上がって行うことになった。まあ、技術革新やら冷戦終結やら、このところ世界の情勢そのものが一気に変わったからの」

　玩具おもちやみたいな外見に似合わず、理知的なことをスラスラと口にする「神様」を、ユウはちょっと感心しながら見つめた。

「じゃが、それにはちと困ったことがある」

「？」

「神無月は化け物が跋ばつ扈こするから用心せねばならぬ、という話を聞いたことはあるかえ？」

「まあ、少し」

　確かそんなことを書いた書物が昔あったと古文の時間に習った記き憶おくがあった。

「我ら神々の住まう世界と、この世の間には、色々な者が逃にげ込んできたり、あるいは人でも物でもない『モノ』がじわじわと蓄ちく積せきされていたりする。普ふ段だんは神々がいるから遠えん慮りよしたり、用心したりして中々姿を現さぬ奴やつらじゃが、神無年になるとその中でも力のある奴……さっきも言った『神様もどき』がこの世界を書かき換かえようとするのじゃ」

「書き換える？」

「自分にとって都合のよい世界になるように、世界の法則を書き換えに来るのじゃ………たとえば『今日から自分は神様だから、絶対に死なない』といった具合にの」

「出来るの？　そんなこと」

「出来る。我ら八百やお万よろずの神々はそうやって生まれた」

「じゃあ、そいつらにもやらせてやれば？」

「無理じゃ。世界の法則をノートにたとえれば、すでにそれは最後の一ページを除いて埋うめ尽つくされておる。そこに有象無象が書き込むとなると、どうなると思う？」

「どうなるの？」

「子供の頃ころ、落書き帳が一いつ杯ぱいになったらお主、どうしておった？」

「…………私は…………そうだな、構わず最初のページの上から絵を描かいて……」

　そこまで言って、ユウは唖あ然ぜんとした顔になった。

「そうじゃ。そして、あらかじめ存在していた全ての法則は壊こわされ、意味をなくす。落書きの上から別の落書きをしてしまえば、双そう方ほう台無しになるのと同じじゃ」

「神様なのに、そんな……」

「神様になれるかも、と思えば誰だってそれぐらいはやる。何しろ神様じゃからな」

　つまり「神様になろうとする」連中は「世界」というプログラムを書き換える、とか書き加えるではなく、プログラムそのものを破は壊かいしてしまう存在、ということらしい。

「なるほど、それが世界の滅めつ亡ぼう、って訳か」

「おお、ユウはやはり頭が良いのう」

　にこにこと神様は頷うなずいた。

「で、なんでそっちが直接やらないわけ？」

「我は神じゃ、向こうも神に成ろうとするぐらいだから相当強い力を持っておる…………まともにぶつかればどうなると思う？」

「じゃ、向こうにも代表が居るとか？」

「おお、偉い偉い。そこまで分かるか！」

　ますますもって「虎神さま」は笑みを深くした。

「ま、正確に言えばかけっこと戦争ごっこじゃな」

「？」

「まず、神になろうとする相手は、この世とあちらの世との間にある『海』を渡わたるか、『山』を越こえねばならぬ……それも徒歩ではなく、この世にある乗り物を使って、じゃ」

　なるほど、それが「かけっこ」の意味らしい。

「で、戦争ごっこのほうは？」

「お主のような我と契けい約やくを結んだ一族の者と、あちらの代表が出てきて戦う。戦い始めたら乗り物はその場に留まる。戦いに負ければ『神もどき』は引き返さねばならぬ。勝てばそのままこちらの世界へ来る」

「…………何が何でも断固粉ふん砕さいじゃないんだ？」

　結構、フェアなことに、ユウは意外な気がしていた。

「まあ、何事にも機会というものはあたえねばならぬ。げっと・あ・ちゃんす、というわけじゃ」

「…………」

「ところで、なんであんたはこの世界に残って見張り番してるわけ？」

「我はそのための神じゃ」

　にべもなく、「とらたん」の中身は言った。

「…………まさか、本当はみそっかすだから、じゃないでしょうね」

「…………」

　じろ、と虎神さまは横目でユウを見た。

「あ、やっぱり図星…………」

「これ！」

　次の瞬しゆん間かん、ユウは思いっきり母親に頭をはたかれた。







その３・事情が事情なんだとさ
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「わーい♪」




　ユウははしゃいだ声を出した。




　楽しかった。




　幼よう稚ち園えんのお友達と遊ぶのも楽しかったが、おうちにいるこの「とらたん」と遊ぶのも楽しかった。

「とらたん」は器用で、ゲームをしたり、おはじきをしたりもしてくれたが、何よりもユウが気に入っていたのはこの「おんぶでかけっこ」だった。

「とらたん」は何処どこでも走った。

　最初は庭、家の中、階段。

　それどころか、塀へいの上、電線の上、屋根の上まで。

　絶対に「とらたん」は転んだりしなかった。

　子供の怖こわいものしらずという奴やつで、ユウは笑いながら「とらたん」の背に揺ゆられて走った。

　一回りして帰ってくると、お祖母ちゃんがジュースを用意して待っていてくれる。

　お祖母ちゃんも、お母さんもこうやって「とらたん」と遊んでいたそうだ。

　一いつ緒しよに「とらたん」とジュースを飲みながら、ユウはそんな話を聞かされていた。

「お前も、大きくなったら虎とら神がみさまに…………」

　そう言って、お祖母ちゃんはユウの頭を撫なでてくれた。




　それが、ユウはとっても好きだった。




　とっても。




　いつの間にか、頭を撫でられることが恥はずかしくなって、お祖母ちゃんと話をあまりしなくなって。




　……でも、修学旅行から帰ったら。




　お祖母ちゃんの好きな京都へ行くんだから、おみやげを片手に、お祖母ちゃんと久しぶりに長話をしよう、そう思っていたのに。




　でも、この頃ころのユウはそんな日が来る事なんて考えてもいない。




　ただただ、風のように「とらたん」の背中で楽しく笑っていた。




　だからユウの子供の頃は、両親に構ってもらえなかったのに笑っている記き憶おくしかない。




　電柱の上、立ち止まった「とらたん」の背中で、ユウは真っ赤に輝かがやく海を見た。




　きらきらと光る海。その彼方かなたに落ちていく夕日。




　思い出すことも無かった風景。
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　翌朝になった。

「…………」

　いつもよりも目覚めの悪い朝で、ユウは寝ね間ま着きである男物のシャツを着けたまま、しばらくうつらうつらベッドの上で頭を動かしていた。

　ドアが開く。

　てっきり母親だと思っていたら、二頭身の虎とらソフビがトコトコと入ってきた。

「あ、なんだ、とらたんか」

「そろそろ起きねばならんのではないかや？」

「もう起きてるよ」

　手を伸のばしても届かない高さにあるドアノブを、どうやって回したんだろうとぼんやり思いながらユウは答えた。

　まだ、頭はうつらうつらと動いている。

「では早く準備をするがよい。今日は学校の近くまで一緒に参るぞ」

「え？」

　いっぺんで目が覚めた。

　こんな「面白生物」が学校まで？

「ちょ、ちょっと待ちなさいって！」

　慌あわてて枕まくら元もとに置いてあった眼鏡を取ってかけ、声を上げる。

「家から出るのはヤバいって！」

「なんでじゃ？」

　ソフビ人形の首が傾かしげられた。

「あのねえ、普ふ通つうの世間ではあんたみたいなタイプは存在しないのよ？　高性能の玩具おもちやか、謎なぞの生物ってことで捕ほ獲かくされるわよ！」

「大だい丈じよう夫ぶじゃ」

　なんだ、そんなことか、と神様は笑った。

「ユウ、忘れておらぬか？　我は神じゃぞ？」

　それに、と、神様は付け加えた。

「人生、たまには変化があった方が面白かろ？」

　ぺろん、とソフビ人形の口元がめくれて、中から顔を出した「虎とら神がみさま」本人がにっこりと笑った。

「ま、気にするな……ほれ、ぼやぼやするでない。今日からはいつもと違う朝じゃぞ」

「…………なんか、そっちに言われるのは間違ってるような気が……」

「まあ、よいではないか。ほれ、急いで着き替がえて下りてこい。今日の朝食も美味うまそうじゃぞ」

　そう言ってソフビ人形は踵きびすを返し、トットコと部屋を出て行った。

　ぼんやりと見ていたユウは、最後にソフビ人形の尻尾しつぽが伸びてドアノブを回しつつ静かに閉めるのを見た。

「なるほど、ああやって出入りするのか」

　ぽつねん、と呟つぶやく。
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　同じ頃ころ、東京は渋しぶ谷やの裏通りの一角。




　二ヶ月ほど前に閉店したライブハウスの裏手にあたるそこには、多々のゴミが転がっていた。

　英語、日本語を含ふくめた新聞紙や空あき缶かん、煙草たばこの吸すい殻がらはもちろん、注射器や赤黒い何かがこびりついたピアスの片方なども混じっているのが、夜、この場所がどういう顔になるかを示している。

　夜明けの光が通りを照らす時間ともなれば、ここへ迷まよい込む者もなく、ただ昨日の名残なごりばかりが時を止めたように転がるばかりだ。

　不意に、一いち陣じんの風が吹ふいた。

　風は四方から同時に吹き付け、渦うずを巻きながらその場に落ちたゴミをさらっていく。

　やがて小さな竜たつ巻まきと化した風は、全てのゴミを遙はるか天空へと打ち上げる。

　そして、血に染まった金属製のピアスだけが残された。

　人間の頭ず蓋がい骨こつを模したそのピアスは、ついっと見えざる手で持ち上げられると、純銀で出来た自らを削けずりつつ、一気にその場所ギリギリの大きさで「陣じん」を描えがき始はじめた。

　古代ヘブライ語、あるいはギリシャ語を書いた二重円の中に五ご芒ぼう星せい、ないし六芒星を刻んだ「魔ま法ほう陣じん」ではない。

　門を意味する鳥居の形の中に、複雑に崩くずした漢字がずらずらと並ぶ、東洋風の「召しよう還かん陣じん」であった。

　ピアスが半分ほどにまで削れると、ようやく「陣」は完成した。

　再び風が吹き始める。

　今度は四方から、ではなかった。

　魔法陣のど真ん中から、吹き出していた。

　最初は細く、段々と太く。

　しかし、高さはあくまでも四方を囲むビルよりも高くはならない。

　やがて風は「上下に圧縮された竜巻」のレベルまでになると、不意に消失した。

　四方の壁かべに、巨きよ大だいな猫ねこの爪つめ痕あとに似たものがびっしりと刻まれる。

　白くてほっそりした足の裏が、柔やわらかくコンクリートの地面を踏ふみしめた。

　豊満ながら引き締しまるところは引き締まったボディを包む、優ゆう雅がに、余よ裕ゆうを持たせて作られた和風の衣装が風の名残に膨ふくらみ、舞まうように動く。

　女のアーモンド型の目が開いた。

　瞳どう孔こうは縦に細い。

　そして、猫の耳と尻尾をつけた美女は、軽く頭を一ひと振ふりすると、地面を蹴けった。

　軽々と、その一蹴りだけでビルの屋上、避ひ雷らい針しんの上へと降り立つ。

「相変わらず、ごちゃごちゃした街ねえ」

　軽く顔をしかめ、猫耳の美女はくんくんと可愛らしい鼻を動かす。

「霧人は…………やっぱり南なのね。急がなくっちゃ」

　そう言うと、美女は再び、避雷針の上を蹴って宙を舞った。




☆




「しかし、この十年で随ずい分ぶんと人の世は便利になったものじゃのー」

　ソフビ人形の「とらたん」がそう言いながら、ユウから受け取った携けい帯たい電話を興味深く眺ながめた。

　まだ、朝も早め、しかもユウの家の近所は一いつ般ぱんの通学路から僅わずかに離はなれているので、道行く人はユウ達の他にいない。

　朝の国際通りの裏手ともなれば、ブティックなどのファッション系の店が集中していることで有名な場所だから、開いている店もない。

　最新型のそれは、折りたたむと名めい刺しサイズで、なおかつＭＰ３プレイヤーと地上波デジタル受信機を兼かね、契けい約やく内容を変へん更こうすれば、プリペイド携帯として使える。

「これがＣＤ何枚かとラジオとテレビ、あげくに小銭入れかや……」

　身をかがめて「ソフビとらたん」から携帯電話を返して貰もらいながら、ユウは感心して、

「ＣＤは知ってるのね」

「馬ば鹿か者もの、ＣＤは三十年前から発売されておるぞ」

「そういえば、それ以前はレコードだったんだっけ」

「そうじゃ。お前のお祖母ちゃんはレコードの方が好きじゃったな」

「……そうだったね」

　のてのてと、しかし何故か数倍の足の長さの差があるはずのユウと並んで歩きながら「ソフビとらたん」は懐なつかしそうに空を見上げた。

「ところでさ、学校まで来るの？」

「いや。我の行く方角と方向が一いつ緒しよじゃから、途と中ちゆうまで一緒に行くだけじゃ」

　思わずユウの口から溜ため息いきが出る。

「ナニを安心しとる？」

「いや、そのまんまの格好で行くにしろ、中身のほうで行くにしろ、大おお騒さわぎになりそうだし」

「そうでもないぞよ？」

　まるでタイミングを合わせたように、ユウのクラスメイトの一人が小走りに角を曲がって来た。

「おはよう、垣かきの華はなさん……あ、虎とら神がみさまだー」

　にっこり笑って手を振ふる。

「うむ、おはようなのじゃ」

　そのまま、クラスメイトは大した興味も抱いだかず、黄色い声を張り上げることもなく「じゃ、ちょっと急ぐから」と来たとき同様、小走りに走っていった。

「!?」

　驚おどろいて、ユウはしげしげと虎神さまを見やった。

「どういうこと？」

「この世界に来たときに、ちょいとな、世界の法則を書かき換かえたのじゃ。我が目立たぬよう、そして余計なトラブルが起こらないように、な」

「なるほどねえ……」

　このソフビ人形が動き出す直前感じた「仕し掛かけの動く気配」はどうやらそのためのものらしい。

「あれ？　そういえばどうして私には影えい響きようがないんだ？」

「お主達の一族は特別じゃ……それに、仕事を頼たのむ相手にまでそんなことをするのは不要であろうし、感心しない話であろう？」

「……以外とフェアなんだな」

「まともな神様というのはそういうものじゃ」

「まとも、ねえ」

　じゃあ、そのソフビボディはなんなのか、と口にしかけ、何となくその説明が長くなりそうだと直感してユウは口をつぐんだ。

　二人（？）は人のまだ少ない国際通りに出、しばらく県庁に向けて進んだあと、横道を入り、消防署を越こえ、通つう称しよう・開かい南なん通りと呼ばれる所へ出る。

　その間も、何人かのクラスメイトと出会ったが、皆みな普ふ通つうに挨あい拶さつし、「虎神さま」にも「おはようございます」を告げる以外、大したことはなにも無かった。

「さて、ここで方向が分かれるのぅ」

　通称「裁判所通り」と呼ばれる道を抜ぬけ、右に曲がれば学校まであと数十メートル、という交差点で、「ソフビとらたん」が不意に言い出した。

「で、どこ行くんだ？」

「ぬふふふふ、それは秘密……でもないのぅ。昔の知り合いに会いに行くのじゃ。お主が引き受けるにしろ断るにしろ、必要なものがあるでな」

「ついて行こうか？」

「大だい丈じよう夫ぶ、昨今は宅急便という便利なものもあるでの……それよりも、学業に励はげめよ」

　と、「ソフビとらたん」の尻尾しつぽの先で、鈴すずが静せい謐ひつな音を立てた。

　何か、透とう明めいで心地よい感覚が身体を通とおり抜けるのをユウは感じる。

「今、何かしたか？」

「今日一日のお守り代わりのおまじないじゃ。変なのに目をつけられないようにする効果もある」

「ウチの学校に目立った不良はいないよ」

　まるでお祖母ちゃんみたいだな、とユウが考えていると、

「変なものが人であるとは限らん」

　とちょっと人を不安にさせることを口にして、神様はとてて、と青になった交差点の横断歩道を学校とは反対方向に渡わたっていった。

　どうやら、国こく場ば方面に用があるらしい。

「…………ったく」

　微び苦く笑しようと共に、ユウは一直線に駆かけていくその後ろ姿を見やった。

　角を曲がって姿が見えなくなる一いつ瞬しゆん、その背中に、子供の頃ころの自分を見たような気がして、ユウは頭を振ってますます苦笑いを深くする。

　どうにも昨日今日はメランコリックでいけない。

「さ、学校学校」

　呟つぶやいて踵きびすを返す。
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　トカタカと、何処どこを目指しているのか、「虎とら神がみさま」は黄色と黒のソフビボディも軽やかに、道を駆けていく。

　ユウと別れ、道を右に曲がって数分後、「虎神さま」は細長い坂の途と中ちゆうにある、金かな網あみで囲まれたコンクリートの小さな広場に足を踏ふみ入れた。

　犬小屋よりも小さな、コンクリートの祠ほこらのようなものと、石で出来た線せん香こう立てがあるこの場所は、沖縄では珍めずらしくない「拝所ウガンジユ」と呼ばれる場所である。

　この周辺の土地神ではなく、沖縄という土地そのものを治める「神（もしくはそれに近い何か）」の力と直結している場所で、ユタ、ノロと呼ばれる霊れい能のう者しやは何かある度たびに依い頼らい者と共に、特定の順番で特定の場所を巡めぐるのが常だ。

　中に入ると、祠の前で「虎神さま」は尻尾を振ふった。

　シャランシャラン、と涼すずしい音色が響ひびき、元々浄じよう化かされているこの拝所の中を更さらに清める。

「久しぶりなのじゃ」

　と「虎神さま」は言った。

「しばらく世話になるぞよ。なに、さほど長くはない。前々回ぐらいの長さじゃ」

　まるで、見えざる者がそこにいて、他者には聞こえない声で話しかけているように、「虎神さま」は一人で会話を続ける。

「まあ、そういうでない。沖縄ここはそういう場所なのじゃ……分かっておる。事を大きくしたり、荒あら立だてたりするつもりはない。よほどの抵てい抗こうが無い限り、大人しく『向こう』に帰って貰もらうつもりじゃ。我は神じゃが、死神ではないぞ」

　どうやら、「虎神さま」と沖縄の「神」とで話し合いをしているらしい。

「で、この近くの学校に我の一族がおる。そちらの出発までよしなに頼たのむぞよ」

「では」という感じで片手をあげ、「虎神さま」は、

「これからチト野暮用故ゆえに失礼する……盆ぼんあたりにでも一いつ緒しよに飲もうぞ」

　そう言って黄色と黒、それとちょっぴりの白＆茶色が使われたソフビ人形の神様はとてとて、とその場所を後にした。

　そして、再びどこかへトカタカと駆けていく。
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　夏前ということもあって、授業はのったりと進む。

　こまめにノートを取り、まっとうに授業時間をこなしながらも、ユウは時折手を止めてぼんやりと考える。

　例の「神様のお手伝い」の件だ。

　母親は「あんたがやりたくないなら、他の分家に頼むから、自分に正直にやりなさい」と言ってるが、言外に「出来れば頼む」という空気が無いわけでもない。

　こういうときに限って、父親は長期出張中だ。

　従兄弟いとこなどで仲がいい連中に電話をかけても、詳くわしいことはわからない。

　結構大変そうだが、危険度は不明、というのが一いち抹まつの不安になっている。

　何よりも厄やつ介かいなのはこれがあの「とらたん」からのお願いだという一点だ。

　子供のころの友達からの頼みごとである。

　これが、何よりも大きかった。

（対価の低いバイトはしない主義なんだけどなぁ……）

　そんなことをふと考えて、自分が「やること前提」でモノを考えているのに気づく。

「やれやれ………」

　誰にも聞こえないように小さく呟き、ふと校庭を見ると、体育の授業で校庭を走っている男子生徒のひとりに偶ぐう然ぜん焦しよう点てんがあった。

　昨日、転んで自分の胸に突つっ込んできた男子生徒だ。

（あ、やっぱり山やま内うちなんだ、名前）

　体育着に書いてある名字を見て、ユウは自分の記き憶おく力が確かなことを知った。

　どうやら少年は走るのが苦手らしい。細い手足をもつれさせるようにしながら、それでも辛かろうじてクラスの最低ペースに合わせて走っている。

「…………頑がん張ばれ」

　思わず呟いてしまい、ユウは慌あわてて授業に意識を引き戻もどした。

　前を向き、教師の顔を見るようにして話を聞く。

（あー恥はずかしい）

　偉えらそうに自分が、しかも誰も聞いてないのにそんなコトを口にしたのが恥ずかしくて仕方がなかった。

　それだけなのに、何故なぜか身体は過か剰じよう反応を引き起こし、耳まで真っ赤になってくる。

（ありゃ？）

　慌てれば慌てるほど、体温は上じよう昇しようしていく。

「垣かきの華はな、具合でも悪いのか？」

　黒板から生徒達に向き直った数学教師が、さすがに心配そうな顔をするほど、ユウの顔は真っ赤になっていた。

「あ、いえ、だ、大だい丈じよう夫ぶです先生」

　ゆであがった顔で、ユウは手を振った。

「その顔はちょっとマズイな。取り敢あえず保健室へ行ってこい」
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　間が悪いというか、何というか。

　普ふ段だんから真面目で、責任感があって委員長、というキャラクターのせいもあって、ユウの赤面はおかしな方向に誤解を転がした。

　結局、ユウは保健室で一時間ほど過ごし、憮ぶ然ぜんとした表情で教室に帰ってきた。

　時間はすでに昼休みである。

「ね、身体大だい丈じよう夫ぶ？」

　クラスメイトで友人の胡ご屋や秋あき保ほが心配そうに顔をのぞき込んでくる。

「大丈夫だって」

　苦笑いしながら、ユウは自分の鞄かばんから弁当を取り出した。

　ふと、その視界の隅すみを誰かが横切った。

「？」

　何となく、弁当を持ったまま、廊ろう下かに出る。

　見覚えのある小こ柄がらな後ろ姿が人混みの中に消えていくのが、辛うじて見えた。

「どうしたの？」

「いや、知り合いらしいのが通った気がして」

　秋保の言葉に何となくそう答え、ユウは踵きびすを返した。
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　プレハブに神様が帰ってきた。

「あ、お帰りなさい」

　ユウの母がそう言って出迎むかえてくれる。

「おお、来ておったか」

　と「ソフビとらたん」は玄げん関かんに置いてあったバケツから雑ぞう巾きんを取り出して足を拭ふくと、ひょこっとプレハブの畳たたみの上にあがった。

「どうでした？」

「うむ、予兆があってから作り始めてたそうでな、明日には届くそうじゃ。さすがにあやつは手が早い」

「そういえば、私の時もいちかさんのでしたね」

　くすくすとユウの母は笑う。

「母さんが『私の時よりも出来がいい』って」

「そうじゃったのぅ…………あれからもう三十年か」

「ソフビとらたん」の口元がぺろりとめくれて、中から本当の「ちとらたん」こと「虎とら神がみさま」が出てくる。

　すかさず、ユウの母は昨日から電源を入れた小型冷蔵庫の中から麦茶のペットボトルを取りだし、蓋ふたを開けた。

「思い出すのぅ。あの頃ころは夏が暑くて、すぐに断水騒そう動どうになっておった」

「でも、虎神さまのおかげでウチの近所は…………」

　ペットボトルの中身を小さなコップに注つぐと、その冷えた香かおりを「虎神さま」は楽しみながら、

「まあ、共同井い戸どがある所じゃからな。首里とかではあのようにはいかなんだ」

　と答えた。

「お主らが結けつ婚こんしたときの夏が最後の大断水であったか」

「そうですね、八二年だから、まだユウは生まれていませんね」

「あの時は驚おどろいたぞ。久々に来てみたら一番最初のお願い事が『雨をどうか』じゃったからな…………最近はないのかえ？」

「ええ。最近はダムも増えましたから」

「基地は相変わらずあるようじゃの？」

「でも、天久の解放地が」

「おお、聞いたぞ、何でも新都心じゃそうな？」

「ええ。免めん税ぜい店とか映画館とか、復帰前の国際通りぐらいににぎわってますよ」

「そうか」

　と、「虎神さま」は畳の上に敷しかれた大きすぎる座布団の上、ぺたんと座すわり込んで麦茶を一口飲んだ。

　軒のき先さきにつるされた風ふう鈴りんが、ちりん、と音を立てる。

「もう、吊つるしたか」

「はい。母さん、あの風鈴が好きで」

「そうじゃったな…………」

「虎神さま」は妙みように年老いた表情で、軒のきに揺ゆれている鉄の風鈴を見やった。

　プレハブ小屋の中に、小さな沈ちん黙もくが落ちる。

「のう」

　思い出したように、「虎神さま」が口を開いた。

「お主の母がおらぬと、この家は、ひろく感じるのう」

　そっと、ユウの母は目頭を押おさえた。

「はい」

「本当に、ひろく感じるわい…………」

　人が死ねば、大人達は哀かなしみ、やがて「その人が居ない風景」に慣れる。

　だが、忘れられはしないのだ。

　ふとした瞬しゆん間かん…………その部屋に、廊ろう下かに、玄関に、庭先に、時には持ち物を置いた机の向こう側や食べ物を置いた皿やテーブルの近くにまで、その人の姿を見てしまう時があるのだ。

　ユウの母がまだ小学校の制服を着けていた頃から、裏庭にはこの小さな神様の為ための小屋があった。

　神様はこの世界に来ると、必ず小屋で暮らし、彼女の母も、彼女も、神様が再び去るまでは毎日のように小屋に来て、時に他愛のないおしゃべりを楽しんでいた。

　最初にはユウの母の祖母が居なくなり、そして小屋がプレハブになってからユウが増え、今また、ユウの祖母…………つまりユウの母親にとっての母がいなくなった。

　それが代だい替がわり、というものなのだ。

　そう分かっていても、大人と呼ばれる年ねん齢れいと経験と思し慮りよ深ぶかさを身につけようとも、同じ時間を生きてきた存在が、ある日を境さかいに消え、もう同じ時間を過ごせないのだと、つくづく噛かみしめることは、常に哀しい。

「早く、もう一人…………いや、二人か三人かはわからんが…………増えるといいのぅ」

「増えますか？」

　だが、同時に女性は現実を生きる存在である。

　ユウの母親は、まだ赤い目をしたまま、あっさり現実…………というよりもやや未来の話に食いついてきた。

「ま、大だい丈じよう夫ぶじゃろ。お主の時もそうじゃったからな」

　何ともアバウトなコトを仰おつしゃって、小さな神様はさらに一口、麦茶を飲んだ。

「まあ、引き受けてくれればその確率はあがるわけじゃが」
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　夕方になった。

　昨日生徒会室で垣かきの華はなユウと大変羨うらやましい接せつ触しよく事故を起こした美少年…………山やま内うち霧きり人とは重い足取りでバスを降り、家路を辿たどっていた。

　憂ゆう愁しゆうの表情さえ、この少年の横顔に浮うかべば溜ため息いきをつく女生徒は多いかもしれないが、それに気づかせるほどの気配が希き薄はくだ。

　まるで、そこにいないかのように少年の気配は薄うすく、頼たよりない。

　バス停から歩くこと二十分。

　かつてあった広大な米軍住宅地を再開発して作られた、おもろまち新都心の一角、彼の両親が用意してくれたマンションにたどり着くと、暗証番号で入り口のドアを開け、エレベーターで上に。

　だが、エレベーターの扉とびらから見えた廊下の奥おく、かすかに自室のドアが開いているのを見て、少年の顔が輝かがやいた。

　小走りに走って、ドアを開ける。

「ネコ姉ねー、ただいま！」

　ひょい、とダイニングの方から顔が覗のぞいた。

「帰ったの、霧人？」

　現れたのは、割かつ烹ぽう着ぎ姿の二十歳はたち前半らしい美女である。

「うん！」

　満面の笑みを浮かべ、少年はぎゅっと美女に抱だきついた。

「こらこら…………まだ料理途と中ちゆうなんだから」

「あ、ごめん」

　慌あわてて離はなれ、少年は急いで自分の部屋に鞄かばんを置きに行く。

「……まったく、久々に来てみれば、ホント子供なんだから」

　腰こしに手を当ててくすっと笑った美女は、すぐに踵きびすを返してコンロの前に戻もどる。

　その頭頂部で黒い猫ねこの耳、そして、長い脚あしの付け根より少し上の辺りから、太い猫の尻尾しつぽがくねりと揺ゆれた。
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　平日ながら、夕飯時の中ちゆう華か風ふうファミレスとなれば、それなりに混雑するものである。

「はい、チンジャオロースと焼き飯、餃子ぎよーざセットお待ちどうさまー♪」

　眼鏡をコンタクトに変え、髪かみの毛も頭の両りよう脇わきでお団子にしてドアノブカバーめいた布で包んだ上にチャイナドレスという格好で、ユウは営業用の笑顔を満面に浮かべてトレイの中の料理をてきぱきと置いた。

「ユウちゃん、二名様ご案内～」

　後ろから声がした。

「はい、ちょっとお待ちくださいー」

　腰に下げた端たん末まつから今までの決済レシートを打ち出し、それをテーブルのレシート入れに差さし込みながら、ユウは答えた。

「うむ、ご苦労なのである」

「へ？」

　耳慣れた声に、思わず振ふり向むくと、ユウの母と、その腕うでに抱っこされた「ソフビとらたん」が「よっ」と片手をあげていた。

「一度ユウが働いてるところを見てみたい、って虎神さまが言うから」

「…………勘かん弁べんしてよ」

　バイト高校生にアンケートを採れば「出来れば避さけたい状じよう況きよう」のトップを取ること確実の「親が職場に客としてくる」な状態に、思わずユウは有能な店員の「ユウちゃん」から素に戻って頭を抱かかえた。

「ま、よいではないか、よいではないか♪」

　と、どこから取り出したのか＆どうやってその手に持っているのか、扇せん子すを片手に己を扇あおぎつつ「ソフビとらたん」は涼すずしい顔である。

「ささ、案あ内ないせい」

「はいはい、お客様、こちらですよー…………っと」

　半ばヤケ気味にユウは笑顔を作る。

「そういえば、そろそろバイトもあがりであろ？　着き替がえてきて一いつ緒しよにどうじゃ？」

　脳天気に「ソフビとらたん」が言った。
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　山やま内うち霧きり人との「山内」という姓せいは、本来「山さん王のう院いん」であったものを、明治維い新しんの神仏分ぶん離りと廃はい仏ぶつ毀き釈しやく令による難を逃のがれるため、改かい姓せいしたものである。

「山王院」の家は、代々妙みような神を祀まつった神社の宮司を行っていた。




　猫の神である。




　世界的に見ても、古代エジプトの神々の一人であるバステトを除き、「猫」は神ではなくむしろ「魔ま」の方に属する存在としているところが殆ほとんどだ。

　まして、日本の神道ともなれば、動物で狐きつね、狸たぬき、犬（大神）を祀る所は古来よりあっても猫を祀る古い神社というのは公式記録にない。

　それもそのはずで、神社は江え戸ど時代の手前、戦国時代末期のあたりですでに一いつ般ぱんには公開されず、邸やしきの中にひっそりと存在していた。




　時代は流れて現在。




　山王院の本家が絶えて、傍ぼう系けいの者達ですら自分達が何故なぜこの姓を名乗っていたのかを忘れ果てた頃ころ、霧人は「猫ねこ神がみ様さま」に出会った。

　当時、山内霧人は六歳。

　学校でいじめられ、ひとりで泣きたくなって入った空き部屋のひとつ。

　たまたま久々にこちら側に来ていた「猫神」は暇ひまを潰つぶすために、元は使用人の部屋だったそこでくつろいでいた。

「おねーちゃん、だれ？」

　涙なみだのあともそのままに首を傾かしげる少年に、

「あなたこそ、誰なの？」

　と首を傾げる「猫神」。




　夕暮れの赤い日差しが、狭せまい部屋の中を満たしていた。




　ふたり（？）のつきあいはそこから始まる。
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「でも、あれからえーと…………十年かあ」

「猫ねこ神がみ様さま」はそう言って自作のおみおつけに舌した鼓つづみを打った。

「うん、やはり大根の味み噌そ汁しるが一番いい」

「この前からだと…………えーと」

　霧きり人とは、学校で見せる幽ゆう霊れいのような無表情はどこかへ消え、溌はつ剌らつとした年ねん齢れい相応の明るい顔で指を折る。

「二年ぶりだね」

「そうなる？　早いわねえ」

　頭頂部にある猫ねこの耳さえなければ、それこそファッションモデルか女優で通用するクールな美び貌ぼうに、子供っぽく笑みを浮うかべながら「猫神様」は自分の料理を一いつ生しよう懸けん命めい食べてくれる少年を見やった。

　十年前、声をかけたのは完全な気まぐれだった。

　もうすでに山王院の一族は彼女のことを忘れていたし、正確な意味で神ではない彼女にとって、信しん仰こうしてくれる存在は必ずしも必要ではない。

　時代は便利になっていたから、さほど人手も要らない。

　あの時、邸やしきに現れたのは、彼女に「縁えん」が強い所の方が楽に出現出来たからだ。

　だから、最初から神様ではなく、「ふしぎなおねーさん」として少年に接してきた。

　今なお霧人は彼女のことを「猫神様」ではなく「猫ねこ姉ねえ」と呼ぶし、こうやって彼女が食事を作ることを喜びこそすれ、恐おそれおののいたりはしない。

　何となく、そんな関係が彼女にとっては心地よかった。

　まして、これから待ち受けている「仕事」を考えれば、こういう穏おだやかな時間が必要なのだ。
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「…………ったくまったく」

　ブツブツ言いながら、ユウはずかずかと家路を歩く。

「まあまあ、そんなに怒おこらないの」

　ユウの母がクスクス笑いながらついてくる。

「全くじゃ」

　頭の上に「お持ち帰り」の中ちゆう華か弁当を三人分のっけて「ソフビとらたん」はトコトコと母の横を歩く。

「…………もう」

　理性ではその通りと納得してても、やっぱり感情が納得できない。

「全部お持ち帰りにしたのじゃ、家で食べるわけであるから恥はずかしくは無かろうに？」

　最初は「ここで食べる」と言ってたユウの母と神様だったが、あまりにユウが嫌いやな顔をするので「全部お持ち帰り」に変へん更こうしたのだ。

「分かってるよ、でもねー」

「ま、ユウが働いてるところを見てみたかったのじゃ。二度と行かぬから安心せえ」

「………わかった、じゃ許す」

　あんまりこのまま状じよう況きようを引き延ばしてもろくなコトにならないと判断したユウはそう言ってこの話題を打ち切った。

「でも、どうして急にそんなこと」

「お前はトヨノの自じ慢まんの孫で、我の友達じゃ。そのお前の今を知りたいのじゃ」

「学校に来ればいいのに」

「世間という海の中にいて立派に働いているユウの姿の方が価値がある。それに夕食には中華が食べたかったのじゃ」

「…………」

　足を止め、ユウはつくづくとソフビの虎とら人形を見つめた。

「まるで、お祖母ちゃんみたいなコト言うんだな」

　中華が食べたい、という意味ではもちろん無い。

　ユウの祖母も、学校にいるユウよりも、学校の外にいて遊んでいるユウのほうが好きだ、とよく言っていた。

「そうかのう？」

「…………しょうがないなあ」

　くすっ、とユウは微笑ほほえんだ。

「引き受けてあげるわよ」

「？」

「ソフビとらたん」が首をひねった。

「あんたの仕事、引き受けてやる」

「よいのかや？　こんな唐とう突とつに」

「唐突じゃない。ずーっと考えてたんだ」

　言って、ユウはにやっと笑って見せた。

「…………そうか」

「さ、早く帰ろ。私も腹が減ってきた」

　そう言って、ひょいとソフビとらたんの頭の上から中華弁当の入ったビニール袋ぶくろを取り上げる。

「ユウ、まったく……女の子が腹減ったなんて！」

　ユウの母親がさすがに苦笑混じりに叱しかった。







その４・準備が色々要ったとさ
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「にしても、随ずい分ぶん古いよなあ。わら半紙にホチキスなんてさ」

　昼休み、食事を終えた後、「ちょっと用事があるから」と友達の輪から離はなれたユウは、学校から出て（昼休みの間だけは生徒は自由に外に出られる）、食事時間のピークも過ぎて空いてきた食堂兼けん喫きつ茶さ店てんに腰こしを落ち着けていた。

　手に持っているのはだいぶ古い、活版印刷をしたもののコピーである。

　ユウの母の代に作られたものらしい。

　数名の手で書き写されたらしく、数ページごとに文字の特とく徴ちようが変わるその内容は、「とらたん」こと「虎とら神がみさま」の「仕事」に関する注意事じ項こうである。

「えーと……なになに……『まず最初にスピーカーで違い反はん行こう為いをしていることを警告しましょう。いきなりの攻こう撃げきはいけません』か…………ほんと国境警備なんだな」

　取り敢あえず、ざっと目を通して、あとは家のパソコンでワープロに打ち直しながら指先から記き憶おくしていくことにする。

　ぱらぱらと冊子をめくっていると、視界の隅すみをふとかすめる影かげがあった。

「？」

　例の山やま内うち霧きり人とだった。

　何か、小さな缶かんを入れたビニール袋を片手に、いそいそと学校へ戻もどっていく。

「…………？」

「あれ、ユウじゃん、珍めずらしー。今からご飯？」

　と、生徒会の書記である瑞ず慶け覧らん知とも美みが顔を出した。

「あ、知美…………彼、山内だっけか？」

　同時に、ユウは知美が山内霧人と同じクラスであることを思い出し、さりげなく、遠回しな「かま」をかけてみた。

「ああ、そうだよ。ウチのクラスの委員長。美少年なんだけど、なーんか影かげ薄うすいのよね。あんまりクラスでも話さないみたいだし」

「なんでそんなのが委員長やってるんだ？」

「ほら、ウチの担任、マツメグ先生っしょ？　いつまでたっても立候補する奴やつも推すい薦せんする奴もいないもんだからくじ引きで強制的に」

「あ、なーるほどね」

　国語のマツメグこと金武きん城じよう松まつ恵え先生といえば、大ざっぱで短気な女教師として校内に「色色なご高名」が轟とどろいている。

　飾かざらない性格で好かれてもいるのだが、ぐだぐだと物事が停てい滞たいするという状じよう況きようが大だい嫌きらいで、授業中に答えに逡しゆん巡じゆんしてると三秒で自分から答えを叫さけびながら生徒の頭を張り飛ばす、なんて光景はザラである。

「で、どうしたのよ？　山内君のことなんて」

「いや、どっかで見た顔だと思ったんだが思い出せなくてな…………このところバイトが忙いそがしいもんだから記憶力が低下して」

「あー、そいつぁマズイやねー」

　ぬははは、と知美は笑った。

（そっか、くじ引きだったのか…………）

　一いつ緒しよに笑いながらも、ユウはぼんやりと少年の真面目そうな横顔を思い出していた。
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　本日も生徒会の連れん絡らく会議はお休みであった。

　そのまま、ユウは校門を出、いいタイミングでやってきた、天久新都心向けのバスに飛び乗った。

　まだ、バスの乗員は少ない方で、辛かろうじて座ることが出来た。

　バスは開南通りを下り、通つう称しよう「仏ぶつ壇だん通り」と呼ばれる農ノウ連レン市場に面した細長い道を通って、三三〇号線に出…………しばらく走ると渋じゆう滞たいに巻まき込まれた。

　目を凝こらしてみると、遠くに赤い光の明めい滅めつが見えた。

「…………」

　やれやれ、という顔になって、ユウは降車ボタンを押おした。

「すみません、ここで降ろしてください、お願いしますっ！」

　すでにぎゅうぎゅうに詰つまった乗客をするりと抜ぬけて、運転手に頼たのみ込む。

　幸い、人のいい運転手で、バス停でも無い場所ながら、扉とびらを開けてくれた。

「ありがとうございますっ！」

　飛び降りると、ユウはさっそく歩道を走り始める。

　沖縄のバスは「遅おくれるもの」と考えなければ利用が出来ない。

　何しろ電車というものがない。

　しかもまともな平地の殆ほとんどは米軍基地に取られた状況で第二次世界大戦の焼け野原状態から、ただひたすらに復興していった都市圏けんは、交通の便などというものを考こう慮りよにいれない道の発達を行ってきた。

　結果、そこかしこで混雑がおき、バスの運行表は「大体の目安」でしかなくなる。

　そんなわけだから人々はタクシーを拾ったり、自家用車マイカーを持つようになり、それがまた道路に溢あふれて…………という悪あく循じゆん環かんがかれこれ四十年以上続いている。

　何とか近年、モノレールができあがったものの、これがまた、数々の問題（土地買収と米軍基地の問題）を抱かかえて計画が縮小し、那な覇は空港から新都心まで数キロしかないという体たらくで、交通事情の改善に役立っているとは今のところお世辞にも言えない。

　数百メートル走ると、国際通りとの合流点で、観光客の車同士が接せつ触しよく事故を起こしているのが見えた。

　どちらも警官に食ってかかっているのを横目に見ながら、ユウは走ってモノレールの駅までたどり着いた。

　県内では飛行機以外で唯ゆい一いつ、時間通りに動く交通機関、モノレールの駅の階段をスカートを押さえながら駆かけ上のぼる。

　その間に素早く小銭入れを取り出し、券売機で券を購こう入にゆう、そのまま発車ベルが鳴り始めたばかりの新都心行きのモノレールに飛とび込む。

　彼女の身体が入ると同時に、ドアが閉まってモノレールが動き出す。

「…………やれやれ」

　携けい帯たい電話を開いて時間を確認する。

　今日のバイトは本屋とレンタルビデオで有名なチェーン店のレジ係。

　欠員が出ているのでいつもより三十分早く行かねばならない……何とか間に合いそうだった。
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　山やま内うち霧きり人とにとって、今日は気の重い日であった。

　タクシーに乗って、国道五十八号線沿いの高級ホテルの一室に向かう。

　そこには、ここを定宿にしている父親の弁護士が待っていた。

「ご無ぶ沙さ汰たですね霧人様」

　冷たい、口元だけの笑みが出迎むかえた。

「最近は如何いかがですか？」

「ええ、元気でやっていますよ」

　心のこもらない微び笑しようを浮うかべながら、霧人は答えた。

　持ってきた、家か計けい簿ぼを鞄かばんから取り出し、差し出すと、弁護士の女性秘書がすかさず受け取り、別室へ移動する。

「学校にも慣れました。クラス委員の仕事も楽しいですし」

「そうですか。お友達はもう何人か？」

「ええ、少しは……でも、慎しん重ちようにつきあうことにしています。家に呼ぶのはもう少し先でも、と」

　大おお嘘うそだった。

　クラスの中で、彼は親しく会話を交わすような友人を持っていない。

「なるほど、賢けん明めいですね」

　恐おそらくそんなことはこの弁護士も知っているだろうが、何も言わず相づちを打った。

「東京はどうですか？」

「まだ寒いぐらいですね。梅雨が明けていませんから」

　下らない世間話を数分。すると女性秘書が別室から出てきてそっと弁護士に家計簿を手て渡わたした。

　何事か耳打ちする。

「結構です…………どうやら自じ炊すいにも慣れて来られたようですね」

「まあ、一人暮らしももう一年ですから」

「なるほど、それは素晴らしいことです。私も離り婚こんして五年になりますが…………」

「すみませんが、坂さか崎ざきさん。今日はちょっと予定があるので」

　儀ぎ礼れい的てき挨あい拶さつを打ちきり、少年は毎月、彼によってもたらされる書類にサインをした。

　書類は受領書類だ。

　持ち慣れたモンブランの万年筆を取り出し、サインをする。

　盲もう目もく的なサインではない。一いつ瞬しゆんながらきちんと目を通して、だ。

　霧人の父は時折そうやって霧人を試すようにこの弁護士に命じている。

「父は元気にしてますか？」

　書類を手渡しながら義務的に聞いてみる。

「ええ、ただ貴方が側にいないとやはりお寂さびしいようで」

　少年の口元に、冷たい笑みが一瞬だけ浮かびそうになる。

　弁護士の言葉は大嘘だ。

　父は強い男で、母と離婚するとすぐに外に女を作っている…………いや、母が離婚する前からいたのかもしれない。

　そしてその女と一いつ緒しよに暮らしているはずだ。

　東京郊こう外がいの邸やしきで。

　それが嫌いやで、霧人は家を出た。

　決死の思いでその話をしたとき、父は驚おどろかなかったし、反対もしなかった。

　電話の向こうで数秒沈ちん黙もくし「それも良かろう」と答えただけだ。

　三男である自分に何の期待もしていないからだと霧人は知っていた。

　あとはパタパタと、あっけないぐらいに進んだ。

　部屋が見つかり、転校先の高校がリストアップされ、そして一人暮らしをするための「約束事」が決められた。

　一ヶ月後、霧人は沖縄の平へい凡ぼんな公立高校の門をくぐっていたのである。

　母からの連れん絡らくはなかったし、するつもりもなかった。

　浜はま松まつ町ちようのモノレールへの乗のり継つぎまでの時間を潰つぶそうと入った構内の書店で、週刊誌が彼の母が新しい恋こい人びととデートしている所をスクープしたと中なか吊づり広告で喧けん伝でんしていた。

　元々、清純派として有名な女優だった霧人の母は、芸能界に「完全復帰」するためにスキャンダル製造に躍やつ起きになっているらしかった。

　ともあれ、どうでもいいことだ。

「それじゃ、また」

　形ばかりの握あく手しゆをして、少年は部屋を出た。

「あ、そうだ、坂崎さん」

　と閉めかけたドアをあけ、少年は付け加えた。

「猫ねこを飼おうと思ってるんです、五匹ひきほど」

「ほう」

　コレまで「何かを始める」ことを打ち明けられた覚えのない弁護士は戸と惑まどった顔になった。

「ですから、来月から人間一人と半分ぐらい食費が上がります。どうぞよろしく」

　それだけを言って、ぺこりと少年は頭を下げ、ドアを閉めた。

　廊ろう下かを歩き、エレベーターに乗り込むと、霧人はクスクスと笑い出した。

　嘘うそは言っていない。
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「今日も今日とて働いて、気がつきゃ夜の十時前…………と」

　三十分早く入ったおかげで、いつもより早く「上がった」ユウは、そんな事を呟つぶやきながら店員の控ひかえ室から裏口に出た。

　手帳を開いて明日のスケジュールを確認する。

　週四日、五時間ずつ最低ひとつはバイトが入っている。

　土日は毎週塞ふさがっていた。

「しかしまあ、これだけ働いても、ひと月六万弱かあ…………」

　東京の人間が聞いたら目を剥むきそうな話だが、沖縄の雇こ用よう賃金は全国最低値なのである。

「早いトコ卒業して、東京の大学通いながらバイト…………いや、就職だなぁ」

　十七歳にしてはえらく堅けん実じつかつしみじみとしたことを呟きながら、ユウは夜風に髪かみをなびかせててくてくと歩いた。

　ここからなら家まで歩いて三十分で到とう着ちやくする。

　新都心、という名めい称しようで呼ばれるほどきらびやかなこの場所だが、少しでもその中心から周辺地帯に入ると、静せい寂じやくが支配するベッドタウンが広がっている。

　殆ほとんど坂で構成されているここは、昔の寺の跡あと地ちのみが有名な地域で、米軍住宅地が再開発されて新都心に化けるまでは、人の行き来すら滅めつ多たにない静かな住宅街だったのである。

　彼女がいつも使っている道の入り口には、大きな広告代理店の入り口があって、赤い明かりが煌こう々こうと灯り、まるで夕焼けのような色に周囲を染めている。

　その赤い光の範はん囲いを抜ぬけると、やがてビル街がとぎれ、住宅地が広がる細い坂道に出るのだ。

　と、子こ猫ねこの鳴き声が耳に付いた。

「ほらほら、慌あわてないでお食べ……でも弱ったなあ。四匹もいるなんて」

　最近のプルタブ型缶かん詰づめを開ける独特のぱかん、という音がして、鳴き声が止み、「かつかつかつかつ」という子猫の咀そ嚼しやく音が響ひびく。

「？」

　ひょい、と路地のひとつを覗のぞくと、そこにはしゃがみ込んだ小さな背中があった。

（山やま内うち…………くんか？）

　ひょい、と肩かた越ごしに見ると、そこには子猫の入った段ボール箱があって、まだ目が開くか開かないかの子猫たちが、少年が開けた缶詰に群がっていた。

　ちょっとビルの壁かべギリギリに歩み寄って、少年の横顔をユウはのぞき込んだ。

　優しそうに微笑ほほえみながら、少年は熱心に猫たちを撫なでている。

　自然と、こちらの顔もほころぶような、いい笑顔だった。

「猫…………好きなのか？」

「え？」

　振ふり向むいた少年の顔が赤く染まったのは、照明のせいか、それとも記き憶おくのせいか。

「や、やあ。二度目だな、会うのは」

　ユウはぎこちなく片手をあげたが、笑顔は自然に浮うかんでいた。

「あ、あの…………こ、この前は、その」

「気にするな、私も気にしてないから」

　そう言って、ユウはトコトコと少年の横に並んでしゃがみ込んだ。

「ふうん。白に灰色に、黒…………こいつは三毛か。ロシアンブルーとかの雑種だろうな」

　実を言うと、ユウも猫は嫌きらいではない…………まあ、「とらたん」がいるわけだから、当然ではあるのだが。

「猫、好きなの？」

「うん。まあな……で、こいつら、どうするんだ？　拾ってって飼うのか？」

「そのつもりだったんだけど……四匹ひきもいるから」
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　少年は顔色を曇くもらせる。

「確かに、四匹は辛つらいな」

　頷うなずくと、ユウは食事を終えてころんと横になった四匹のうち、黒と三毛をひょい、とつまみ上げた。

「じゃあ、半分は私が貰もらっていく」

　そういって、ユウは体育着が入っていた袋ふくろの中にそっと二匹を入れた。

　赤あかん坊ぼうを持つように、そっと片かた腕うでに載のせるようにして袋を持つと、入り口から二匹の猫ねこがちょこん、と顔を出した。

「え？　あ、あのいいの？」

　喜べばいいのか、それとも、と戸と惑まどう顔に、ユウはにっこりと笑いかけた。

「実をいうと、すでに一匹いるからな。あと二匹ぐらい増えても、どうってことはない」

「あ、ありがとう」

「構わないさ」

「あ、あの、ぼ、僕、２のＤの山やま内うち霧きり人と」

「私は２のＡの垣かきの華はなユウだ。ユウって呼んでくれ」

　ユウが手を差し出すと、少年は自然に手を握にぎった。

「じゃあ、あの、僕は霧人で」

「うん、じゃあまたな、霧人」

「ありがとう、ユウさん」

　そして、ユウは踵きびすを返して歩き出した。

　袋から顔を出した二匹の猫は、残された兄弟と別れを惜おしむように鳴き声をあげたが、袋から逃にげ出しはせず、そのまま遠ざかっていく。

　その背中に、少年は深々と頭を下げた。
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　二時間後。

「というわけで居候が二匹増えた」

　そう言って、風ふ呂ろ上がりのユウは、取り敢あえず濡ぬれたタオルで身体を拭ぬぐった上、帰りの百円ショップで購こう入にゆうした手入れ用ブラシで抜け毛を処理した子猫二匹と「とらたん」を引き合わせた。

　反応は意外なものだった。

「うっ…………」

　と、苦手なものにでも出くわしたかのように、「ソフビとらたん」は後退あとずさりしたのである。

「どうした？　同じ猫科だろ？」

「いや…………」

　と「ソフビとらたん」の口の中から、「虎とら神がみさま」が顔を出した。

　じーっと子こ猫ねこたちを見つめる。

　黒と三毛の子猫も、じーっと「虎神さま」を見つめる。

「どうやら、奴やつの間者ではないようじゃの」

　しばらくして、安あん堵どの溜ため息いきとともに「虎神さま」が言った。

「奴？　カンジャ？…………医者の知り合いでもいるの？」

「その患かん者じやではない、いわゆるスパイの事じゃ」

「？」
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「で、拾ってきたわけ？」

　ソファーに寝ねそべりながら「猫ねこ姉ねえ」が薄うすく笑みを浮うかべた。

「うん」

　霧きり人とは身体を拭ふいてやった子猫たちにレンジで温めた猫用ミルクを皿に注ぎながら答えた。

「ペットショップで買ってこよう、って考えは無かった訳ね」

　楽しそうな顔で「猫姉」は言った。

「お金を出して売り買いされるような猫は、誰かがいずれ買うもの…………この子達は違う。僕と…………垣かきの華はなさんが拾わなければ、きっと死んでるから」

　迷いのない声で、霧人は言った。

　子猫二匹は別れた兄弟のことをもう忘れているのか、一心不乱にミルクを飲み始めた。

「しかし律りち儀ぎねえ。アタシの分の食費を申しん請せいするのに、子猫を本当に飼うなんて」

「そうしないと、坂さか崎ざきさんの雇やとった人たちが来たとき、困るからね」

「来るの？」

「僕に分からないように、ってかなり気を遣つかってるみたいだけれどね。掃そう除じの人とかによく化けてる」

「…………大変ね」

「そうでもないよ。ごまかし方は幾いくらでもあるし、そういうの、嫌きらいじゃないから」

「…………」

　何とも言えない表情で「猫姉」は少年の背中を見つめていたが、やがて「やれやれ」という感じでソファーから下りた。

「よしよし。では大きい猫様からちゃんとこの子達に言い聞かせておかないとね」

「？」

「この子達、親猫居ないから、放っておくとあちこちでおトイレするわよ」

「あ…………」

「やっぱり、そこまでは考えてなかったのね。ほら、そこのピザが入ってた箱組み立てて、蓋ふたを切り取ったら中に細かく引き裂さいた新聞紙入れて。今日はそこをトイレにするから」

「あ、うん」

　言われるままに用意する少年とは別に「猫姉」は一五〇mlのペットボトルを二つ、ゴミ箱の中から拾い上げると、外と中を綺き麗れいに洗い、流しのお湯を詰つめ始めた。

　子猫は体温の管理が自分で出来ないから、こういうもので温めなければならないのである。

「昔と違って、こういうのがあるから楽よね」
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　とか呟つぶやく。

　その足下に、よちよちとおぼつかない足取りで子猫たちが近寄り、身をすり寄せ始めた。

「はいはい、ちょっと待ってなさいって」

　そう言って、「猫姉」は腰こしから生えている長い尻尾しつぽで、子猫たちの頭を撫なでて回った。
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「ソフビとらたん」の掌てのひら部分が、二匹ひきの子猫の上にかざされた。

　ほんわりした黄色い光が、二匹の周囲に降り注ぎ、すぐに止まった。

「うむ。病気とかはないようじゃな。捨すて猫の割にラッキーな奴らよ。そういえば脱だつ脂し綿めんとか、湯たんぽとかはあるかや？」

「大だい丈じよう夫ぶ、百円ショップでそろえた」

「手回しがいいのぅ？　ひょっとして飼ったことがあるのか？」

「これだよ、これ」

　とユウは携けい帯たい電話をかざした。

「百円ショップに入る前に、これのインターネット機能で調べたんだ」

「便利な時代じゃなあ」

「どう？　そっちも一つ持つ？」

「いや、むしろ普ふ通つうのパソコンが欲しいのぅ。十年前から世界がどれくらい変わったか、ちと調べてみたい」

「んーと、じゃあ、今度の日曜日にでも私の部屋に来いよ。ネットサーフィンしよう」

「なんじゃそりゃ？」

「やれば分かるよ」

　近所のコンビニで買ってきた猫用ミルクを洗ったばかりの新しいプラスティック皿に注ぎながら、ユウは笑った。

「そういえば、猫を使う相手って、誰なんだ？」

「まあ、例の『神様もどき』たちはこの世界に来たがっているんじゃが、そうそう来ることは出来ない。ところが、『亜あ神しん』の中にそれを手引きする連中がおってなあ」

「『亜神』？」

「神様一歩手前の強力な存在じゃ…………ほれ、神様扱あつかいされてる英えい雄ゆうとか、おるじゃろ？　あれがもっと強力になった奴やつじゃ」

「じゃあ、魔ま法ほう使いとか、仙せん人にんみたいなモン？」

「いや、もうちょっと存在が古い…………で、我が警けい戒かいしておるのは、猫ねこ神がみと呼ばれる、猫の亜神じゃ」

「猫神？」

　ユウの頭の中に、牛よりも大きい大ざっぱな造形の巨きよ大だい猫ねこが浮うかんだ。

（いや待てよ）

　虎とらの神様を自じ称しようするのがこのソフビ人形＆中身のチンチクリンだとすると、下手をすればその猫神様も猫耳尻尾付きのメイド服姿で語ご尾びに「にょ」ぐらいはつけかねない。

「もうかれこれ二千年ぐらいかのぅ。ずーっとその『裏稼か業ぎよう』を続けては我に絡からんでくる困り者じゃ…………何しろ人の話を聞かぬ」

「ソフビとらたん」はそう言って腕うで組ぐみし、溜ため息いきをついた。

「猫は根に持つから困るのじゃ………幾ら悔くやしかったとはいえ」

「悔しかった？」

「今から遠い昔、十干十二支を決めるときにな、我は神に昇しよう格かくしたのじゃ」

「はあ」

　いきなりナニを言い出すのかとユウは思ったが、すぐにその理由を「とらたん」は口にした。

「ところが、そのとき、鼠ねずみの神が猫神をだましてのぅ……」

「…………ちょっと待って」

　何となく激しい頭痛を感じながらユウは「とらたん」の思い出話にエクスキューズをかけた。

「それって、ひょっとしてアレ？　中国の昔話？」

　以前、テレビの昔話の人形劇で見たことがある。

　確か、十干十二支を決めるときの会議の日にちを、鼠は悪戯いたずらだったか意地悪だったかで猫ねこに嘘の日を教え、その結果、会議に出てこなかった猫は神様になれず、鼠は十干十二支に選ばれたものの、子々孫々に至るまで猫に追いかけられることになりました、という話。

「そうじゃ。今も語り継つがれる悲劇じゃ」

　うんうん、と「ソフビとらたん」は頷うなずいた。

「…………で、今でも猫神はそのことを恨うらみに思って、こういう嫌いやがらせを？　意味あるの？」

「ない」

　と「とらたん」の中にいる「虎とら神がみさま」は言い切った。

「完かん璧ぺきなほどに、嫌がらせをしたからといってどうなるものではない。じゃがもうこれは憎ぞう悪おを通とおり越こした習性レベルの話じゃ。仕方がない」

「…………」

　なんともまあ、あきれ果てた事実に、ユウはしばし呆ぼう然ぜんとした。

　その足下で、ミルクを飲み干した子猫たちが「にゃあ」と声を合わせて鳴いた。







その５・道具色々来てたとさ







☆




　その工こう房ぼうは、かつての那な覇はの中心、首里城の近くにある。

　路地を入った奥おくに「工房いちか・ガレージキット＆原型制作」という手書きの看板が民家の壁かべに掛かかっていて、携けい帯たい電話の番号が書かれているだけだ。

　実際の工房はその民家の裏庭にある。

　本来は工事現場の監かん督とく用に作られた大きなプレハブ小屋には、Ｌ字型に大きな机が三つ並べられ、それぞれにつけられた乾かん燥そう用ブースには、様々な途と中ちゆう経過の模型が入っている。

　その対角線上にまた小さなパソコンデスクがあり、作業中は粉ふん塵じんが入って故障しないようにビニールを被かぶせられるようになっている自作パソコンは、今は起動中だ。

　古ぼけたＣＲＴディスプレイに表示されているのは、宅配業者の配達状じよう況きようを知らせるサービス画面である。

「両方とも、営業所を出て現在配達中、か……じゃ、夕方前には着くわね」

　きい、と椅い子すをならして、工房の主は背もたれに深く背中を預けた。

「虎とらちゃん、猫ちゃん、勘かん弁べんしてよね……どっちもあたしにゃ大事な友達だし、手を抜ぬけないのよねえ」

　長い溜ため息いきが、工房の主の口から漏もれた。

「ま、あたしの作った物がどう戦い合うのか、現場に立ち会ってみたくはあるけれど………いや、いかんいかんそれじゃ武器商人じゃんか。あくまでも立場は中立じゃないとね」

　と、悩なやみ深い溜息がプレハブ工房の中に響ひびいた。




☆




　たまたま、その土曜日にはアルバイトの予定が無くなって、丸一日暇ひまになった。

「おお、すごいことになっておるの、人の世界は」

　感心のため息をつきながら、「虎とら神がみさま」は液えき晶しようモニターに広がる光景に目を輝かがやかせた。

「郷土資料だけでもこんなにホームページがあるのかや…………」

「そういえば、十年前来た時、インターネットとかはしなかったの？」

「そうじゃなあ、あることは知っておったが、あの頃ころはパソコンがようやく安くなり始めたが、まだ専門家の持ち物であったからな」

「ふぅん…………」

　小学校の頃からパソコンを習い、手足のように使えて当たり前な世代であるユウには今ひとつ分からない。

「しかし、インターネットは面白いのぅ。ふむふむ…………」

　しばらくやり方を実じつ践せんして見せた後、埃ほこりをかぶっていたタブレットを引っ張り出し、タブレットペンを貸してやると、「虎神さま」はペンを担いでは勝手にネットサーフィンを始めていた。

「ほほう、オーディン爺じいさんの項こう目もくもこんなにあるのかや」

「知り合いみたいに言うね」

「知り合いじゃぞ？　我も神ゆえな」

「…………」

　などと会話をしながら二時間ほどネットの世界を散策していると、ユウの母が「宅配が来ましたよ」と声をかけた。

「お、もう来たのか」

　とタブレットを丁てい寧ねいにおいて、「虎神さま」はひょいとユウの机の上から飛び降りると下で待機（というか乗り捨ててあった）「ソフビとらたん」の中に潜もぐり込み、とったかと部屋を出て行った。

「？」

　首を傾かしげながらユウも後を追う。

　ソフビ人形は居間にいた。

「おお、ユウ。開けてくれなのじゃ」

　と頭の上に頑がん丈じようにテーピングされた段ボール箱を掲かかげてみせる。

　物はかなり大きい。

　まるごと「ソフビとらたん」が入りそうだ。

　ちなみに、なんの冗じよう談だんか箱の横には手書きで「山やま猫ねこいちかの宅急便」と書いてある。

（まるでクリスマス翌朝にはしゃいでる外人の子供みたいだな）

　と苦笑しながら、ユウは居間の壁かべ際ぎわにあるサイドテーブルの上から、大きなカッターを取って箱を開けてやることにした。
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　本来はネット書店の通つう販はん用の箱を転用したらしいそれは、かなり頑丈に布ガムテープで補強され、少々あけるのにも苦労したが、開けてみると、灰色のボール紙があり、それをどけると今度は通つう称しよう「プチプチ」と呼ばれるエアキャップ緩かん衝しよう材で幾いく重えにもくるまれたブリスターパックが現れた。

「よしよし、ここからは我が開けるのじゃ、開けるのじゃ！」

　と「ソフビとらたん」の口の中から「虎神さま」が現れ、箱の中に飛とび込んできた。

「～♪」

　尻尾しつぽの先の鈴すずをしゃらんしゃらん上じよう機き嫌げんに鳴らしながら、「虎神さま」はブリスターパックの一つを取り出し、ためつすがめつ眺ながめた。

「さすがいちかじゃ。良い仕事をしておる」

　うんうん、と何度も頷うなずいた。

「一体、ナニを買ったの？」

「これじゃ」

　と「虎神さま」はブリスターパックをユウに手て渡わたした。

「？」

　それは、人形だった。

　まあ、ブリスターパックに入っているんだから、それは珍めずらしい話ではない。

　だが、それは女性の人形であった。

　コスチュームこそいささか架か空くうの革ツナギ＆手足肘ひじにプロテクター、という系だが、それを作る造形力は大した物で、まるで実在の物を縮尺したかのような精密さがあった。

　また、それは周辺に配された武器も同様で、明らかに架空の物でありながら、実在するかのような雰ふん囲い気きがある。

　また、コスチュームを装着した女性素体そのものの出来も大した物であった。

　男性が理想とする細さと、実在する女性のリアルな太さが絶ぜつ妙みようなバランスで存在する身体のラインは、その手の物に興味がないユウでさえ、「ほう」と溜ため息いきが出るほどである。

「良くできてるねえ」

「気に入ったかや？」

「まあね」

　これぐらいの代物なら、洒落しやれで部屋に飾かざるのも悪くないかな、などとユウは考えていた。

「それは良かった」

　と「虎神さま」は満面の笑みを浮うかべる。

「これからそいつとは長いつきあいになるからのぅ」

「どういう意味だ？」

「それが、お前の仕事用の身体になるのじゃ」




☆




　子こ猫ねこたちのトイレの後始末をした霧きり人とが、手を洗って「猫ねこ姉ねえ」とのんびりお茶を飲んでいる頃ころに、壁かべの端たん末まつに宅配便が来たという表示が出た。

　ココほどの高級マンションともなれば、宅配業者が上がってくることはまずない。

　大たい抵ていの物は一階にある「宅配ボックス」の中に収められ、それから各住人が取りに来ることになっている。

「じゃ、ちょっと取ってくる」

　と言って霧人が部屋を出て、数分経つとこれまたかなりの大きさの荷物を抱かかえて戻もどって来た。

　長さは二メートル近く、幅はばは三十センチを超こえる。エレベーターを使って運べるギリギリの大きさの荷物だ。

「悪い、それ、わたしのだわ」

　と「猫姉」が頭をさげた。

「ああ、じゃあ例の仕事の為ための？」

「ま、そういうことになるかな」

　そう言うと、「猫姉」こと「猫神」は小さなカッターで梱こん包ぽうを手早く解いていった。

　ものの数分もしないうちに、梱包材の中から、灰色の物体が姿を現す。

「さすがだねえ…………」

　と、それを見た「猫姉」の目が輝かがやいた。

「やっぱり、あたしの目に狂くるいは無かったよ。いい腕うでしてるわ、いちか」




☆




「私の身体？」

　ユウは首をひねった。

「あら、それがユウちゃんの『憑体よりしろ』なの？」

　ユウの母がのんびりと顔を出した。

　娘むすめが持っているブリスターパックを見ると、横からじーっと中身を見つめ、羨うらやましそうな顔になる。

「いいなあ。ユウのはＳＦチックなんですね、虎とら神がみさま」

「うむ、お主の時はちとリアルな特とく殊しゆ部隊っぽくしすぎたからのぅ」

「あのう…………母さん、どういうこと？」

　事情が把は握あくできないユウに、母は笑って、

「安全対策のために、この人形をあなたの身体にして、虎神さまのお仕事をお手伝いするのよ。だから、このお人形さんはもう一つのあなたってわけね♪」

「まあ、論より証しょう拠こじゃ…………ほれ。箱をあけて中身を取り出してみよ」

　言われるままに、ユウはカッターでブリスターの側面をＬ字型に切り、中身を取り出した…………何となくこのブリスターを再利用するような気がしたのである。

　中身を取り出してみると、この人形が意外なほど重いことに気がつく。

　それも、素材が重いのではない。何かがみっちりと詰つまっている重さだ。

　不ふ審しんに思いながらも、武装そのほかを取り出し、裏面にある写真の通りにパーツを組む。

　この辺はバイトでポップアップを組んだりする経験があるから楽な物だ。

「ほい、出来たぞ」

　完成（？）したフィギュアをテーブルの上に置く。

「よしよし。では立つがよい」

「？」

　まあ、言われるままに立ち上がってみる。

「よし」

　と「虎神さま」は拳こぶしを握にぎり、人差し指と中指だけを立てた。

　立てた指先を口元に当て、何事か口の中で唱え、素早く動かす。

　その軌き跡せきが五ご芒ぼう星せいを描えがいている、とユウが気づいた瞬しゆん間かんに変化が始まった。

　不意に頭が軽くなり、襟えり足あしに感じていた髪かみの質量が消えた。

　同時に服がぴっちりしたボディスーツに変わり、その周囲をぐるぐる回りながら銀色の塊かたまりがぶよぶよと震ふるえながらも、かっちりしたラインの金属パーツへと変化していく。

　パーツは形が完全にできあがると次々にユウの身体に飛びつくようにして装着されていった。

　最後に、手持ちの武器ができあがって腰こしのホルダーにくっついて、目の前が、目を凝こらさなければ分からない程の透とう明めい度をもったもので遮さえぎられた。

「？」

　頭部を、透明パーツで出来たバイザー状のパーツが覆おおったのだ。

「な……？」

　思わずじっと手を見る。

　次に、窓を見ると、ガラスにうっすらと自分の姿が映っていた。

　さっき組み立てたあの人形そっくりの格好をした二十代前半の美女。

　切れ長の目、豊満な胸と腰。引き締しまった身体は、アクション女優のように美しい。

「これ…………私？」

　思わず自分の顔を触さわるユウだったが、はっと気がついてテーブルの上を見た。

　てっきり、いままでの自分そっくりな人形が立っているかと思っていたが、人形は無かった。

「と、とらたん、私の身体は!?」

　うろたえ気味に尋たずねるユウへ、

「安心せえ。ちゃんと我の作った『密閉結界』の中で安全に保護しておるわい」

　長い溜ため息いきが口から出た。

「まあ、その身体は便利じゃぞ。筋力、反射神経、思考速度、すべて通常の八倍以上、場合によっては三十倍にもなるという代物じゃ」

「つまり、ちょっとしたスーパーマンってことか？」
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「その通り」

「なるほどねえ…………」

「ユウちゃん、格好いいわぁ」

　うんうん、と娘の門出を祝う時の顔で、ユウの母は頷うなずく。

「お祖母ちゃんが見たらどんなに喜んだことか」

「…………」

　少しだけ、ユウの胸が痛んだ。

　確かに、祖母がこの姿を見ていたらきっと喜んでくれていたことだろう。

「さて」

　とややもすればしんみりムードに傾かたむきそうになった雰ふん囲い気きを吹ふき飛とばすように、虎神さまが声を出した。

「どうじゃユウ、その身体、軽く慣らして来てみるかえ？」

「え？」

「オプションアイテムもあるのじゃ」

　そう言って、「虎神さま」はもう一つのブリスターを箱から取り出した。




☆




　少年の身体を取り巻いていた光が消え去った。




　霧きり人とはゆっくりと目を開ける。

　視界はいつもより高くなっていた。

「猫ねこ姉ねえ」の言ったとおりだった。

　ドキドキしながら、壁かべに取り付けられている姿見を眺ながめる…………と。

　そこには、ロングヘアで、豊満でなまめかしい身体に、コスプレのような特とく殊しゆ合金の鎧よろいを身にまとった美女が立っていた。

「…………え？」

　少年の声に合わせて、鏡の中の美女も声を出し、首を傾かしげる。

「あ、あの…………猫姉ェ？」

　ソファーの上に、さっきまでけだるげに横になっていた猫ねこ耳の美女は、叱しかられた小学生のように正座し、ぱしっと両手を合わせた。

「…………ご、御ご免めんっ！」

　もう、神様の威い厳げんもなにも無く、ただひたすらに頭を下げる。

「やっぱ、変へん換かん式が上手く行かなかったみたい……今の術式じや、霧人にとってのアニマの姿にしか変身出来ないわ」

「…………なーんだぁ」

　がっかりした声を少年は、美女の声であげた。

「期待したのにぃ…………」

　霧人は「理想の姿になれる」と言われて「猫姉」の「仕事」を引き受けていたのである。

「いや、だから、ホント御免。上手うまく行くと思ってたんだよー！」

「もう、絶対に改良してよね」

「分かった、絶対にやる、改良するって！」

「猫姉」は平謝りに謝った。

「…………」

　溜息をついて、ちら、と姿見に映った自分を見る。

　少年は、そこに意外な顔を見つけた。

「アニマ」…………つまり、理想の女性像だから、てっきり「猫姉」の顔をしていると思っていたのだが、そこに映っているのは、自分よりも背の高い、本来なら眼鏡をかけているはずの少女であった。
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「ユウ…………さん？」

　首を傾げる。

　ぺたんと座った長い脚あしの上に、子こ猫ねこ二匹ひきがひょいと飛び乗って暢のん気きな鳴き声をあげた。




☆




　バイクをさすがに部屋の中で実体化させるわけにはいかず、ガレージの中までユウ達は移動した。

「では、参るぞ」

　と「虎とら神がみさま」が印を結び、何事かを口の中で呟つぶやくと、コンクリートの床ゆかに置かれたバイクの模型は、ふわりと浮うかび上がった。

　そのまま、ユウの膝ひざの辺りまで浮かぶと、今度はくるくると横向きに回る。

　そして、不意に止まった…………と思った次の瞬しゆん間かんには僅わずかにサスを沈しずみ込ませながら地面に実物大のバイクとして現れていた。

「はあ…………大したモンだなあ、とらたん」

「当たり前じゃ、我は神じゃぞ？」

「いやあ、偉えらい偉い、凄すごいぞお」

　とか言いながら、ユウはバイクに触さわり始めた。

　さっきまで、塩ビと無発泡ウレタンレジンキヤストの塊かたまりだった筈はずのバイクは、ちゃんと金属とＦＲＰ、カーボン樹じゆ脂しなどを複合した「本物」になっていた。

　車高はかなり低い。古い人間なら競技用サイドカーから「フネ」の部分を取り去ったような、と表現したかもしれない。

　計器類をのぞき込む。

　全てデジタル表示だった。

　一部はバイザー内に投とう影えいされるＨＵＤヘツドアツプデイスプレイになっているが、計器走行も行けそうだった。

「へえ…………こりゃあ、凄いや」

　と呟いた後、

「あれ？」

　ユウは首を傾げた。

「私、なんでこの計器類の読み方とか、使い方とか知ってるんだ？」

「ああ、それはその身体が覚えておるのじゃ。いちいち使い方とかを教えて貰もらったりするのは難なん儀ぎであろ？」

「そういう所まで至いたれり尽つくせり、ってわけか…………大したモンだ」

「フフフフ、神の気配りは完かん璧ぺきなのじゃ」

　腰こしに手を当ててふんぞり返った「ソフビとらたん」が危うくひっくり返りそうになるのを、ユウの母は慌あわてて支えてやりながら、

「どう？　それでちょっと出かけてみたら？」

「いや、あの、でも…………ほら、武器とか…………第一、私、バイクの免めん許きよが」

「バイクの免許は大だい丈じよう夫ぶじゃ。胸元の内ポケットに特別免許が入っておる」

「？」

　首を傾かしげてユウは言われるままに胸元に指を走らせた。

　一見、継つぎ目など無いように思えたボディスーツには、確かに指が入るだけのスリットが開いており、中に指を入れると固いカード状の物がふれた。

　取り出してみる。

　確かに、今の格好をしたユウと全部の項こう目もくに１とか２とかの数字が並んだ免めん許きよ証しようが出てきた。

　しかも上から「虎神様御関係者」と金色の文字がホログラム印刷で入っている。

「変なところまで手回しがいいんだな」

「神の気配りは完璧じゃと言ったであろ？」

　ふふーん、と「ソフビとらたん」はふんぞり返り、今度はそのままコケた。

「あたたた…………」

　家の中から追いかけてきた子猫たちが「痛い？」という感じで「ソフビとらたん」の後頭部を舐なめる。

「…………じゃ、お言葉に甘あまえてちょいと行ってくる」

　そう言うと、ユウは手早く武装を取り外してガレージに置き、バイクにまたがった。

　昔見た映画のように、慣れた手つきでエンジンを始動させる。

　重々しい大排はい気き量りようエンジンの轟とどろき。

「では、気をつけてな」

　そう言って、「ソフビとらたん」が尻尾しつぽの先の鈴すずを鳴らした。

　母がガレージの扉とびらをリモコンで解放した。

　目ま映ばゆい、沖縄の夏の日差しが差さし込んでくる。

　ユウはアクセルをゆっくりと開ける。

　緩ゆるやかに、バイクは道路へと滑すべり出た。




☆




「取り敢あえず、どれくらい身体が動くのか、試しといで」

　と言われ、渋しぶ々しぶ霧きり人とはベランダに立った。

　ベランダ、といってもそこは高級マンション。しかも屋上に近い階なので、どちらかといえば小さな広場ピロテイといってもいいぐらいで、上の階のベランダが張り出して天てん井じようになっているわけではない。

　本来ならそこに草花を植えたり鉢はち植うえを並べたりして飾かざるのだろうが、少年に草花を愛めでる趣しゆ味みはないので、閑かん散さんとしたコンクリートの広場のみとなっていた。

「思いっきりジャンプしてごらん」

　背後で「猫ねこ姉ねえ」が言う。

「ハイハイ」

　もう無理矢理女装させられた上にコスプレしているような状じよう況きようであるから、霧人にしてみれば面白いはずもない。

　それでも、言われたとおりに膝ひざを折って、軽くジャンプしてみる。

　気がつくと、マンションの給水塔とうが目の前にあった。

「！」

　驚おどろく暇ひまもなく、身体は勝手に反応し、羽毛のように軽々と、女性化した少年の身体は給水タンクの上に着地していた。

「こらー！　思いっきり、っていったじゃないのー！」

　四階ほど下から、「猫姉」の声がする。

「あ…………う、うん！」

　言って、少年は思いっきりジャンプした。

　恐きよう怖ふ心はない。

　霧人は「猫姉」を信しん頼らいしきっていた。

　むしろ「ひょっとしたら」という期待のときめきの方が大きい。

　果たして、身体は数百メートルの距きよ離りを一いつ瞬しゆんで、今度は横に移動し、三件隣となりのビルの屋上へと着地していた。

「……凄すごい…………」

　足を曲げた着地のポーズからゆっくりと立ち上がりつつ、少年は呆ぼう然ぜんと、しかし、喜びに目を輝かがやかせて呟つぶやいた。

　もう一度ジャンプして元のベランダに戻もどる。

「どう？」

「凄いよ、凄いよ猫姉ェ！」

　両手を握にぎりしめて、豊満な胸の前でぶんぶんと振ふりながら、少年は興奮して叫さけんだ。

「変身ヒーローみたいだ！」

「まあ、今の形態は俊しゆん敏びんさと、中・近距離攻こう撃げきに特化してるからね。おいおい他の形態も作るからまあ、期待してて」

「うんうん！」

　欲しくて堪たまらないが、結局あきらめていた玩具おもちやを突とつ然ぜん貰もらった幼よう稚ち園えん児じのような顔になる霧人に、「猫姉」は苦笑した。

「さっきまでは女の子の身体は嫌いやだとか言ってたクセに」

「ち、違うよ！　この身体はちゃんと男の身体にして貰もらうのは当たり前！」

「はいはい」

「あ、あのさ…………猫姉ェ、ちょっと外行ってきて、いいかな？」

「その格好で？」

「うん」

「…………車には気をつけるのよ」

「うん！」

　言うが早いか、少年の姿は高々と天を駆かけ、四件隣のビルの屋上を蹴けっていた。

「…………ったく。子供の頃ころから変わらないんだから」

　腰こしに手を当てて、「猫ねこ神がみ」は溜ため息いきをついた。

　真夏の日差しも暖かいのか、子こ猫ねこたちがその足下でほにゃほにゃと昼ひる寝ねをしている。




☆




　係にびっくりされながら高速道路に乗ると、ユウはゆっくりとアクセルを開けていく。

　エンジンの音と振しん動どう、吹ふき付けてくる風、恐おそろしい勢いで後ろへ流れていく風景。

　身体全体に感じる重力。加速の力。

　全てが、ユウにとって初めての経験だった。

　肉体の限界で上限が存在するのではない。

　何処どこまでも、何処までも速く。

　そして、肉体を使って走っていては感じられない様々な感覚。

　機械と一体化するように感じる万能感。

　全てが、これまで十七年の人生で感じた覚えのない高こう揚よう感と共に、少女の脳を痺しびれさせる。

　楽しい。楽しい。楽しい。




　楽しいったら、ない。




　ユウは十数分間、ひと言も口をきかず、ただただアクセルを開け、バイクを操った。

　気がつけば、沖縄高速自動車道の始点である許きよ田だの表示があり、ユウは料金所で念のため持って出た携けい帯たい電話をかざして料金を支し払はらうと、再びぐるりと半周して下りの入り口へとバイクを進めた。

　十数分後、ユウのバイクは那な覇はに戻っていた。

　ちなみに、片道六十キロ弱の道のりを、ほぼ三十分でユウは往復したことになる。

　途と中ちゆう、パトカーらしいサイレン音を聞いたような気がしたが、数秒たつと消えてしまうので気にしなかった。

　料金所を出、バイクの速度をとろとろに落として、しばらく首里の坂道を上り、首里公園の辺りで一休みする。

　モノレールの首里駅を坂の下に見ながら、近くの自じ販はん機でポカリスウェットを買ってプルタブを開ける。

　いつの間にか喉のどは渇かわききっていて、スポーツ飲料水は異様なほどに美味うまかった。

「やばいなあ…………」

　ぽつん、とユウは呟つぶやいた。

「私、スピード狂きようの気があったんだ…………」

　まだ、頭の奥おくがじいんと痺れているような気がする。

　バックミラーで見ると、頬ほおが完全に赤く上気していた。

　長い溜息をつく。

　考えてみれば、子供の頃「とらたん」の背中に掴つかまって、あれだけの速さで走り回るのを楽しいと思ってたぐらいであるから、昔からその素質はあったのだろう。

「考えなくちゃあな…………」

　とは思うが、実を言うと、今からでも引き返してあとひと往復、という悪あく魔まの囁ささやきがさっきから耳に張り付いて離はなれてくれないのも事実。

　携帯電話を開き、今月の料金を呼び出す。

　一昨日までの料金が表示され、それに今日の往復代を加算する。

　金銭感覚が、悪魔の囁きを打うち砕くだいた。

「…………やめよ」

　辛かろうじて悪魔の誘ゆう惑わくに打ち勝ち、少女は自宅に帰ろうと一気に残りのスポーツ飲料水を飲み干した。

　試しに、バイクにまたがったまま、二十メートルほど離れたゴミ箱目がけて空あき缶を投とう擲てきすると、ゴミ箱の縁ふちにかする事さえなく、静かに空き缶はその中に放ほうり込まれた。

「大したモンだ、こりゃ」

　そう呟いて、再びエンジンを点火する。

　来たとき同様ののろのろしたスピードで、ユウのバイクは車線に戻もどっていく。




☆




　風ふう鈴りんが鳴っている。

　神様のご利益（？）で風がいつも穏おだやかに吹いているプレハブではなく、普ふ通つうの母屋なので、風鈴は軒のき先さきでなく、廊ろう下かに吊つるしてあった。

　それでも、とぎれることなく風鈴は鳴っている。

　沖縄は風の島でもある。

　小さな島は、四季の別なく、常に風が吹ふいているのだ。

「どうやら、ユウはあの身体が気に入ったようじゃ」

　うんうん、と頷うなずきながら「虎とら神がみさま」は、周囲を囲んでうつらうつらしている子こ猫ねこたちの頭を撫なでてやった。

「まあ、憑体よりしろとの相性はいいはずですからねえ」

　ユウの母はそう言って、子猫たちの上にそっとタオルを掛かけてやる。

「でも、憑体が来たと言うことは…………」

「そうじゃ、今度の仏ぶつ滅めつの夜がユウの初うい陣じんとなろう」

　優しいが、どこか強い光を持った眼差しで、「虎神さま」は頷いた。

　ユウの母親は、何とも言えない表情で、廊下の鉄風鈴を見た。

　そろそろ、日が暮れて来た。




☆




　風鈴が似合うような暑い季節になると、脳まで蕩とろけたようなバカも増える。

　これは日本中どこでも同じ事。

　胡ご屋や秋あき保ほにとって不幸だったのは、家を出るときに携けい帯たい電話を落っことした事だ。

　かれこれ三年目になる携帯電話は今度こそ基き盤ばんの部分でバラバラになって、もはや再生は不可能だろうと素人しろうと目めにも分かった。

　現代社会を生きる上で、現金に次ぐ重要度を持つこのツールの突とつ然ぜんの破損に、彼女は友人達の飲み会（というのは表向き高校生には出来ないので『勉強会』と呼こ称しようしている）の前に新しい携帯を手に入れようと考えた。

　飲み会にちょっと遅おくれて合流しても新しい携帯を持っているとなれば、それなりに言い訳も立つし、話題にもなる。

　待ち合わせ場所の近くに彼女が契けい約やくした会社の携帯ショップはないので、予定よりも早く家を出、那な覇は新都心にある携帯ショップで新しいのを買おうと計画を立てた。

　問題はこの先である。

　那覇新都心こと「おもろまち」と呼ばれる区域には急成長した開発地域ならではの、人気のない、建物も明かりもない落とし穴のような危険地帯が散在し、彼女が目指した携帯ショップはバス停から大回りをしない限り、その危険地帯を通ることになるのだ。

　そして、人を待たせているという状じよう況きようが、彼女に「今日は大だい丈じよう夫ぶ」という結論を出させた。

　週末で、人通りも多いし。

　が、どうにも運命の神様は意地悪がお好きのようで、バス停から歩くこと五分、唐とう突とつに現れる真っ暗な空き地の続く一角のど真ん中で、不意に秋保は声をかけられた。

「ねーかーのじょー」

　一いつ瞬しゆん、ぎくっとなるが、秋保はすぐに歩き始める。

　むろん、足の速度は速めていた。

　後ろから誰かがついてくる気配。

「かーのじょーってばさー」

　軽けい薄はくで、不快で、卑いやしい声が後ろから追いかけてくる。

（あいやー）

　秋保は内心、舌打ちをしていた。

（厄やつ介かいなのが来たなァ）

「ねー。ひとりなんでしょー？　あそぼーよー」

　別の声。

　背筋が寒くなった。

　頭の中に「危険」と書かれたランプが点てん滅めつする。

「僕たちさぁ、本土からきたんだよぉ」

（うわぁ。本土の馬鹿かヤマトのアシバーなー？）

　引き返すにも、そのまま突つっ切きるにしても、危険地帯はまだ長すぎた。

　ちゃき、と何か金属のこすれる音がした。

「危険」と書かれたランプが頭の中で点滅どころか、サイレン音まで鳴らし始めた。

　早足から、駆かけ足あしに変わる。

「待てっていってるだろ、このブス！」

　パンプスを履はいた足首に、何かがぶつかって、秋保は地面に倒たおれ込んだ。

　咄とつ嗟さに手を突いて、顔面から地面にキスすることは避さけたものの、バッグが口を開いて、中身がこぼれる。

「！」

　手の痛さよりも財布と身分証明書が後ろの連中に渡わたる恐きよう怖ふに、秋保は慌あわててそれらをかき集めようとした。

　それよりも先に、前に回り込んだ影かげが、財布と生徒手帳を拾い上げた。

「へえ。結構持ってるじゃん」

「そ、それ携帯を買かい換かえるお金なの！　返して」

「僕ら、沖縄に来たばかりでお金も無いんだよねえ」

　バンダナを頭に巻いた軽薄そのものの馬鹿がにたにたと笑う。

「それに、どうせホテル代もいるんだからさ、もらっときなよ」

　背後に立っていた三人の中のひとりが言う。

「そうだよねえ。アスファルトの上より、柔やわらかいベッドの上の方が、君もいいよねえ？」

　似合わない口ひげを生やした別のひとりが勝手なことを言い出した。

「…………」

　思わず悲鳴を上げそうになりながらも、それでも秋保は彼らを睨にらみ付つけた。

　エンジンの音がして、無灯火のまま、車が近づいてくるのを耳が聞いた。

　横を向くと、道みち幅はば一いつ杯ぱいの巨きよ大だいなバンが、けたたましく日本のヒップホップを流しながらやってくる。

「よお、そっちどう？」

　明らかに、沖縄のイントネーションで車の中から声がした。

　室内灯がつくと、ステアリングを握にぎっている奴やつと、助手席で馬鹿面を晒さらしている奴の顔には、明らかに沖縄県民独自の雰ふん囲い気きがあった。

「沖縄っちゅーからさ、もう少しユルイかなあ、って思ったんだけれど。いまこの子だけよ」

「んじゃ、車入れようやー？」

　どうやら、地元の馬鹿も一いつ緒しよになっているらしかった。

　男達の手が伸のばされてくる。

「――！」

　思わず秋保が目をつぶった瞬しゆん間かん。

　鈍にぶい音がして、続けて地面に何か重い物が落ちる音がした。

「…………」

　男達の無言のどよめきが、秋保に目を開けさせた。

　風景は一変していた。

　遠い街灯と月明かりの下、ハリウッドのヒーロー映画に出てきそうな、身体にぴったりしたボディスーツにジャケット、プロテクター姿の女性が秋保を背にして立ち、その足下に先ほど彼女の財布を奪うばった軽けい薄はく馬ば鹿かが白目を剥むいて転がっている。

「な、なんだこのコスプレ女？」

「なんだよお前、警察のデモンストレーションか？」

　どうやら、女は唐とう突とつに現れたらしい。

　男達は戸と惑まどいながらも、素直に退くだけの頭が回らず、相手が一人であるというだけの理由で「今なら何とかなる」と判断したらしく、手に手に得え物ものを取りだした。

　車の中の奴は木刀を片手に出てきた。

「おい、何のつもりなんだ？　映画の宣伝か？」

「問答無用」

　どこかで聞いたような声でそれだけ言って、女が動いた。

　突き出されたナイフを右手の甲こうで身体の外側に払はらいのけると、すくい上げるような右のフックを最初の相手の腹にぶち込み、一いつ瞬しゆん浮ういた相手の襟えり首くびを引っ掴つかんで後ろから突っかかってくる奴に叩たたきつけた。

　…………などという光景が、むろん秋保に見えるわけはない。

　ただ一つ、分かっていたのは、女がちょいと身をかがめるようにして数歩前に出たかと思ったらこちらを向いていて、横で二人の男が重なり合って悶もん絶ぜつしてる、ということだけだ。

「あ…………じゃなかった、あなた、大だい丈じよう夫ぶ？」

　無理して低い声を作っているような、妙みようなイントネーションで女は言い、秋保に手をさしのべてくれた。

「あ、は、はい」

　立ち上がり、秋保はすぐに気絶したさっきの男から自分の財布と生徒手帳を取り戻もどした。

「こ、これで大丈夫です！　はい！」

「しっかりしてるのね」

　呆あきれているとも、好ましく思っているとも取れる声で女が言った途と端たん。

「…………のおっ！」

　エンジン音が高さを増し、タイヤがアスファルトに削けずられる匂においが立ちこめて、バンが女目がけて突とつ進しんした。

　あまりに唐突な出来事に、秋保はぐんぐん迫せまってくるヘッドライトを、他人事のように眺ながめていた。

　時間にすれば、ホンの一秒だったかもしれない。

　不意に、重々しい音が鼓こ膜まくを揺ゆさぶり、視界いっぱいに広がっていたヘッドライトが消えて暗黒が周囲を支配した。

（ひょ、ひょっとしてあたし、轢ひかれたの？）

　思わず秋保はそう思ったが、それがすぐに間違いであったと気がついた。

　別の…………甲かつ冑ちゆうのような衣装を身にまとった美女が、長い髪かみをなびかせながらこちらを振ふり向むいた。

　彼女の向こう側で、さっきまでこっちへ突進してきたバンは、地面に前輪部分をめり込ませて、逆立ちをしかけたような格好で停車していた。

「大丈夫？」

　こちらも、妙に作ったような声で訊きいてきた。

「ありがとう。ふたりとも無事だ」

　秋保をかばうように立っていた最初の美女がそう言って笑った。

「良かった…………」

　髪の長い、鎧よろい姿の美女も微笑ほほえんだようだった。

　その、秋葉原に闊かつ歩ぽしていそうな格好にもかかわらず、秋保は思わず見とれてしまった。

　もっとも、彼女がたおやかな拳こぶしの一いち撃げきでエンジンをぶち抜ぬき、バンの突進を食い止めたのだと知ったら考えも変わっていたかもしれないが。

「それじゃ」

　とだけ言い残し、女の姿がかき消える。

「…………変わった夜だ」

　端はしから見ているモノがあれば「あなたもその要素のひとつ」と突つっ込まれること確実のことを口にしながら、最初のボディスーツにプロテクターの美女が呟つぶやき、秋保に振り返った。

「これからは、悪いことは言わない……どんなに遠回りになっても大通りを歩きなさい」

　ヘルメットなのか、バイザーなのか判然としない頭部を覆おおうパーツの向こう側で、二十代とおぼしい美び貌ぼうが、温かな笑みを浮うかべる。

「は、はいっ！」

　思わず、小学生のように秋保は頷うなずいた。

「それじゃ、私もこれで」

　そう言って、この美女の姿もかき消えた。

　実際には二人とも、常人には見えないほどの素早さで跳ちよう躍やくしたのだが、むろん、一いつ般ぱん人の秋保に分かるはずはなかった。
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　数回のジャンプの後、とある小さなビルの非常階段を下りて、ユウはバイクの所に戻ってきた。

「ま、取り敢あえずＯＫ、と」

　さすがに人通りのある所でこのバイクから下りる気にはなれないから、少々手間取ったが、間に合って良かったと思っている。

「あの様子だと中身が私というのはバレてないようだし…………良かった」

　溜ため息いきが出る。

　暗い夜道をいく親友の姿を見かけたのは偶ぐう然ぜんだったが、まさかこんな事になろうとは。

　とはいえ最悪の事態を避さけることが出来たのは僥ぎよう倖こうといえた。

（しかし、あの鎧の人、何者だろ？）

　と首をひねってはみたが、答えが出るはずもない。

（まあ、我が家にとらたんがいるぐらいだから、ああいうのも居るのかもしれないな…………今まで会ったことが無いだけで）

　と軽く考え、ユウはバイクのエンジンを始動させた。

　さすがにもう、夕食が恋こいしい。
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　ちょっとドキドキしながら、霧きり人とはビルの上に下りたって先ほどの場所を眺めた。

　しばらくは戸と惑まどっていた少女は、無事に歩き出し、明るい通りに出たようだ。

（ちょっと、ヒーローっぽかったな、今の）

　じっと手を見る。

　間かん一いつ髪ぱつ、誰かの助けに入り、颯さつ爽そうと去る…………サリンジャーの小説の登場人物ではないが、誰もが一度は夢を見る「見せ場」である。

　最初は、自分が何とかしようとしていたが先を越こされ、あのショートヘアのプロテクター美女だけで何とかなるだろう、と思っていた。

　車が突とつ進しんしてきて彼女たちを轢ひき殺ころそうとしている、と咄とつ嗟さに身体が動いた理由はよく分からない。

　まあ、本能の一種なのだろう。

　ひょっとしたら、この姿に変身するときに、超ちよう人じん的てきな能力を使いこなす事が出来るように自動的にしてくれるプログラムの中に、そういうものが入っているのかもしれなかった。

　そして、自分の拳こぶしは間違いなく車のエンジンをぶち抜いていた。

　手には傷一つ無い。

「すごい力なんだなあ…………」

　彼の大事な「猫ねこ姉ねえ」が「仕事を手伝って欲しい」ということで貸してくれた力で、しかも男の彼が女に変身するという欠けつ陥かん品だが、その辺りを差し引いても凄すごい能力であることは間違いない。

　やがて、さっきの現場にパトカー達が詰つめかけてきた。

　悶もん絶ぜつしている連中が次々に揺ゆり起こされ、やがて慌あわてた警官達が無線で救急車を呼び始めるが、少年にはもう興味が無かった。

　そのまま再びジャンプする。

　とりもなおさず、家に帰ろう。

　霧人はそう思っていた。

　そろそろ、お腹も空いてきたことだし。

　さっきあったことも含ふくめて、「猫姉」には話すべき事が山ほどある。







その６・仕事の前日なんだとさ
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　さて、翌週は月曜日の昼下がり。

「…………っていう話なんだけど…………信じる？」

　食事をしながら秋保が切り出した「内ない緒しよ話ばなし」は数分で終わった。

「…………」

　さて、どう答えればいいものか。

　垣かきの華はなユウとしては、非常に困った。

「またまたー。秋あき保ほは～」

　別の友人が案の定、ケラケラと笑った。

「きっとそれ、何かのどっきりだよ。ほら、最近問題になったじゃない」

　とさらに別のクラスメイトが沖縄ではネットされていないが、その問題の多い番組作りで有名なバラエティの名前をあげる。

「えー？　アレ？　あの番組がー？」

「よく見たらさ、きっと茂しげみとかにカメラがあったんだよ、きっと」

「ひょっとしたら二ヶ月ぐらいするとテレビに出てるかもよー」

　その場にいなかった気楽さで、友人達は秋保の体験談を勝手に「どっきり番組に巻まき込まれた羨うらやましい人」の話にすり替かえてしまう。

「うーん、そうかなぁ…………」

「だって、そんなに都合良く、普ふ通つうの喧けん嘩かっていかないもんだよ」

　女子空手部員の桂かつら木ぎカンナが言う。

　祖父の代からの格かく闘とう技ぎマニアで、琉りゆう球きゆう空手を習うために父親が沖縄に引っ越してきたという本格派だから、当然、生なま臭ぐさい場面も見ている。

「実際の喧嘩って、そんなに都合良く気絶させたりできないんだよ。ほら、柔じゆう道どうとかの試合でも『気絶』って判定、滅めつ多たにでないっしょ？」

「まあ、確かに、リアルの世界じゃ一人気絶させるだけでも大おお騒さわぎだし、相手が死んでいるなら警察沙ざ汰たにならないのはおかしいな」

　ユウ自身が、さりげなくだめ押おしをすると、さすがに秋保も考かんがえ込む。

「そりゃそうか…………」

　何となく一同それで納得の趣おもむきとなり、ユウは内心安あん堵どの溜ため息いきをついた。

　もっとも、自分の行った善行が「無かったこと」にされた寂さびしさは少しあったが。




☆




「いい風じゃなぁ」

　ちりん、と鳴る風ふう鈴りんの音を目を細めて聞きながら、「虎とら神がみさま」はひとりごちた。

「順風満まん帆ぱん、日々是これ平へい穏おん、これに勝ることはないのじゃが……」

　小さな顎あごに手を当てて考え込む。

　プレハブの壁かべに貼はられたカレンダーの○が書き込まれた仏ぶつ滅めつは明日であった。

「神無年のおつとめは、やっぱり何度やっても憂ゆう鬱うつじゃなぁ」

　どうやら、虎神さまは少々ブルーらしい。

　と、その頭の上に、二本のふとい前まえ脚あしがひょこんとのっけられた。

　そのまま子こ猫ねこは全体重を「虎神さま」の頭部にかけてくる。

「のわ」

　当然、虎神さまは前に倒たおれた。

　さらに二本の腕うでが転がった背中を押す。

「のわわわ」

　そのままころりと一回転する。

「こ、こらっ！」

　起き上がりざま、「虎神さま」は三毛の子猫に大声をあげた。

「お前達、我は神じゃぞ！　少しは遠えん慮りよというものをせい！」

　さて思考どころか、そもそもちゃんとした自我があるかどうかも疑わしい子猫たちは、二匹ひき並んで首を傾かしげた。

「よいか、我は虎神なのである、汝なんじら猫より…………いや、ただの猫よりは偉えらいのじゃぞ！」

　聞いているのか居ないのか、さっぱり分からない顔で、子猫たちはトコトコと「虎神さま」に近づくと、その頬ほおを小さな舌でペロペロと舐なめ始めた。

「わ、こら、やめぬか！　我はアイスクリームでもミルクでもないのじゃ！　こら、やめぬかーっ！」
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　山やま内うち霧きり人とは、珍めずらしく学校内で人ひと捜さがしをしていた。

　相手は、眼鏡にロングヘアの少女…………垣かきの華はなユウだ。

　昼食時間も半ばを過ぎたあたりで教室に行くと、ちょうど少女が出てくるところだった。

「…………」

　捜している理由は大したことではないし、さっさと声をかけてしまおうと思っていた霧人だったが、いざ、少女自身を目にすると、何故か息が詰つまった。

　顔が赤くなり、心臓が早はや鐘がねを打つ。

（え？　え？　え？）

　心なしか身体の動きまでぎこちなくなって、少年は慌あわてた。

　考えてみれば、自分が意図的に女生徒クラスメイトと会話をしようとすることが初めてであることに気づく。

（つ、つまりアガッてるってこと？）

　そのことに気がついて、つくづく自分が情けなくなる。

　一昨日、新都心であの女性を助けたときには、あんなに自信に溢あふれていて、我ながら格好良かったというのに。

　結局、自分がこの程度の人間なのだ、というのが嫌いやと言うほど分かる。

　だが、このまま帰るわけにはいかない。

　それはあまりにも情けない。

　少女が自分に気づかぬまま、廊ろう下かの角を曲がると、ようやく呪のろいが解けたように身体が動き、少年は慌てて後を追った。




☆




「ほら、お飲み」

　と、小さな皿に少し温めた猫用ミルクを注ぐと、灰色と白の猫はぴちゃぴちゃと飲み始めた。

「早いトコ大きくなって、トイレぐらいは自分で出来るようにおなり」

　そう呟つぶやいて、「猫ねこ姉ねえ」は微笑ほほえんだ。

　自分も、昨日の残り物で作ったチャーハンを食べ始める。

「しかし…………もう虎とらが来ていたか。ぬかりない奴やつ」

　一昨日、外から帰ってきた少年の身体から、猫ねこ神がみは自分の天敵の術の匂においを嗅かぎ取った。

　すぐに霧きり人とは自分が外でした「冒ぼう険けん」の話をして、彼女は自分の直感が正しいと知った。

　ただし、霧人には、彼が遭そう遇ぐうした相手が「天敵」の片割れであるとは教えていない。

　そんな話をするには、少年はあまりにも楽しそうだったからだ。

「……それに」

　と「猫姉」は「猫神」としての己に言い聞かせるように呟いた。

「その場で相手が敵だと分かった方が、あの子の度胸も据すわるわ、きっと」

　半分は期待し、半分は信じていない声だった。
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「あ、あの…………か、垣かきの華はなさん」

　それからしばらく彼女の後を追って、ようやく霧きり人とは階段の踊おどり場ばで少女に話しかけることが出来た。

「あ、や、やあ、霧人」

　ありがたいことに、少女は笑顔で応じてくれた。

　どうやら少年に話しかけられて迷めい惑わくというわけではないらしい。

　それがまた嬉うれしくて、少年は安あん堵どの溜ため息いきをついた。

「どうした？」

「い、いや何でもない…………あの、えーと…………」

「子こ猫ねこの事か？」

「あ、そ、そう、子猫」

「大だい丈じよう夫ぶだ。三毛も黒も元気だぞ」

「ああ、そうなんだ……」

　霧人は、さっきとは別の意味で安堵の溜息をつく。

　別にユウの所へいった二匹ひきはもう自分とは関係のない存在ではあるが、自分の飼っている猫ねこの兄弟だと考えるとそうもいかない。

「そっちはどうだ？」

「あ、うちも大丈夫。二匹とも元気してる」

「そうか。捨すて猫はよく病気を持ってるから、医者に診みせた方がいいと言うが…………」

「それは大丈夫、病気とかはないみたい」

「そうか。うちも診せておいたから安心だ」

　とまあ、こんな感じで、猫に関する他愛のない会話をしながら、ふたりは何となく校舎内を散策した。

「そのうち、ある程度手間が掛かからなくなったら、四匹を再会させてみないか？」

　ぽつり、とユウが言い出した。

「え？」

「飼い主同士も知り合いなのに、猫同士が知り合いにならない、って法もないだろ？　まして元は兄弟だったわけだし」

「そう…………だね」

　素直に霧人は頷うなずいたが、

「でも、どうやって？」

「あと二、三ヶ月もすれば自分でトイレも出来るようになるだろうから、その辺りで、どっかで待ち合わせて…………ってのは？」

「でも、子猫たちをどうやって会わせるの？　喫きつ茶さ店てんの中で、ってわけにはいかないと思うけれど」

「公園でいいんじゃないか？　それとも互たがいの家に行く、っていう手も……」

　と言いかけ、ユウは慌あわてて「ないよな」と否定して苦笑いした。

　小学生なら出来ることだが、高校生になれば、色々とやりにくいこともある。

　まして、いくら猫の縁えんとはいえ、高校生にもなってそうそう男子の家へ遊びに行くわけにはいかない…………その逆も然しかり。

　二人は顔を見合わせて苦笑いをした。

　そしてつい目があって、慌てて逸そらす。

「あ、あのさ、うちの近くにレンタル会議室みたいなのがあるから、そこで、ってのはどうかな？　公園だと万が一猫がどっかに行ったとき大変だし」

　霧人が出した提案に、

「あ、そ、それがいいかな？　そうだ、それがいい」

　ユウはしきりに頷いて同意した。

「じゃ、じゃあそういうことで」

「そうだな」

　午後の授業開始十分前を告げるベルが鳴った。

「さ、教室に戻もどらないと」

　とユウは踵きびすを返した。

「それじゃ、またな」

　と手を振ふる。

「うん、じゃあ、また」

　霧人も、自分のクラスへと向かおうとする…………その背中へ、

「それと霧人」

　と少女は付け加えた。

「私のことは、ユウでいい」

「分かった、ユウさん」

　少年はようやく自然な笑みを浮うかべることが出来た。
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「さ、そろそろ準備を始めるとしますか」

　子猫のトイレの世話を終えた後、「猫ねこ姉ねえ」はシャワーで身を清め、再びゆったりした、独特のデザインの和服の着き替がえに袖そでを通すと、ここ数日の間ですっかり何も置かない空間となった応接室へと入った。

　途と中ちゆう、子猫たちがついてこようとするのを「お前達はまだ駄だ目め」と優しく外に出し、ドアに鍵かぎをかける。

　５ＬＤＫのこのマンションの中で最も広い十二畳じようほどの部屋の中央に立つと、「猫姉」は本来の「猫ねこ神がみ」がもつ、荘そう厳ごんな無表情になった。

　軽く目を閉じ、ゆっくりと息を吸い、そして吐はく。

　そのたびに、部屋の中の空気がぴぃん、と張はり詰つめていった。

　これを三分ほど繰くり返し、おもむろに目を開くと、「猫神」は両手で印を結んだ。

　そして人差し指と中指を伸のばして「剣けん指し」を立てると、空中に特定の順番で縦横に直線を引いていく。

　そして、順番に縦横の直線を引き終わると、同じ順番を逆に、さっきよりも少し速い速度で描えがいていく。

　それが終わればまた順番に、また少し速く。

　終われば逆順に。さらにそれが終わればまた順番…………これを繰り返していく。

　やがて、ゆったりとした袖が風を切る音が大きく聞こえるほどの速さで、猫神は縦横の直線を引くようになった。

　どれくらいそれを繰り返したのであろうか。

　普ふ通つうの人間ならとっくに腕うでは上がらなくなり、息もつまるような早さで空中に直線を描かき続つづけていた猫神の指が止まり、剣指が折りたたまれた。

　次の瞬しゆん間かん、五本の指は伸ばされ、掌てのひらが図形を描いていた空間にぽん、と叩たたきつけられる。

　その部屋の中は、猫神を除いて全てが変わった。

　灰色の壁かべはぬめ光る洞どう窟くつのそれに。

　天てん井じようはヒカリゴケのようなもので一面灰色に柔やわらかく輝かがやくものへ。

　そして、なによりも床ゆかが変わっていた。

　板張りのフローリングは消え去り、どこまでも続くなだらかな砂の丘おかが広がっていた。

　丘の先には暗くら闇やみがあり、そこで唯ゆい一いつ、激しく燃えさかる炎ほのおがぼんやりと周囲を照らしていた。

　炎の周囲には人ひと影かげらしい物が見えたが、それは時に腕の数が増えたり減ったり、また体型もずんぐりしたものが一いつ瞬しゆんで針金のように細くなったりするようなシルエットだ。

　時折、すすり泣くような風の吹ふき抜ぬける音が響ひびく他は、音らしい音もない。

　おぞましいのに、どこか居心地が良く、恐おそろしいのに懐なつかしさすら感じる場所。

　ここは世界の何処どこにもなく、世界の何処にも普ふ遍へん的に存在する場所。

　ある人は「魔ま界かい」と呼び、ある人は「狭はざ間ま」と呼ぶ場所だ。

　猫神はこの場所と応接間を接続したのである。

「随ずい分ぶん簡単につながるわねえ、ココ」

　と意外そうに呟つぶやきながら「猫神」は後ろの帯に挟はさんでいた草履ぞうりを取りだし、それを履はくとしなやかな足取りで砂さ丘きゆうを下りていく。
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「ただいま、とらたん…………ってあれ？」

　学校から帰ってきたユウは、取り敢あえずプレハブに顔を出すようにしている。

　だから今日もそうしたのだが、「とらたん」が動き始めてから初めて、プレハブの出入り口であるアルミサッシが閉まっていた。

　中を覗くとソフビの方も、中身の方も姿は見えない。

「どこか出かけてるのかな？」

　と呟いていると、ひょい、と上下逆に「ソフビとらたん」が入り口の鴨かも居いから姿を現した。

「わっ！」

　思わずたじろぐユウだったが、ソフビの虎とら人形はくるりと一回転して、畳の上に下りたって、額の汗あせを拭ぬぐうような仕草をした。

「やれやれ、ユウか」

　すぐに口元から「虎とら神がみさま」が顔を出す。

「どうした？　借金取りでも来たのか？」

「馬ば鹿かを言え、神が借金なんぞするものか」

「じゃあ、何があった？」

「子こ猫ねこじゃ」

「？」

「あやつら、どーも我を玩具おもちやか、同類と思いこんでおる」

　困ったものだ、と「虎神さま」は腕うで組ぐみしたが、思わずユウは吹き出しそうになった。

「猫と虎だろ？　親しん戚せき筋じゃないのか？」

「そういう意味ではなく、同じ子猫同士だと思いこんでおるという事じゃ！」

　珍めずらしく「虎神さま」が大声をだした。

　どうやら、本当に今日一日色々あったらしい。

　そう言えば、よく見ると髪かみの毛も乱れているし、巫女みこ服のような普ふ段だん着ぎも所々ほつれがあるように思える。

「もう、ちょっと背中を向けるとフライングクロスチョップだの、体当たりだのしかけてきよるし、怒ど鳴なるとペロペロ舐なめてきよる…………たまらぬわ」

　珍しいことに神様、溜ため息いきまでついている。

「親しまれるのは神様としていいことじゃないか」

「程度によるわ！　馬ば鹿か者ものめー」

　なおもブツクサ言いながら、「虎神さま」は手ぐしで髪の毛を直し始めた。

　その手が、ふと止まった。

「ところでユウ、明後日あさつての夜は暇ひまかや？」

「バイトも休みだから、暇と言えば暇だけど…………どうした？」

　一秒ほどの沈ちん黙もく。

「大変言いにくいのじゃが、多分明後日の夜になる」

　じっと「虎神さま」はユウの目を見つめていった。

「何が？」

「おぬしの仕事が、じゃ」

「あ…………」

　とん、と胸を突つかれたような気分になって、ユウの顔から表情が消えた。

「そっか…………初仕事かぁ」

「怖こわいか？」

「怖い、っていうよりも、不安かな？」

　まあ、初めての仕事だしね、とようやく少女は笑った。

「初めてのバイト先に行くときみたいにちょっと不安、ってぐらいだから大だい丈じよう夫ぶ、逃にげたりしない」

「それは大丈夫じゃと思うが……まあ、すまぬ」

「いいよ。それよりもさ、この仕事の報ほう酬しゆうなんだけど、ちょっと個人的な頼たのみ事とか聞いてもらえるとかはないの？」

「…………まあ、内容によるかのぅ？」
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「ただいまー」

　霧きり人とがドアを開けると、子猫たちがお出で迎むかえをしてくれた。

「安心しろよー、お前たちの兄弟は元気だって」

　その頭を撫なでてやりながら、霧人は「猫ねこ姉ねえ」の姿を探した。

「あれ？」

　いつもなら居間のソファーでごろごろしているはずの和服姿が無い。

　しばらくきょろきょろと周囲を探していると、応接間のドアが開いて、いささか疲つかれた顔の「猫姉」が現れた。

「ああ、帰ってたの？」

「うん」

「ちょっと、手伝ってくれる？」

「いいけど…………どうしたの？」

「明後日にでも始めようと思って」

「ああ、例の観光案内？」

「…………そ、そう。それ」

「猫姉」は少しぎこちない笑みを浮うかべた。

　霧人に対して、彼女は自分の仕事のことを「秘密の観光案内」とだけ告げている。

　少年もバカではないから色々考えてはいるらしいが、せいぜいが密入国の出で稼かせぎ労働者を斡あつ旋せんするようなものだ、というレベルであろう。

「いいよ。今すぐ始める？」

「あ、う…………うん」

　少年はすぐに自分の部屋に鞄かばんを置いて戻もどってきた。

「で、とりあえず何するの？」

「あ、ほら…………あたしの部屋にあるあの大きな奴やつ」

「あ、あれね。いいよ」

　機き嫌げん良よく、「猫姉」に割り当てられた部屋へと歩いていく少年の後ろ姿を見ながら、「猫神」は溜息をついた。

　その横顔は「神」と呼ばれるような超ちよう越えつ者の顔では無く、悩なやめる母親か、姉のような、平へい凡ぼんなものであった。
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　母屋から、冷えた麦茶を運んできて、ユウは「虎とら神がみさま」と並んで座った。

「バイトはいいのかや？」

「うん、ちょっと余よ裕ゆうがあるからさ」

　笑って、ユウは「虎神さま」用の小さなコップに麦茶を注いだ。

「うむ」

　重々しく頷うなずいて、「虎神さま」は小さなコップを両手で抱かかえるようにして飲んだ。

「なあ、神様」

　ちょっと改まった口調で、ユウは切り出した。

「私が、あの人形に入れる、ってのはつまりその……魂たましい、ってものはある、ってことだよな？」

「そうじゃ」

　小さく「虎神さま」は頷いた。

「なあ…………魂がある、ってことは、死んだら人はどこかにいくのか？　その…………天国とか、地じ獄ごくとか」

「…………ユウはどう思っておる？」

　心地よさげに目を閉じ、薄うすく笑みを浮かべながら「虎神さま」が逆に訊きいてきた。

「知らないから訊いてるんじゃないか」

「予想じゃよ、それぐらいはしておるのだろ？」

「…………」

　しばらく逡しゆん巡じゆんした後、ユウは気まずそうに、

「ひょっとしたら、ないんじゃないか、って…………」

　つぶやくように言うと、小さな神様はうんうん、と頷いた。

「まあ、そんなところじゃ。人は死ねばそこまで。天国も地獄も現世の作った幻まぼろしじゃよ」

「やっぱりか…………」

　寂さびしそうな溜ため息いきが、少女の口から漏もれた。

「ひょっとして、個人的なお願いというのは、お前の祖母に会いたい、ということかや？」

「あはは、い、いや違うよ。そんなんじゃないって。いや、そのほら、懸けん賞しようとかあるじゃないか？　あれの当たる確率を……」

　あははは、とユウは笑い声を上げた。

　ひどく乾かわいた声だった。

「そうか…………じゃがな」

　と神様は付け加えた。

「死んだ人に会う方法が無いわけではないぞ」

「？…………まさか、目を閉じて、思い出を思おもい浮かべろ、とかいうんじゃないだろうな？」

「さて、どーかのぅ？」

　静かに「虎神さま」は笑うばかりだ。

「ほれ、そろそろ行かねばならんのではないか？」

「あ……うん」

　何とも妙みように質問をはぐらかされたような顔で、ユウは言われるままにプレハブを後にした。

「そっか…………何もないのか……」

　歩きながら、ユウはぽつりと呟つぶやいた。
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「…………ったくもう、猫ねこ姉ねェはホント、こういうのが駄だ目めだよねえ」

　とか言いながら、霧きり人とは小学生の頃ころから使っている工具箱からニッパーを取り出した。

　普ふ通つうの応接間が、ドアを閉じた途と端たん、いつの間にか広大な洞どう窟くつのような場所に変化していたのに、最初こそ少年は驚おどろいていたが、すぐに状じよう況きようを面白がり始めた。

　さらに、「猫姉」に昔と同じ弱点があったのが、また楽しい。

「仕方ないでしょ」

　少年の周囲に照明代わりにぽわぽわと光の球を浮うかべながら「猫姉」は口を尖とがらせた。

「苦手なものは苦手なんだから」

　接せつ着ちやく剤ざいの匂においが苦手とか色々あるらしく、子供の頃霧人が出会った頃から「猫姉」はプラモデルというものの組み立てが苦手で、色々遊んでくれる彼女が唯ゆい一いつ、霧人に任せっきりになるジャンルであった。

　少年が子供の頃は折しも何度目かのミニ四よん駆くブームであったが、彼は「友達」という存在が必要なそれではなく、ごくごく普通の「プラモデル」作りへとハマっていったものである。

「はいはい」

　とか言いながら、霧人は「猫姉」が買ってきた大きなプラモデル「ナチス・Ｕボート秘密基地」の箱を開けた。

「随ずい分ぶん古いプラモデルなんだね」

　金型の合いが悪く、はみ出た素材が薄うす皮かわのようにランナーとパーツの間に広がっている部分が目立つ。

　よく見ると歪ゆがんでいたり、微び妙みように凹へこんでいたりするパーツもあった。

　説明書を広げてみると「コムレ」という聞いたこともないメーカーのマークが入っている…………マニアが見れば、プラモデルが子供の娯ご楽らくの王様だった七〇年代、折からのミリタリーブームにのってマイナーメーカーが出した珍ちん品ぴんと気づいたかもしれない。

「…………やっぱり霧人も男の子だよねえ。そういうところ」

「そうかな？」

　滅めつ多たに言われない事なので、少年はニコニコと笑いながら組み立て説明書をチェックし、部品に欠けがないかを調べていく。

「うん、大だい丈じよう夫ぶ。組み立てて、色塗ぬるだけなら明日には終わるよ」

「まあ、傷とか綺き麗れいに仕上げる必要はないから」

「ＯＫ」

　少年は頷うなずいてニッパーを手に取り、最初のパーツを切り出し始めた。







その７・海の狼だったとさ
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（そう言えば）

　とユウは考えた。

（テレビのヒーローモノの第一話って、大たい抵ていあっという間に最初の戦せん闘とうなんだよなぁ）

　バイト先で何度か休きゆう憩けい時間に見た店内用のディスプレイの内容を思い出しても、幼よう稚ち園えんから小学校の記き憶おくを総ざらえしても、そういうことになっている。

（まあ、そういうほうが作る側も見る側もいいんだろうけれど）

　当事者としても、きっとそのほうが楽に違いない、とユウは思う。

　下手に待たされると、妙みように不安ばかりが頭の中で膨ふくらんでくる。

（そういえば、初めてのバイトもそれでしくじったっけ）

　確かあれは高校最初の夏休み。

　張り切って夏休み一ヶ月前に面接を受けて、某ぼうファーストフードのアルバイトを見つけたものの、実働までに一ヶ月もあったものだから、最初は暢のん気きに構えていた。

　ところが「その日」が近づいてくると上手うまくいくかどうか段々不安になってきて、直前の一週間、毎日そのチェーン店のひとつに通い詰つめたりしたのだ。

　でも何をどうすればいいのかわからずに無む為いに時を過ごした。

　思えばメモの一つも取るべきだったのだろうが、さて、どんなメモを取るべきかさえわからないぐらい混乱していたのである。

　結果、初日はさんざんな事になった。

　今でも思い返すたびに冷ひや汗あせが出る。よくもまあアレで店長は首にしなかったものだ。

　今回はさすがに下準備をしている。

　親から話を聞いたり、冊子を読んだり。

　だが、実際の現場を見ることが出来ないから、まだ不安が残っている。

（まあ、考えても仕方がないんだけれどさ）

　と、ユウの肩かたが叩たたかれた。

「垣かきの華はなさん、どこを見てるの？」

　にこにこと、日米ハーフの顔がこちらを覗のぞき込んでいた。

「あ、いや…………宮城先生、すみません」

　英語教師に、ユウはぽりぽりと頭を掻かいて赤面した。




　ユウの「神様手伝い」の初仕事は今夜である。
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「そんなに根こんを詰めることない、っていったのに」

　と言いながらも、少年から頼たのんでおいたプラモデルの秘密基地を受け取る「猫ねこ姉ねえ」の顔はほころんでいた。

　一昨日に手て渡わたした、あのキットがこれほど精せい緻ちなモノになるとは、誰も思わなかったに違いない。

　キットそのものは、「Ｕボート秘密基地」と銘めい打うたれている癖くせに、地下に造られた潜せん水すい艦かん接岸用の港こう湾わん施し設せつのみで、Ｕボート（ナチス・ドイツ時代の潜水艦）そのものは別売りという、いかにもあの時代の模型らしい内容だ。

　数十年の時代が金型を摩ま滅めつさせ、丸くなったエッジや、ぼんやりした造形になったディティールを少年は彫ちよう刻こく刀とうや金かなヤスリを駆く使ししてすべて復活させていた。

　さらに、塗と装そうも筆のみながら微び妙みようなグラデーションまでかけてあり、箱の横にある見本以上の出来になっていた。

「大変だったでしょ、こんなに」

「でも、緻ち密みつに作れば作るほど、術をかけたときに『いいもの』になるんでしょ？」

　それを見て、霧きり人との顔にも笑顔が浮うかぶ。

　細い、いかにも器用そうな手指の先は、塗と料りようで汚よごれている。

「でも、学校まで休んで良かったの？」

「いいんだ。別に」

　幸か不幸か、少年は滅めつ多たに休むような人間ではないし、成績も優ゆう秀しゆうだ。

「それに…………ここ、嫌きらいじゃないんだ」

　少年は楽しそうにこの薄うす暗ぐらい世界を見回した。

「何となく、懐なつかしいんだ。初めて見る所なのに」

「…………」

　何も言えず、何も言わず、「猫姉」は少年の横顔をみた。

「まあ、あたしの仕事に協力してくれるのは嬉うれしいけれどね…………さ、行こうか」

　いうと、草履ぞうりとスニーカーの底が、なだらかな砂さ丘きゆうを降りていく。

「そのうち、エスカレーターも作ろうか？」

　歩きながら霧人が暢気な声で言う。

「そうだねえ。この仕事が終わったら頼もうか」
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　放課後になった。

　家に帰ると、台所からごちそうの匂においがして、ユウの母は「すぐにシャワー浴びなさい」と言ってきた。

　言われるままにシャワーを浴びると、着き替がえが用意されていて、それは真っ赤な袴はかまに水すい干かんという、典型的な巫女みこ装束だった。

「おかーさーん」

　その中に足りないモノを見つけて、ユウは声を上げる。

「下着がないー」

　風ふ呂ろ上がりの髪かみの毛をかきあげながら、バスタオル一枚のユウは普ふ段だんの彼女にしてみれば少々間が抜けた台詞を口にせざるを得なかった。

「バカ言うんじゃないの」

　台所の方から声がした。

「こういう服に西洋下着は御ご法はつ度となのよ」

「んな…………」

　さすがにユウは呆あきれた。

　和服はその形式が成立した時点で、ブラだのスキャンティだのは存在していない。

　故にそういうものは着用しないのが正当とは言われているが、実際には下着のラインが着物の下から浮き出てくるのが問題なだけで、それを目立たせないようなタイプの下着の着用ぐらいは認められているはずだ。

「初回ぐらい我が慢まんしなさい」

「…………」

　そういえば、これはただの「仕事」ではなく神様のからむ「神事」であることを思いだし、ユウは観念して巫女装束をまとい始めた。

　こちらは正月のアルバイトで着用したことがあるから気楽なものである。
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「…………」

「猫ねこ神がみ」が口の中で呪じゆ文もんを称となえながら剣けん指しを立てた右手を口元に引き寄せ、一気に伸のばした途と端たんに変化が始まった。

　波打ち際に置かれた小さな模型は輝かがやきだし、ゆっくりと色を失う。

　それに二重写しになるように模型は線で構成された「絵」となって拡大を始めた。

　ワイヤーフレームがモニターの中で拡大されるようにコンクリートの岸がん壁ぺきが、そこに連なる倉庫が、貨物積つみ下ろしのクレーンやガントリーと呼ばれる整備用の城門型クレーン、幾いくつかのビルが洞どう窟くつ内に広がり、また少し収縮したりしながら適度な位置、適度な大きさに修正されていく。

　適度な位置に配された瞬しゆん間かんから、今度は色と質感がにじみ出るように現れ始めた。

　パールを混ぜたようなコンクリートの白、係留柵さくには鋼鉄の黒、クレーンには重々しい錆さびを思わせる赤、グレーの倉庫と入り口のドアノブには銀。

　模型が現実になる瞬間。

　プラモデルを作る者なら一度は脳裏に描えがくその瞬間が現実に行われている。

　霧きり人との目は輝いていた。

　学校なんて退たい屈くつな場所では千年かけたって見ることの出来ない光景だ。

　ほんの一いつ瞬しゆんだったのか、それとも数時間だったのか。

　気が付くと、霧人は地下深くに作られた、巨きよ大だいな秘密基地の中に立っていた。

　倉庫のドアが開き、ビルのシャッターが開く。

　中から出てきた連中を見て、霧人は満足の笑みを浮うかべた。

「あれ…………あんなに人のフィギュアってあったっけ？」

　と「猫ねこ姉ねえ」が首を捻ひねる。

「増やしたんだ。鉄道用のフィギュアとかで」

　それは、ナチスの軍服を着けていたり、上半身裸はだか、もしくはネルシャツにオーバーオールという、いかにもな海外の港こう湾わん労働者の格好をした屈くつ強きような男たちだった。

　男たちは軍人を筆頭に、霧人たちの前で八列ほどに並んだ。

「おはようございます、司令官殿グーテンモルゲン・コマンダー！」

　軍人の中で、将校用の制服に身を包んだ、片眼鏡モノクルの男が進み出て、半世紀以上前にドイツでは流行どころか正式な挨あい拶さつだった、片手をあげる仕草をした。

「はいはい、おはようさん」

　こちらは軍人ではないモノだから、「猫姉」は敬礼というより招まねき猫ねこみたいなポーズで応じる。

　リアルなドイツ軍人なら激げき怒どしそうな行こう為いだったが、模型の軍隊はそうでもないらしく、片眼鏡の将校は背筋を伸ばしたまま、

「このたびは我々にかりそめの命を吹ふき込んで頂き、感謝の極みであります！」

「こちらこそ、よろしくね…………あと、こちらは霧人、あなた達を作ったのはこの子よ」

「あー、えーと、よ、よろしくおねがいします」

　少年がぺこりと頭をさげると、スキンヘッドに襟えりを立てた制服の将校は、にやりと親密な笑みを浮かべて見せた。

「ありがとうございます。創造者マイスター。特に自分の制作にはお手を煩わずらわせたようで」

　少年は恥はずかしそうに赤面した。

「あ、いや…………右みぎ肩かたの真しん鍮ちゆう線はどう？」

　将校はにやりと笑うと右みぎ腕うでをぐるりと回して見せた。

「非常に快適であります。金型の誤りで、綺き麗れいな平面が出ていないので、いつも自分の兄弟は大量の接せつ着ちやく剤ざいでドロドロにされてしまうことが多かったようですから、今回もそうなるのではないかと…………それに、コートもそれらしく造形し直して頂き、感謝の極みであります」

　そう言って本来なら分厚く、もったりとした毛布のようなコートの裾すそを鋭えい敏びんに翻ひるがえしてみせる。

「まあ、その…………、一体しかないＳＳの高級将校だし」

「また、自分の部下たちも、港湾労働者の諸君も丁てい寧ねいに作って頂き、ありがたくあります」

「あ、いや…………他の人たちは新しい製品も多かったし、モノが小さいから改造も楽だったし」

　赤面しながらも、少年は嬉うれしそうだった。

「さて、これから頼たのむわよ」

　と長くなりそうな話に、「猫姉」が苦笑混じりに割わり込んできた。

「はい！　一度でいいから日本の方たちとイタ公抜ぬきに闘たたかってみたくあり、今度のことは欣きん快かいの至りであります！」

　そう言って、片眼鏡の将校は、掌てのひらをこめかみのあたりに当てる、彼の軍服からすればあり得ない敬礼を行って笑みを浮かべた。

「では、さっそくお引き合わせね…………」

　そう言って、「猫姉」は指を鳴らした。

　黒い水面が沸わき立つ。

　全員の注目を浴びながら、その中から灰色の、細長い機械が姿を現した。

　細長い船体は今の潜水艦サブマリンのように丸くなく、その正式名めい称しようのごとくボートに似た構造で、広く、平たい甲かん板ぱんをもち、セイルと呼ばれる発令塔とう部分の前には巨大な大たい砲ほうが一門。

　水の膜まくを破って浮ふ上じようしてきたのは、ナチス・ドイツの誇ほこる、もっとも重要な海洋兵器、第二次大戦当時は「海の狼おおかみ」として恐おそれられ、それゆえに徹てつ底てい的てきに各国の軍隊によってつけ狙ねらわれ、殆ほとんどを失うこととなった悲劇の存在。

　水面下船アンタルシーボート、通つう称しようＵボート。

　水すい滴てきを弾はじき、現れたその威容に、殆どの者が声を失った。

　それが数日前、「猫姉」の知り合いから送られてきた品物の正体であった。
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　慣れない草履ぞうりを履はいて、裏庭のプレハブにやってくると、いつもとは違う、清せい涼りようで緊きん迫ぱくした空気がユウを包んだ。

「おお、来たかや」

「虎とら神がみさま」だけが相変わらずにこやかに少女を迎むかえてくれて、ユウは安あん堵どの溜ため息いきをついた。

「なんか、いつもと雰ふん囲い気き違うな」

「まあ、早い話が『特別神事』なのでな。ちと息苦しいかもしれんが我が慢まんせい」

　そう言えば「ソフビとらたん」のほうはと探せば、きちんと神かみ棚だなの上で正座している。

　なるほど、確かに特別な状じよう況きようであろう。

　ユウの背筋が改めてちょっと伸のびた。

「で、具体的にはどうするんだ？」

「今日は南の神々が去る。ゆえに南の海の上から相手がやってくる日じゃ。今から『神事』開始の儀ぎ式しきをして、他の神様とおぬしを引き合わせたあと、そこへこの場を繋つなぐ」

「で？」

「奴やつらは常に乗り物にのってやってくる。ある一定の区間に至る前にそれを破は壊かいすればよし、出来なければアウトじゃ」

「なるほど」

　わかったような、わからないような感じだが、まあ、現場に行けば何とかなるだろう、とユウは思うことに決めている。

「安心せえ」

「虎神さま」が請うけ合あった。

「誰にでもわかるようにしておくでな……では始めようか。入り口を背にして、我の背を見るようにして座れ」

「……はい」

　いつもなら「うん」ですませる所だが、なんとなく、その方が似合っているような気がして、ユウは気を引き締しめ、小さな神様の後ろに正座した。

　しゃら。

　と、いつの間に手にしたのか、「虎神さま」は小さな祓はらい櫛くしを手に、ゆったりと巫女みこ服の袖そでと、袴はかまの裾を広げるようにして座った。

　しゃららら、しゃらっ。




「かしこみかしこみ申し上げ……」




　普ふ通つうの人間が唱えるのと違い、何となく合い言葉を並べ立てているだけのような祝詞のりとがプレハブ小屋に広がり始める。
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　さっきまでプラモデルでしかなかった港こう湾わん施し設せつは、本物となり、いまや人間そのものと化した人形たちがその中を右往左往している。

「出航時間」まで手持ちぶさたになった霧きり人とは、その中をトコトコと歩いた。

　時折、手て空すきになった連中が「よお、創造主マイスター」と声をかけてくれるのへ、手を振ふり返したりしながら、少年は自分の作った施し設せつの中を歩いた。

「手を抜ぬかないで良かった」

　と呟つぶやく。

　港湾施設は細々としたところまで、少年が作ったままだった。

　自分で作った物だから、建物を構成するラインの一本、線と線が交こう錯さくする部分の角ひとつが判る。

　施設はＵボートへの資材積つみ込みを始めていた。

　実を言えば、この港湾施設も、Ｕボートも、こんなに手をかけなくても、そこそこには動いてくれる。

　人形なんかいらないし、Ｕボートの資材なんてものも必要がないといえばない。

　ところが、面白いことにそれでは「そこそこ」の能力しか得られないのだ。

　だから、こうやって「本物そっくり」にしてやることで、性能をあげていくのだ。そう「猫ねこ姉ねえ」は霧人に明かしていた。

　精せい緻ちなイマジネーションと術の裏打ちによる強化……仙せん術じゆつ、魔ま術じゆつと呼ばれるもののそれは基本のひとつであるのだが、少年には知るよしもない。

「そのうち教えてもらおうかな」

　などと暢のん気きに霧人は呟いた。

「よぉ坊ぼうや、済まないが猫ねこ神がみの船ってのはどれだい？」

　背後からの声に、霧人は「あ、それなら……」と振ふり返って驚おどろいた。

　そこには「お化け」が立っていたのである。

　といっても、牙きばがあったり、粘ねん液えきに包まれていてシャアシャアと霧きり状じようの何かを吐はいていたりするようなものではない。

　葉巻状のゴム風船に足をつけ、立ち上がった先せん端たん付近につぶらな黒い目を描えがき、口らしい場所に煙草たばこをくわえさせたような、むっくりしたユーモラスな姿だ。

　強しいて分類すれば「お化け」ということである。

「あの先に半分沈しずんでる奴やつかね？」

　煙草をくわえているのに、声は明めい瞭りように聞こえた。

　顎あごをしゃくるような動きをした先には、例のＵボートが浮うかんでいた。

「あ、はい……そうです」

「ありがとよ」

　と二本足のお化けはトコトコと歩いていった。

　その後をぞろぞろと、シーツをかぶった子供のような奴や、馬に乗ったカウボーイみたいな奴、ローマの兵士のような連中、ぬいぐるみのクマのような奴、さらには輪りん郭かく以外よく分からないデザインの連中が続いていく。

　どれもこれも「リアルな造形」からはほど遠く、まるで子供向けの絵本か漫まん画がに出てくるようなディフォルメされた姿だった。

「あれがお客様……なのかな？」

　霧人は首をかしげた。

　嫌けん悪お感や恐きよう怖ふはなかった。
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「はいはい、並んで並んでー！」

　そう言いながら、「猫ねこ神がみ」は「神様もどき」たちを一列に並ばせた。

「では、お代はこちらへ」

　言うと、「猫神」は小さな白い箱を取りだした。

「神様もどき」たちはその中へ小さな硬こう貨かの様な物を落としていく。

「神様もどき」が財布を持っている様子はない。

　手のないものは突とつ然ぜん空中に出現させ、あるいは尻尾しつぽの先にいつの間にか持っている、という風だ。

　そして、そのことに対し「猫神」は一切の文句も疑問も口にしなかった。
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　祝詞のりとが完全に終わった瞬しゆん間かん、ユウの身体を光が包んだ……と思ったら、プレハブ小屋の風景は消え去り、上下の感覚すらない、真っ白な空間が広がっていた。

「ここは……」

　正座したままぼんやりとしているユウの前を、上下逆さまになったまま正座した「虎とら神がみさま」がゆっくり横切っていく。

「我以外の神々が控ひかえている謁えつ見けんの場所じゃ」

「へえ……で、他の神様は？」

「もう居らっしゃっておわすわい」

「でも……見えないけれど」

　と言ってから気づく。

　神様が人に認識できる姿をしているとは限らない。

「そういうことじゃ」

　まるでこちらの考えを読んだように、上下逆になってゆっくり横へ回転しながら「虎神さま」が頷うなずく。

「で、私の評判はどうなんだ？」

「素直ないい娘むすめが来てくれたと、皆みな様さまお喜びじゃ」

　ちょっとだけ、ユウはうれしくなった。

「南方の神様たちから御言葉じゃ。翻ほん訳やくしてやるから受け取るがよい」

　しゃら、と祓はらい櫛くしが振ふられ、小さな折おり鶴づるがユウの前に現れた。

　青い折り紙で作られた折り鶴は、思わず差し出したユウの掌てのひらの上に着地すると、見えざる手がそうするかのようにぱたぱたと一枚の紙に戻もどった。

　包み紙を広げたキャンディのように紙の上に小さな光の粒つぶが浮かぶ。

「指先で触ふれてみるがよい」

　右の人差し指でおっかなびっくり触れてみると、鮮せん烈れつな「言葉の意味」がユウの脳の中に直接流れこんできた。

　それは純じゆん粋すいな喜びと、感謝。

　言葉に直せば「ありがとう、安心して出かけていけます」という陳ちん腐ぷなものだが、ユウが受け止めたイメージの奔ほん流りゆうはそんなものでは説明が付かないぐらいの爆ばく発はつするような物だった。

　物事を少し引いたり、斜ななめに見たりしているユウが、心の底から感服したくなるほど、それは心のこもった物だった。

　もう少し、ユウが繊せん細さいな少女だったら、そのまま泣き出していたかもしれない。

　事実、ユウは目頭が熱くなりそうだった。

　そこをぐっとこらえて深々と頭を下げる。

　どちらに神様がいるのか判らないが、こちらが「いる」と思うところに頭を下げるしかなかった。

「さて、仕事じゃ」

　と「虎神さま」が宣言した瞬間、ユウの周囲から光が消え、同時に「上下」の感覚が復活した。

　すぐに周囲の床ゆかがほんのりと光り、完全な暗くら闇やみでは無くなるが、さて、ここはどこであろうか？

　ユウは周囲に目をこらしてみたが、かき回したコーヒーゼリーのような物がちらちら見える以外、どこにいるのか判らない。

「ここは……？」

「那な覇はの南二百キロほどじゃな」

　こともなげに『虎神さま』が答えた。

「我らは『狭はざ間まの海』の海面すれすれに時速百キロほどで飛んでおる」

「？」

「もちっと明るくしてやろう」

　と言うと、途と端たんに「床」の周囲が明るくなった。

　コーヒーゼリーをかき混ぜたように見えたのは海面だったらしい。

　もう一度周囲を見てみると、背後の彼方かなたに町の灯りらしい光の粒が見えた。

「あっちが沖縄本島じゃな」

「虎神さま」は優しく笑った。

「さ、そろそろ仕事じゃぞ…………ちと今回は出で遅おくれたでな、急がねば」
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　ゆっくりと…………しかし、本物の潜せん水すい艦かんよりは遙はるかに速い速度で、Ｕボートは岸がん壁ぺきから離はなれていった。

　歓かん声せいをあげてそれを見送るのは、霧きり人とが作り上げたフィギュアたちである。

　港こう湾わん労働者は無む邪じや気きに帽ぼう子しを振ったり声をあげたりしているが、片眼鏡モノクルのＳＳ将校を筆頭とした僅わずかな軍人フィギュアたちは、どことなくやりきれない表情を浮うかべていた。

「なあ君」

　片眼鏡の将校は、隣となりに立ったオートバイ兵に話しかけた。

「何となく、つらい光景だな…………我々は本物の軍人はおろか、人ですらないのに、過去の記き憶おくにやすりをかけられている気がしてくる」

「やはり、あなたもでありますか？」

　意外そうにオートバイ兵が答えた…………彼らには名前どころか、七〇年代の模型メーカーが適当に作った「ナチス将校」らしく、認識票や階級章も省略されている。

　また、模型を作ることは好きでも、そういう細かい設定や時代考証にまでは詳くわしくない霧人も、造形に気を配りはしても、そう言うところまでは作っていなかった。

　だから、自然と「あなた」「君」の関係になる。

　Ｕボートは、潜せん航こうを始めた。

　みるみるうちに艦かんは水の中に没ぼつし、波は紋もんだけが残る。

「我々のモデルになった実在のナチスドイツはとんでもない間違いを犯した挙げ句、戦争に負けたそうだ」

　別の将校が、疲つかれたような声で会話に混じってきた。

「我々も、同じような間違った戦いをしているのではないか、という気が、あのＵボートが動き始めたあたりからずっと頭の奥おくに浮かんで、しつこい焦こげ目のようにこびりついて離れないのだよ」

「やはり、君もか」

「あなたもですか」

　次々に軍服組が頷うなずいて安あん堵どの表情を浮かべた。

　驚おどろいたことに、それは港湾労働者も同じだったらしい。

「こりゃ驚いた…………軍人の旦だん那な達もですかい？」

　口ひげに筋骨隆りゆう々りゆうで周囲から「親方」と呼ばれている、元は「イタリアの移民」セットから転用されてきたフィギュアの男が話しかけてくる。

「実はね、俺たちもそんなことをぼんやり思ってたんでさ…………俺はイタリア移民がモデルですから、ムッソリーニに万ばん歳ざいしてた可能性もあるからだろうと思ってたんですが」

「俺は、このキットに付属してたからねえ」

　別の、こちらは背は低いがガッシリした港湾労働者のフィギュアが言う。

「Ｕボートは別売りなだけにさ、ああいう光景は夢であると同時に、実際には負け戦の始まりなんだろうなあ、とか思ってたよ」

　白人らしく彫ほりが深い顔をしているが、どこの人種かを特定できる顔立ちではないあたりは、軍人たちと同じ七〇年代の商品らしい。

　男達は次々と、自分達が同じ不安を抱かかえていることを話し始めた。

　そして、その話の熱が少し落ち始めたあたりで、片眼鏡の将校は「話を聞いて欲しい」と切り出した。

「確かに、我々のやってることは負け戦かもしれない。だが、創造主マイスターへの恩がある…………そうだな？　あの少年なしでは、我々はここにいない。私を含ふくめ、このキットに付属していたフィギュアなぞは、埃ほこりをかぶってどこかの片かた隅すみ、もしくは不燃ゴミの中に放ほうり込まれてもおかしくない」

「もしくは、どっかのコレクターの押おし入れで、一生組み立てられずに博物館行きだぁ！」

　港湾労働者のフィギュアの一人が混ぜっ返し、一同に笑いが広がる。

　将校はそれに苦笑して「まあその通りだ」と受け流し、

「さて諸君。我々は箱から出して組み立てられる事が使命で、あとは余生のような物だ」

　と一いつ旦たん言葉を区切った。

「だから、我々は、マイスターの為ためにこれから生きようではないか。こんな古ぼけたキットのフィギュアをいちいちディティールを彫り直し、色を塗ぬり、こんな立派な姿にしてくれたマイスターの為に！」

　そう叫さけんで、将校は拳こぶしを高々と掲かかげた。

　周囲の男達に否やはない。

「賛成だ！　俺たちの命はマイスターが与あたえてくれたんだ！」

「俺も賛成だ！」

「俺も！」「俺も！」「俺も！」

　唱和する声はみるみる大きくなっていった。
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「し、仕事っていったって」

　とユウは慌あわてた。

「道具は？　例の人形とか、バイクとかは？」

「全部そこにある」

　と「虎とら神がみさま」が指させば、このほの光る床ゆかの片隅に、例の段ボール箱。

「…………ったく、そういうことは早く言ってくれよ」

　ブツクサ言いながら、ユウは段ボールを開けた。

「あれ？　人形が違うけれど？」

　箱を開けると、まず入っていたのは、前回使ったのとは違う人形だった。

　前回は身体にぴっちりしているとはいえ革ツナギ＆プロテクターというものだったのに対し、こちらはタイツのように薄うすいスーツの上から、金属で出来た鎧よろいの一部のようなプロテクターがあちこちについているというデザインだ。

　しかも背中には巨きよ大だいなライフルとそのフォローの為らしい機械ユニット、両りよう腕うでにはトンファーと拳けん銃じゆうを組み合わせたような武器があって、さらに腰こしの後ろには大振りのナイフ、他にもゴテゴテと武器が装着されている。

　前回の奴やつはせいぜい腰にガンベルト程度だったのとは雲うん泥でいの差である。

「今回は海の上であるし、ちょいと勝負を早めにつけねばならんからの。強化型じゃ」

「この前私が使った奴は？」

「あれは通常型。まあ、トレーニングとか、実戦以外で使うための奴じゃな」

「ふうん…………あれ？　この機械は？」

　新しい人形の入った箱と、前回もつかったバイクの箱をどけると、妙みような棒状のものが目にとまった。

「おお、それがお前の代からの新しん機き軸じくという奴じゃ」

　と「虎神さま」は微笑ほほえんだ。

「？」

　取りだしてみると、エアキャップ梱こん包ぽう材にくるまれたそれは、いわゆる「魔ま法ほうのステッキ」っぽいデザインをしていた。

　杖つえ部分にカラフルな彫ちよう刻こく、先せん端たん部分はクリスタルのカップ状になっており、王おう冠かん型のパーツが蓋ふたをしている。

　ただし、それはあくまでも「デザインコンセプト」の話で、実際にはよじれた紫し檀たんだか黒こく檀たんだかの天然木をつかった棒状の部分に浮うき彫ぼりにされ、金銀で装そう飾しよくされた精せい緻ちきわまる虎二頭の彫刻や、本物の宝石を埋うめ込んだとおぼしき飾かざり、しかも王冠部分にある鳥居のパーツはどう見ても珊さん瑚ご細工。

　等々。

　どう見ても「数百年前、イギリスの貴族が作らせたという『ジャポニズムステッキ』」とかいう解説がついてきそうな、重厚な代物だ。

「こ、これ…………まさか…………」

「そうじゃ、変身ステッキという奴じゃ…………いちいち我が汝なんじの魂たましいを入れ替かえるのは、色々時間が掛かかるし、お主が好きなときに、という訳にもいかぬ。どんな状じよう況きようにも対応できるようなカラクリを考えて貰もらったのじゃ」

　どうだ、便利だろう、と「虎神さま」は胸を張ったが、ユウ自身は頭を抱かかえたくなった。

　まあ、「虎神さま」がいばるのは分かるし、自じ慢まんするのも分かる。

　だが、これを作った奴は、絶対にセンスが悪い。もしくはおかしい。

　そうでなければ、ユウがこういう顔をするのをどこかで楽しんでいるのかもしれない。

「では、試しにそれで今回は憑体に入れ替わってみよ…………いや、この場合は変身、というのがただしいのかのぅ？」

「…………でも、使い方は？」

　と言った途と端たん、段ボール箱の中から、薄っぺらい封ふう筒とうが立ち上がった。

「！」

　驚おどろいたが、まあ何せ神様の知り合いのすることだと納得して、封筒を開く。

　どうやら取り扱あつかいマニュアルのようであった。

「…………」

　しばらく、Ａ５コピー紙で二枚ほどのマニュアルを読んで、ユウは鼻の付け根を押おさえた。

「どしたのじゃ？」

「なあ、『とらたん』」

　疲つかれ切った声でユウは言った。

「これ、捨てていいか？」

「駄だ目めじゃ」

　小さな神様は即そく答とうした。

「それ一つしかないのじゃ。同じものを作るには時間がいる。これで何とかしておくれ」

　ちょっと声に「頼たのむ」というニュアンスが入っていた。

「…………仕方がないか」

　決意すると、ユウはその場にどっかと座すわり込んであぐらをかき、王冠パーツの鳥居部分を持ってねじった。

　その中に、先ほどの人形を箱から出し、「きをつけ」の姿勢で入れて、再び蓋をする。

「…………」

　しみじみとした、溜ため息いきが少女の口から漏もれた。

「これ作った奴、絶対ぶっ飛ばしてやる」

　少し羞しゆう恥ちに頬ほおを染めながら、誰にも聞こえないように呟つぶやいて、立ち上がった。

　ついでに、例のマニュアルも引っ掴つかむ。

「顕けん現げん！」

　と叫さけびながら、手元の宝石に飾られたスイッチを入れた。

　巨大なオルゴールがなり始めるときの金属音がして、杖全体が震ふるえ、輝かがやき始める。

　高々とそれを頭上に掲かかげ、くるくるとユウは回り始めた。

「えーと、かしこみかしこみ…………」

　ぶすっとした声で言うと、警告音が鳴って、杖の輝きが消えた。

「え？」

『心がこもっていません、もっと清らかな少女のように、可愛らしく呪じゆ文もんを詠えい唱しようしてください』

　杖自体から電子音が聞こえた。

『できれば、満面の笑顔もお願いいたします』

　その瞬しゆん間かん、杖が生き物なら、死し滅めつ間違い無しの殺気が向けられた。

　だが、哀かなしいかな、杖は無機物であったので死なず、同じ言葉を繰くり返す。

「…………」

　思わず杖を睨にらみ付け、しかし、ユウはそれでも再びスイッチを入れた。

　巨きよ大だいオルゴールの鳴り始める瞬間のような、数千人のハープ奏者が一いつ瞬しゆんだけ奏でるような金属音と、杖に輝き、そして「顕現！」の声。

　再びくるくる回りだし、ファーストフードで鍛きたえた笑顔を満面に浮かべながら呪文を可愛らしい声で詠唱し始める。

「かしこみかしこみいにしえのー♪」

　軽快で、ハープを多用した幻げん想そう的てきな音楽が鳴り響ひびき始める。

「虎神さまのお力借りて、世界のために大変身ー♪」

　くるくる回転しながら、ユウは杖つえを振ふり回まわす。

「かしこみかしこみまたまたかしこみ♪」

　いつしか杖の軌き道どうから光の帯が現れた。

「たたかう為ための戦士になーれー♪」

　光の帯はしゅるるっとユウの身体を包つつみ込み、そしてはじけ飛んだ。

　そこには、杖の中に収めた人形そのままの格好をした美女が立っている。

　杖を手にしたままでなければ、ユウだとは誰も気づくまい。

　足下には例のバイクも実体化していた。

『変身完かん了りようしました』

　電子音が告げる。

「…………」

　あまりの事に、「虎神さま」も声が出ない。

　その前に、つかつかと歩み寄り、ユウは「虎神さま」に、

「これ、預かりよろしく」

　と乾かわいた声で言った。

「う、うむ…………」

　さしもの「虎神さま」が、素直に両手を差し出して杖を受け取るほどの迫はく力りよくだった。

「あー…………ユウ」

　何ともぽかんとした声で「虎神さま」は言った。

「杖は今度の時までにもう少しまともな道具に改良するように言うておく」

「そうしておいて」

　不ふ機き嫌げんで人が殺せるなら、大量殺人犯間違い無しの空気を発散しながら、ユウはバイクにまたがった。

「さ、どこから下りればいいの？」




☆




　海面を突つき破やぶって、Ｕボートは浮ふ上じようした。

　そのまま水上走行を始める。

　甲かん板ぱんに設けられたハッチが開き、中から可愛らしい魑ち魅み魍もう魎りようたちが顔を出した。

　人が驚おどろくと言うより、あっけに取られてしまいそうな魔ま界かいの連中は、わらわらと甲板の上に現れると、現世の風を楽しそうに受けながら、異世界の言葉で会話を始める。

　その群れの中に、例の甲かつ冑ちゆう美女の姿へと変じた山やま内うち霧きり人との姿もあった。

（なんか、みんな楽しそうだな）

　言語は独自の物が多く、中には会話をしているとは思えないほど何も言わずに頷うなずき合う連中もいるのではあるが、雰ふん囲い気きは判る。

　現世への旅は、本当に楽しい物見遊山らしかった。

　まさか、彼らがすべて神のなり損ないであり、本物の神の居ぬ間に世界の理ことわりを書かき換かえて、自分たちが神になることが出来るわけだからうれしい、とは少年の想像の範はん囲い外にあった。

　ただただ「秘密のガイド役」だとだけ考えている。

　だから、「それさえいけない」と言い出す「神様」に対するちょっとした憤ふん懣まんもあった。

　潮風を受けて、長い髪かみをなびかせながら、少女の肉体を持つ少年は、生まれて初めて「戦意」というものが血を熱くしていくのを感じていた。
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☆




「さて……現世の海まであと二十分か」

　本物のＵボートと違い、最新のデジタル計器がずらりと並び、誰ひとりいないガランとした艦かん橋きようの中。

「猫ねこ神がみ」は艦かん内ないの壁かべに掛かけられた時計と、目の前の机に広げた奇き妙みような海図を見くらべながら呟つぶやいた。

　今の彼女は相変わらずの肩かたを大だい胆たんに露ろ出しゆつする和服だが、頭にはちゃっかりドイツ海軍の制せい帽ぼうをかぶっている。

　そして、腰こしには異様に膨ふくらんだ革かわ袋ぶくろ。先ほどの「お代」がぎっしり詰つまっているのだ。

　案の定、甲かん高だかいピープ音と共に、壁のレーダーが急速にこちらへ接近する影かげを映した。

「猫神」の視線が甲板に据すえ付つけたカメラからの映像と、レーダーに映る光点に重なって表示される接近速度を交こう互ごに見る。

「本物にし過ぎるのも考えモンだね…………今からじゃ潜せん水すいは間に合わないか」

　そう言うと、「猫神」は冷たい目つきで指を一ひと振ふりした。




☆




　非常警報のベルが鳴り、甲板の上に出ていた乗客達はわたわたとハッチの中に戻もどり始めた。

　最初霧きり人とも巻まき込まれそうになるが、体さばきでその流れから外れ、首の後ろに上下逆に下げてあったヘルメットをかぶる。

　後頭部を引き起こす事で、展開していた顔面部分が閉じた。

　外界の音が一時遮しや断だんされ、緊きん張ちようのアドレナリンが血管の中を走る音が心地よく聞こえるような気がした。

　手を一振りして、右手に馬上槍ホースランサー型の武器、左ひだり腕うでに特とく殊しゆな半ドーム状の盾たてを出現させる。

　盾の真ん中にはディフォルメされた黒くろ猫ねこの顔が描えがかれていた。

　ヘルメットパーツによって倍加された霧人の感覚は、水平線の周囲を見回すように広がり、敵の気配を感知する。

「…………あそこか」

　艦かんの右斜ななめ後うしろから、恐おそろしいスピードで近づいてくる。




☆




「虎とら神がみさま」といたあの妙みように光る床ゆかから、海に出て数分もすれば、もうさっきまでの羞しゆう恥ちプレイはユウの脳から消えていた。

「随ずい分ぶんと古い潜せん水すい艦かんだな」

　と相手の姿が目視できるあたりでユウは呟いた。

（うちと違ってレトロな趣しゆ味みの奴やつが親分なのかもしれないな）

　彼女を乗せて水上を猛もうスピードで進んでいるのはあのバイクだった。

　今は海面すれすれを圧縮空気を吹ふき出してのホバー走行である。

　タイヤは二つに開いて、元から低い車高がさらに低くなっている。

　このバイク、未来っぽいデザインに負けないだけの能力を持っていて、短たん距きよ離りであれば高々度を飛行することも可能らしい。

　とにかく、バイクと同じ方法で操縦できるのはありがたい。

　何もない水面をカッ飛ばすのは、地上とはまた違う面白みがあった。

（とはいえ、そろそろだな）

　バイザー部分の拡大システムを起動させ、発令塔セイルの中程に照準を合わせる。

　海面は凪ないでいるとはいえ、上下に動く潜水艦への狙そ撃げきは少々難しいが、万にひとつ、これで終わるのならばそれに越こしたことはない。

　慎重に照準を合わせて、ユウは引き金であるハンドル部のボタンを押おした。

　かしゅ、という短い火薬の燃焼音をさせて、フロントカウルの一部から、目標目がけてまっしぐらに影が飛ぶ。




☆




　着ちやく弾だんの瞬しゆん間かん、まばゆい輝かがやきが甲かん板ぱんを一瞬だけ白く染めた。

「！」

　慌あわててセイルの方を見る霧きり人とだったが、そこには意外な物があった。

　てっきり不発のミサイルでも刺ささっているのかと思っていたら、そこにあったのはバドミントンの羽根のような、弾だん頭とう型スピーカーだったのである。

　弾頭部分をセイルに食い込ませ、ネット状のコーン部分を展開したスピーカーから、くぐもった音質の悪い無線音声が流れ始めた。

「こちら、神無年管理委員会の者です、あなた方の船せん舶ぱくは、狭はざ間まと現世の間を無許可で越えようとしており、大変双そう方ほうの世界にとって危険です。直ちに引き返してください…………繰くり返します」

　戯ざれ言ごとをほざくスピーカーに、霧人は馬上槍型の武器を向け、銃じゆうそっくりな握にぎりの引き金を引いた。

　スピーカーはその瞬間、粉々に砕くだけ散ちった。

「さっさと掛かかってこい！」

　吐はき捨すてるように呟つぶやいて、霧人は甲板を蹴けった。

　空中で背中の装そう甲こうが広がり、特殊な力場が発生する。

　つま先が、僅わずかに水に着いた瞬間、少年の身体は軽々と浮うかんでいた。

　そのまま、水面に僅かな軌き跡せきを残しながら、猛スピードで相手に向けて移動を開始する。




☆




　片手でマイクを握っていたユウは、逆流してきた破は壊かい音で、スピーカーが破壊されたことを知った。

　てっきり、相手はすんなり停船、それからおもむろに代表者同士の戦せん闘とうが始まると思っていたが、どうも現実はそんなに紳しん士し的てきには行かないらしい。

　幸い、こういう時の臨機対応、ということを垣かきの華はなユウという少女は知っている。

「えーと…………次は…………」

　頭の中でマニュアルをめくる。

「音声による警告があって、装備の破損があって………最終警告したら、やっぱり実力行使か」

　うんざりした声で呟いて戦闘用美女と化したユウはアクセルを開けた。

　警告音が響ひびいた。

「え？」

　次の瞬間、潜水艦からとは違う方角からの攻こう撃げきに対応して、バイクの後ろにあるスリットが開き、プラスティック板に刻まれた虎神の防ぼう御ぎよ護ご符ふが五つ打ち出され、空中に結界を作った。

　間かん髪ぱつ入いれずに高熱の塊かたまりがその結界にぶち当たって周囲を白く染める。

「て、敵？」

　さしものユウの声も、少し上ずった。




☆




　後方甲板が開いて、中から本来は対空用の八十八ミリ砲ほうが現れた。

　むろん、本物のＵボートには無い装備である。

　さらに別の後方甲板から二十ミリ機関砲を四つ積んだ砲ほう塔とうが現れる。

　どちらも、重々しいモーター音を響かせながら、虎とら神がみの使いがやってくる方角へと砲ほう口こうを向ける。

　艦かんそのものは大きく右へ舵かじを切り始めた。

　そして、砲ほう撃げきが始まる。

　八十八ミリの重々しい砲ほう声せいと砲声の間を、四連の二十ミリ機関砲のけたたましい発射音が駆かけ抜ぬける。

　その発射の際の閃せん光こうと、三発に一発混ぜられた曳光弾トレーサーのおかげで、Ｕボートの周囲はちょっとした夕暮れほどの明るさになった。

　それをちらりと視界の隅すみに収めながら、海の上をジグザグに疾しつ走そうする霧人は、脇わきを締しめ、馬上槍やりを小こ脇わきに抱かかえなおした。

　普ふ段だんの彼なら目を回しそうな速度での移動だが、変身して強化された肉体のおかげか、大して恐きよう怖ふは感じない。

　そのことが少しだけ嬉うれしかった。

　ジェットボートか何かで水面を恐おそろしい速さで突つき進すすみながら、相手は砲ほう弾だんの雨を巧たくみにかわしてこちらへやって来る。

「…………」

　大きく深呼吸して、霧人はぎゅっと馬上槍を握にぎりしめた。

　槍として使えるように、鋭するどい円えん錐すい状じようの刃は部分からまっすぐ伸のびた柄えに対し、銃じゆう器きとしても使えるように直角に取り付けられた銃じゆう用のグリップが、手になじんでくれて、少し緊きん張ちようを解ほぐしてくれた。

　先ほどの攻撃は結界護ご符ふに阻はばまれたと彼は知っている。

　だが、結界護符は高速移動を続ける限りさほど長く効力を発揮しない。

　そして、その効力を早く失わせるために、背後のＵボートからの砲撃は激しさを増していた。

　結界が弱り切れば、あとはこの槍で突とつ撃げきをかけてやる。

　そう霧きり人とは決めていた。

『……します』

　激しい風の中、聞き慣れない、冷静な女の声が聞こえてきた。

『繰くり返します。これは最終警告です。砲撃を中止し、直ちに船せん舶ぱくを停止し、こちらの誘ゆう導どうに従ってください。あと二十秒以内にこれらの事を行わない場合、実力行使を開始します』

　どうやら、撃うち込まれたスピーカーは一つではなかったらしい。




　ごうん。




　霧人の背後で、何か重い物が動く音がした。




　魚ぎよ雷らい発射管が開いたのだ。




　となれば、次に行われることは決まっている。




　セイルの下、前部甲かん板ぱんに陣じん取どっている一〇五ミリ単装砲がきりきりと動き始める音も、霧人は聞き分けていた。

　魚雷発射管から圧縮空気の音と共に魚雷の白い軌き跡せきが海面下を走はしり抜けるのを、強化された霧人の耳は聞き、さらに「猫姉」の魔ま力りよくで「縮しゆく地ち」した魚雷が少年の足下、海の中に突とつ然ぜん現れて敵へと疾走を開始した。

　それから一いつ瞬しゆん遅おくれて、本来なら数名が操作には必要な単装砲が無人のまま勝手に照準を終え、傲ごう然ぜんと火を噴ふいた。

　恐らく、単装砲も魚雷も、どちらも使用した弾だん薬やくは時限信管式だったのだろう。

　爆ばく発はつの水しぶきと閃光そして衝しよう撃げき波は、ほぼ同時に海上の霧人へ襲おそいかかり、その頑がん丈じようなプロテクターと、身体の周囲を覆おおう猫神お手製の結界によって、何の傷もつけられずに過ぎ去っていった。

　噴ふき上がった水柱が転じた水しぶきは、本体が消え去った後もしばらく雨となって少女の肉体をもった少年の上に降り注いだ。

　爆発によって打ち上げられた水しぶきと、あまりの高熱で蒸発した海水が入り混じった霧きりが、しばらく海の上を支配した。




　その範はん囲いと規模はすさまじく、やむなく霧人は一いつ旦たん、Ｕボートへと（しかも勘かんだけを頼たよりに）戻もどらねばならなくなった。




　その場に他に誰か居れば、百人が百人「終わった」と思うに違いない。




　事実、霧人もそう考えていた。

　甲板の上に降り立つと、少年は「これで終わった」と安あん堵どの溜ため息いきをつこうとした。




　だが、本当の爆発はその時に来た。




　霧の中、一〇五ミリ単装砲の真ん前に、炎の塊が現れ、そしてちょいと進んで単装砲を取り込んだかと思うと、恐おそろしい勢いで閃せん光こうが走ったのだ。

　爆発が甲板の上を駆かけ抜ぬけ、霧人はその衝撃波で艦かんの舳へ先さきギリギリまで飛ばされた。

「このおっ！」

　そのまま海に落ちる直前、槍やりを甲板に突つき刺さして錨いかり代わりとする。

　そして、衝撃波の中、さっきとは違い小規模な、しかし信じがたい正体を持つ水しぶきが上がった。

　平べったいデザインのジェットスキーだと思いこんでいた車体は、飛び上がった空中で二つに分けていた車輪を車体の前方と後方で一つに合わせ、派手にスリップしながらも艦の真ん中、セイルの前ギリギリで停車した。

　先ほどの魚雷による水しぶきの残りが降り抜けて、水と月光、そして燃えさかる単装砲の残ざん骸がいに照らされて、ようやくふたりは対たい峙じした。

「あなた…………」




　バイザーの下で、切れ長の目が驚おどろきに見開かれ、




「君は…………」




　鎧よろいの奥おくで、霧人は愕がく然ぜんとなった。







その８・敵が知りあいだったとさ







☆




　ユウの警告にもかかわらず、攻こう撃げきはますます苛か烈れつさを増していった。

　だが、こちらも「神様の僕しもべ」である。

　現世のパワーボートないし、巡じゆん洋よう艦かんならとっくに何らかの被ひ害がいを受けて居るであろうこれらの攻撃も、全て紙一重でかわすことが出来た。

　しかも、攻こう撃げき戦せん闘とう機きでも持っているのか、彼女に併へい走そうするようにして飛行する物体から、エネルギー兵器らしい輝かがやきが何度も襲いかかってきた。

　さすがにこちらは、かわすには速すぎる上に威い力りよくも大きいので、マシンに積つみ込んでおいた護ご符ふ型の結界装置で結界を作り、攻撃を身代わりに受けさせている。




　恐きよう怖ふ心は、不思議と無かった。




　この身体が自分本来の物ではない、という所も大きいが、この身体の持っている能力が「まだ大だい丈じよう夫ぶ」とユウにささやいていた。

　この前の一人でバイクを飛ばした時と違い、この肉体のモードは戦せん闘とう用に変化しているのはすでに理解している。

　前回の時は革ツナギのようだったスーツが、今回はタイツ地よりも薄うすいグレーのボディスーツに、ガンメタルカラーのプロテクターという出で立ちだが、それは防ぼう御ぎよ力などが下がったわけではなく、むしろ戦闘用に強化されている証であった。

　あの恥はずかしい「ステッキ」で変身した後、肉体スペックを確かめてみたが、確かに、単純に数字で見てもこの前のツナギ姿の数倍の能力があることになっていた。




　今は実感できる。




　大丈夫、この程度なら一発も食らわないで一時間でも居られる…………と。

　いつの間にか、エネルギー兵器の攻撃は中断されていた。

　Ｕボートは舳へ先さきをこちらに向け始めている。

（そろそろ二十秒は過ぎたよね）

　念のため、バイザー内のＨＵＤを見ると、もう三十秒にはなっている。

　警告音が鳴った。

　どうやら、セイル部分近くの大たい砲ほうと、魚ぎよ雷らいにロックオンされたらしい。

「随ずい分ぶんと怖こわがっていただいているようで…………！」

　とユウは不敵な笑みを口元に浮うかべると、「準備」を整えた。

　一〇五ミリ砲ほうが吠ほえ、魚雷が走る。

　ユウの右手がハンドルから離はなれた。

　背中に背負っていた大型狙そ撃げき用ビームライフルを瞬しゆん時じに構え、何処どこの国にもモデルになるような品物の無い、ＳＦチックな銃じゆうのトリガーを引いた。

　ほぼ同時に、左手は水面下の魚雷へ向けて対魚雷用魚雷アンチトーピドーの発射ボタンを押おす。

　二つの爆ばく発はつはほぼ同時に起こり、その爆発の影えい響きようが消えるギリギリを狙ねらってユウは海へとマシンを飛とび込ませた。

　爆発と水圧はマシンの周囲に張られた「虎とら神がみさま」の結界が中和する。

　そして、こちらを撃げき破はしたと相手が息をついた瞬しゆん間かんを狙って逆ぎやく襲しゆうに転じた。

　ＡＩ搭とう載さいの小型魚雷で再び放たれた魚雷を潰つぶし、海から出た瞬間に再びビームライフルで一〇五ミリ単装砲を破は壊かいする。

　ユウはこの潜せん水すい艦かんを派手に潰すつもりで居た。

　下手に逃にがしてしまえば、またこの船を使って再チャレンジしてくるに決まっている。

　辛かろうじて、ではなく、圧あつ倒とう的てきな力で破壊して、相手にしばらくやる気を起こさせなくする必要があった。

　だから、取り敢あえず海から飛び出すと、甲かん板ぱんに降り立ったのだ。

　一流のトライアルライダーでさえ、恐おそらく転てん倒とう間違い無しの甲板の上で、人知を超こえた反射神経と筋力を駆く使しし、バイクを転倒させることも、セイルに激げき突とつさせることもせずに停車させた。

　ところが、そこにはかつて新都心の闇やみの中でこちらを助けてくれた人物が立っていたのであった。

「あなた…………一体、どうして？」

「それはこっちが訊ききたい」

　互たがいの格好を見れば、確かに考えられない話ではない。

　だが、ふたりが知り合ったタイミングはそれを考えるにはあまりにも友好的な雰ふん囲い気きに満ちすぎていた。

「だが、お互いの立場ははっきりしているようだね」

　と甲かつ冑ちゆうの美女はゆっくりと巨きよ大だいなランスを構えた。

　本来なら、馬の力を借りた加速と質量が必要だが、恐らく、そんな物は彼女には必要ないだろう、とユウは悟さとっている。

「仕方がない…………んだろうな、多分」

　バイクを下りる。

　ビームライフルは背中に戻もどし、両の手首を突つき出すようにしながら思いっきり逸そらせた。

　前ぜん腕わん部の側面に収められていた中型拳けん銃じゆうとトンファーを組み合わせたような武器が手の中に滑すべり込んできた。

　使い方は、この身体が知っている。

　そうだ…………流れに逆らわず、ただ正しく動くだけ…………不安はなかった。

　微び妙みように揺ゆれる甲板の上、両者はゆっくりと歩み寄っていく。

　不意に、甲冑美女が足を止め、消えた。

　違う。

　急に高速で移動したために視界から消失しただけ…………と理解するよりも早く、ユウは後ろへと飛び退いた。

　派手な破壊音と共に、甲板をえぐるようにした甲冑美女の槍やりの一いち撃げき。

　木製の甲板を粉ふん砕さいし、下にある構造材さえ貫かん通つうした一撃を大きく後ろへ飛んでユウは避さけた。

（…………速い！）

　少女は戦せん慄りつと共に、これこそが「敵」であると再認識した。

　本来なら、もっと余よ裕ゆうを持って後ろへ下がることが出来たはずだったからだ。

　彼女が自分の相手だというのであれば、同じように人形か何かに魂たましいを移しているはずだから、手加減は抜ぬきでいいはず。

　それでも、引き金を引くには決意が必要だった。

　時間にすれば一秒の数千分の一の間に今までの攻こう撃げきを思い出し、萎なえかけた戦意に燃料を突っ込む。

　そして、攻撃する部位を考えた。

（これなら……！）

　トンファー型の拳銃を構え、相手の脚あしを狙って引き金を引く。

　一度引き金を引くと三発の銃じゆう弾だんが発射されるバースト射しや撃げきを二回。

　半ドーム型の盾たてがこれを阻はばんだ。

　盾の陰かげ、ヘルメットのスリットの彼方かなたから、もの凄すごい目がユウを睨にらみ付けた。

（まずい！）

　何がまずいのかは分からないが、そう直感してユウは身を翻ひるがえした。

　炎ほのおの線が盾の周辺から迸ほとばしったのはその瞬間だった。

　避けて甲板の上に伏ふせながら、ユウの強化された動体視力はその瞬間、回転しながら飛ぶ、親指サイズの小型ミサイルの姿を見た。

「！」

　ユウの身体を逸れた小型ミサイルが、甲板に何発か炸さく裂れつして轟ごう音おんと炎を立てる。

　一個の破壊力は手て榴りゆう弾だん並みだと肉体の記き憶おくがささやく。

　もしも一いつ瞬しゆんでもあれを避けるのが遅おそければ…………背筋が寒くなった。

　その最中でも身体は動いて、ユウは甲板の上を後ろに転がった。

　再びの槍が甲かん板ぱんを突き刺さす。

　突き刺したまま、今度は甲板を切りさきながら槍が迫せまる。

　必死に転がりながらユウは甲板を腕うででぶっ叩たたくようにして起き上がり、銃を撃うった。

　再び盾がこれを阻む。
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　盾の円周部分には、四角い穴がぐるりと開いており、そこからミサイルの弾だん頭とうが盾の中央からスライドして出てくるのが見えた。

　そこ目がけて銃弾を撃ち込むよりも先に、ミサイルが一いつ斉せい射しや撃げきされた。

　爆ばく発はつは、二人の戦士の真ん中あたりで起こった。

　辺りが煙けむりで見えなくなる。

「！」

　ユウの両りよう腕うでが動き、発射されたばかりのミサイルを全て銃弾で撃げき破はしたのだ。

　爆発の煙の中、ユウは直感だけで走はしり抜け、ジャンプして半回転しながら、銃のトンファー部分を思いっきり相手に叩きつけた。

　再び盾が攻撃を受ける。

　だが、構わずさらに半回転して、ユウはもう片方の腕にもったトンファーを叩きつけた。

　さらにもう半回転、半回転。

　武器を握にぎった手が痺しびれるほどの猛もう烈れつな打だ撃げき。

　そして、盾がユウの身体を押おしのけた。

　両手に握ったトンファー部分と銃部分のつなぎ目が、打撃のすさまじさに耐たえかねて、ついにへし折れる。

　勢いを借りてユウは大きく飛びのき、相手に対して距きよ離りを取りながら、背中のアーム部分を起動させ、ビームライフルを構えた。

　さっきの一点集中収束攻撃ではなく、広こう範はん囲いのシャワー射撃に切きり替かえた。

　何百にも分ぶん裂れつしたビームの火線が、鎧よろい美女の身体を包む。

　だが、盾を中心に発生した力場が、ビームの威い力りよくを封ふうじた。

（自動攻撃フルオートアタツク開始！）

　ユウが脳内で叫さけぶ。

　同時に、それまで沈ちん黙もくしていたユウのバイクの各部が開いた。

　中には小型ミサイル、機き銃じゆう、固定式のレーザーまでもが内蔵されている。

　それらが一いつ斉せいに火を噴ふいた。

　甲かつ冑ちゆうの美女だけに、ではなかった。

　いくつかの武器はあらかじめプログラムされていたとおり、Ｕボートの機関部なども狙ねらっていたのである。

「！」

　不意を突つかれた甲冑美女がミサイルの一いち撃げきを食らってのけぞり、レーザーの一いつ閃せんでついに盾を手放した。

　瞬またたく間まに不可視の光が刃やいばとなって半ドーム状の盾を切り刻み、内蔵されたミサイルがレーザーの高温に反応して誘ゆう爆ばくする。

　爆発の閃せん光こうは、一いつ旦たん上空へ打ち上げられ、そこで幾いく千せんにも分裂して落下してきた小型ミサイルの爆発にかき消された。

　艦かんが、大きく右に傾かたむく。

　なおも武装を解放して艦にとどめを刺そうとするバイクを、馬上槍が貫つらぬいた。

「おのれ！」

　そのまま、甲冑の美女は軽々と、火花が散り始めた巨きよ大だいなマシンを持ち上げ、海の彼方かなたへ放り出す。

「あ、こらまて！」

　ユウの制止も及およばない。

　水切りの石のように、横よこ倒だおしになったバイクが海面を飛びながら遠ざかっていく。

　爆発は遙はるか後方で起きた。




　ぶち。




　その瞬しゆん間かん、ユウの中で何かが切れた。

　頭の中であのバイクで走った楽しい想い出が数千分の一秒で終わるほどの早さでフラッシュバックしていく。

　ユウはビームライフルを持ったまま、甲冑女へと突とつ進しんした。

「うあああああああ！」

　まだ熱を持っている長い銃じゆう身しん（加速器）を持ち、機関部と銃じゆう床しよう部分で相手に殴なぐりかかる。

　相手はランスで受け、銃から手を離はなして肘ひじ、さらにそれを相手が肩かたで受けると、がら空きになった腹へ膝ひざを打ち込む。

　互たがいの手足に込められた「力」がぶつかり合い、拡散して甲板の上を吹ふき抜ぬけていく。

　よろける鎧の襟えり首くびを捕つかまえて、ユウはバイザー越ごしに頭ず突つきをお見み舞まいする。

　ＨＵＤの表示が乱れる。

　だが、相手はあの大きな槍を手放し、転がった槍はそのまま海中に没ぼつした。

「やった！」

　だが、そう喜びの声をあげた瞬間に相手のボディブローが来た。

　内臓がひっくり返り、胃液が逆流する時の、痛みさえ伴ともなった灼しやく熱ねつ感。

　一旦下方向に来て、次に上へとインパクトの方向が変わるショベルフック。

「この…………っ！」

　二発目をブロックして、相手の手首を取るとひねり上げた。

　相手はその動きに逆らわず、逆にユウの後頭部へと、綺き麗れいな円を描えがきながら右足のかかとを飛ばした。

　それを身を逸そらして避さけることで手首のホールドが甘あまくなった一いつ瞬しゆん、相手はユウの身体に両手でしがみつくようにして持ち上げた。

　教科書に載のるような、綺麗なジャーマン・スープレックス。

　ユウの脳の奥おくに真っ白な火花が散った。

　そのままボロボロになった甲かん板ぱんをぶち抜いて、二人は狭せまい連れん絡らく通路に落下した。

「の…………っ！」

　埃ほこりと海水と破損した金属、諸々の物で小さな通路は満まん杯ぱいになる。

　その中、ガラガラとガレキの中から二人は立ち上がった。

「こ…………」

　珍めずらしく、ユウの中に怒りに似たものが湧わいていた。

「この馬ば鹿かぁあああっ！」

　色々な物が渦うず巻まき、拳こぶしが固まる。

　何もかもをぶつける為ために歩き出す。

　相手のほうも、同じ思いらしかった。

「そっちこそぉおおお！」

　互いに殴り合いになった。




☆




　殴り合うごとに、余よ剰じようの「神力」と「魔ま力りよく」が激しくＵボート自体を揺ゆさぶる。

「あーあ」

　非常にみっともない状じよう況きように、「猫ねこ神がみ」は頭を抱かかえた。

「こりゃ、今回も駄だ目めだわ」

　発令所の壁かべにある、艦の状況をモニターしている液えき晶しよう画面は、殆ほとんど真っ赤になっている。

　最初の攻こう撃げきとこの殴り合いっこのおかげで、ぶつかり合い、周囲に衝しよう撃げき波となってまき散らされている神の力と猫神の魔力が、このＵボート自体を破は壊かいしているのだ。

「おゥ、猫神の」

　振ふり向くと、例の煙草たばこをくわえた「神様もどき」が立っていた。

「こりゃあ、今回もアレか？」

「悪い、どうも今回もアレみたい」

「ま、仕方がネエな」

　そう言うと、腕うでのない神様は怒おこるでもなく煙草をくゆらせながら奥の船室へと戻もどっていった。

　神さまもどきは常に怒らない。

　やがて、船室のほうから「のへのへ」「へへほ」というような「話し合い」の声が聞こえてきた。

「さて、どのタイミングで霧きり人とを逃にがすかねえ…………」

　船内のモニターで戦せん況きようを確認しながら、「猫神」はうんざりした声になった。

「どっちも初うい陣じんで頭に血が上ってるから…………引き際が難しいねえ。馬鹿トラめ。あんな大トラを送り込んでくることはないのに」

　聞く者によっては何とも身勝手なことを口にしながら、「猫神」は注水ボタンを押おした。

　メインタンクに注水することで、艦かんの重心を低くし少しでも揺れを小さくしようというのだ。

　そして、同時に後部の切り離はなしボタンを押す。

　警報がびりびりと鳴り響ひびく。

　さらにもう一つのボタンを押した。

『マモナク、後部ぶろっくヲ切リ離シ、マス。マモナク、後部ぶろっくヲ切リ離シ、マス。乗客ノ、皆ミナ様サマ、ハ、オ早ク後部ヨリ、の救難ぼーとデ、退艦ナサッテクダ、サイ。繰リ返シマス…………』

　艦かん内ないに配された古いデザインのスピーカーから、それに似合ったあまりにも古くさい合成音が、乗客の脱だつ出しゆつを促うながし始めた。




☆




「しかし、ひどい戦いになったのぅ」

　例の光る床ゆかの上で、「虎とら神がみさま」はうーん、と考え込んだ。

　その目の前には戦い続けるユウの姿が映し出されている。

　互たがいに相手を傷つけることを恐おそれるあまり、素手の殴なぐり合いになっていた。

「どうも知り合いのようじゃな、相手は…………」

「虎神さま」は首をひねった。

　ちなみにユウは新都心で起こったことまでは、「虎神さま」に教えていない。

　大したことが起こったわけではないし、といういわば独断であった。

「まったく、帰ってきたら色々また指導せねばならぬことがあるようじゃて」




☆




　殴り合い、けり合い、そして、どちらかの身体が隔かく壁へきを粉ふん砕さいして吹ふっ飛とばされ、立ち上がってはの繰くり返し。

　そのたびに拳に、脚あしに込められた「力」の余波で金属がひしゃげ、隔壁が破は壊かいされ、Ｕボートの被ひ害がいは甚じん大だいなことになっていく。

　ふたりの戦いはどんどん前に移動し、ついには艦かん首しゆの魚ぎよ雷らい発射管部分にまで達した。

　殴られて立ち上がりながら、霧きり人とはそれでも戦意を失っていなかった。

　身体の節々は痛むが、まだ倒たおれて「負けた」と言い出したくなるほどじゃない。

　何よりも、目の前の相手を叩たたき伏ふせて、コンコンと説教してやりたい気分に変わりはなかった。

　どうしてあんな気のいい連中が偶たまに外に出ることを禁止したがるのか、神様達は何を考えているのか、ロクに話し合いもせず、どうしてこの少女は一方的に神様の側につくことが出来るのか。

　とにかく問いただし、こちらの意見を言い聞かせ、とにかくこんなことをやめさせねばならないという使命感が、少年に戦いを続行させていた。

　魔ま物ものの一種だからといって、そこまで冷れい遇ぐうする理由が分からない。

　それに対して、今戦っている相手が何の疑問も抱いだいていないのが許せなかった。

　まして、相手はあの新都心の闇やみの中で加勢し、一度は心が通じ合った、そう思えた相手だけに、少年の失望と怒りは大きい。




☆




　相手の拳こぶしを受け流し、その顔面に一発入れたが、それは紙かみ一ひと重えでかわされた。

　同時に膝ひざが腹に来るのを、片足を上げながら身をひねるようにして受け流す。

　ユウには、生まれて初めての喧けん嘩か体験だった。

　殴り合いは恐ろしいが、逃にげるわけにもいかず、腹をくくってはいるが、勝負に固こ執しつしているわけではない。

　自分のマシンを壊された、という怒いかりも、さほど長い時間持続するほどのものではなく、しかも相手は一度は自分の味方になってくれた、というのがまた戦意を萎なえさせる。

　だが、妙みように相手が怒っていることだけは理解できなかった。

　魔ま界かいの人間だから、善悪の価値が逆転しているのか、とも思ったが、それならあの時、自分に味方した理由が分からない。

　いつの間にか、ユウは防戦一方になっていった。

　顔面を腕うででガードしたら、そのガードごと蹴けり飛ばされ、魚雷発射管の一つに激げき突とつする。

「ぐはっ！」

　背中を強打して思わず声が出た。

　身体を守る「虎とら神がみさま」の力のせいか、それともこの憑体の性能故ゆえか、本来なら背骨が砕くだける程の衝しよう撃げきだったのが、逆に魚雷発射管が凹へこんだ。

　それでも打だ撲ぼくのダメージが皆かい無むというわけにはいかない。

　そのまま倒れ、しばらく身動きが取れなくなる。

（くそ、どうせなら痛覚とかも無しにしてくれっ！）

　と思いながら、ユウはよろよろと立ち上がる。

　不思議に、追い打ちは無かった。

　理由は立ち上がって、相手を見たときに理解する。

　相手は両手を広げ、その間に艦かん内ないの構造材から金属粒りゆう子しを結合現出、巨きよ大だいな剣つるぎを作っていたのである。

「…………」

　ユウは破壊されたライフルが装備されていたのとは反対の左ひだり脇わきから上下逆に突つき出た刀の握にぎりを引き抜ぬいた。

　こちらも周囲の金属から質量を借りてきて刀身を形成する。

　正眼に構えると、自分でも笑いたくなるぐらいに切っ先がブルブルと震ふるえた。

　なんだかんだでこれまでの戦せん闘とうのダメージが蓄ちく積せきされているのは明白だ。

　刀での戦いも、そう長くは持たないだろう、とユウはぼんやり理解した。

　いや、むしろ…………一いつ瞬しゆんかもしれない。

「この…………分からず屋め」

　騎き士しの格好をした女は、ヘルメットの奥おくから絞しぼり出すような声を出した。

　こちらは剣を肩かたに担ぐようにして半身に構えるが、太ふと腿ももがふるふると、痙けい攣れんするように震えている。

　甲かつ冑ちゆうのあちこちはひしゃげ、壊こわれて剥はがれ、あるいは破壊されて意味をなさなくなっている。

　こちらも、プロテクター部分は殆ほとんど意味が無くなっていた。

　どうやら、どちらも条件は同じらしい。

「それは…………こっちの、台詞せいふ……だ」

　こちらも、声を出すと、同じように絞り出すようなガラガラ声が出た。

　何から何まで同じ条件だと気づいて、ふとユウは笑いたくなったが、それも一瞬のこと。

　すぐにふたりは無言で細長い部屋で対たい峙じした。

　警報が鳴り、接合していた金属が引きはがされ、ひしゃげるおぞましい音が遠くに聞こえる。




　だが、両名とも動かない。




　互たがいに一いち撃げきに命をかけねばならないと考えているからだった。




『マモナク、後部ぶろっくヲ切リ離シ、マス。マモナク、後部ぶろっくヲ切リ離シ、マス。乗客ノ、皆ミナ様サマ、ハ、オ早ク後部ヨリ、の救難ぼーとデ、退艦ナサッテクダ、サイ。繰リ返シマス…………』




　退艦を促うながすアナウンスと、何かが移動していく気配が伝わり、入れ替かわるように水音が段々大きくなってくる。




　ふたりは動かない。




　通路の中を、水が染しみ渡わたっていく。最初はうっすらと。次第に光り輝かがやく程に。

　靴くつ底ぞこ。くるぶし…………膝ひざの辺りまで。

　ばちばちと音がして、艦内灯が明めい滅めつし、赤い非常灯に切り替わる。




　なおも、ユウも霧人も動かない。




　ぎいぎいと、船体の構造材がひしぐ音が不気味に響ひびき、いくつかの区画が破壊される音が足下から響いてくる。

　そして、どこかの部位が破損した瞬しゆん間かん、艦は大きく後ろに沈しずみ込んだ。




　水の流れも艦かん尾びへと動く。




　その流れによりそうように、ユウが動いた。




　正眼から上段に構えた真っ向正面からの一撃。




　甲冑女は、肩かた越ごしから、刃やいばそのものを背中から投げつけてくるような、これまた真っ向正面からの一撃。




　斬！




　互いの刃が交差し、水を切りさいた。




　切りさかれた水の余波が通路の壁かべを切り裂さき、非常灯のいくつかを切り落とした。




　ふたりの斬ざん檄げきは、そういう威い力りよくのものだった。




　ふたりは、剣つるぎを振ふり下おろした姿勢のまま、しばらく見つめ合った。




　ほんの一瞬。




　甲冑女の兜かぶとが左右に分断されて転がった。




　ユウのバイザーも、左右に分かれて海水の中に落ちた。




　そして、タイミングを合わせたように、双そう方ほうの右みぎ肩かたから左胸にかけて、黒い線が走ったかと思うと、爆ばく発はつするような光が噴ふき出した。




　身体から力が抜ぬけていく。




（血じゃ…………ないのか？）




　ぼんやりと思いながら、ユウは相手同様、ゆっくりと前のめりに倒たおれ、真っ黒な海面に顔をつける寸前に意識を失った。







その９・痛み分けたんだったとさ







☆




　目が覚めると、例の光る床ゆかの上だった。




「…………」

　思わず右肩に手を当てると、一瞬、焼け付くような痛みが走り、次の瞬間には綺き麗れいに消え去って…………それが幻の痛みフアントム・ペインだったと気づく。

　戦いのダメージは憑体が受け、本体に影えい響きようは出ないのだ。

「気がついたかや？」

「虎とら神がみさま」が優しく微笑ほほえんだ。

「私は、負けたのか？」

　仰あお向むけに寝ねたまま、ユウは呟つぶやくように尋たずねた。

「まあ、相打ちじゃな」

　軽い口調で「虎神さま」は言い、

「でも、仕事としては成功じゃ」

　と付け加えた。

「奴やつらを乗せた潜せん水すい艦かんは見事に沈しずめられた。誰も現世には来ることは出来なんだ」

「そうか…………」

　安あん堵どの溜ため息いきをつきつつ、しかし、どこか納得のいかないモヤモヤを胸の奥おくに感じながら、ユウは起き上がった。

「勝てなかったのかぁ…………結構自信の一いち撃げきだったんだけどなあ」

「向こうもそれだけの手て練だれという事じゃ」

「憑体は？」

「奴らの船と一いつ緒しよに沈んだわえ。バラバラに壊こわれていて、拾い集める暇ひまも無かった…………ま、それが役目じゃからな」

「虎神さま」は努めて軽く、事実を述べているようだった。

「ともあれ、よくやったぞ、ユウ」

　にっこり笑うその顔に「うん」と頷うなずいてから、

「…………船が沈んだ方角ってどっち？」

　ユウは小さな神様に尋ねた。

「あっちじゃ」

　と小さな手が指した方角に向けて、ユウは手をあわせる。

（すまない）

　たかが道具、という気分にはどうしてもなれなかった。

　あれはもう一人の自分…………いや、間違いなく一つの自分であった存在だったのだ。

（私がもう少し上手うまくお前を使ってやれたら）

　なぜか、自然と目頭が熱くなってきて、涙なみだが頬ほおを伝った。

　あわてて水干の袖そでで顔をぬぐい、「虎神さま」のほうを見ると、神様は段ボール箱の片付けをしていて、こちらを見ていないようだった。

「えーと、これがここで、あれがあそこで」

　などとブツクサ言ってるが、一向にユウの方を見て「手伝え」と口にしない。

　きっと、わざとだ。

　そう確信して、ユウはにっこりと笑った。

　いつの間にか、床の周囲の風景は、明るい那な覇はの町並みに変わっている。

　見覚えのある通りを越こえると、光る床は、ゆるやかに速度を落とし始めた。

　もうすぐ我が家だ。




☆




「わーっ！」




　叫さけびながらなおも一撃を繰くり出すような手の動きをしつつ、霧きり人とが目を覚ますと、そこはベッドの上だった。

　それも、自宅マンションの霧人の部屋である。

　つい一いつ瞬しゆん前までのＵボートの艦かん内ないから、見慣れた風景への切きり替かえは、まるで…………




「夢…………？」

　と、こちらも肩かたに手をやり、一瞬顔をしかめて不思議そうな顔になる。

「あれ…………傷が」

「大だい丈じよう夫ぶよ」

「猫ねこ姉ねえ」がにっこりと笑う。

「言ったでしょ？　変身の時のダメージは、全部『身代わり人形ダミードール』が受ける、って。死ぬほどの攻こう撃げきを受けたら、あなたと『身代わり人形』が入れ替わって、あなたは傷一つ無い状態で一度気を失う、って」

「じゃあ、負けたの…………僕？」

　ぼんやりと呟く少年に、

「相打ちね。仕事は失敗だったけど」

　と「猫姉」はのんびりした口調で言った。

「…………ごめん」

　しゅん、となって頭を下げる少年に、

「あー、気にしない気にしない」

　と「猫姉」は苦笑いと一緒に手を振ふってその辛しん気きくささを追おい払はらう真似をした。

「この仕事はかれこれ何年も上手く行ってない仕事なのよ…………成功しなくて当たり前なの」

　それでもなお、うつむいている少年の頭にぽん、と優しく手を置いて、

「むしろ今までは一方的にこっちがやられてばっかりで、相打ちなんてこと、滅めつ多たに無かったんだから！　霧人のおかげで今回はむしろちょっと成功、ってなもんよ！」

　にっこりと「猫姉」は満面の笑みを浮うかべてみせた。

「ね？」

　子供の頃ころから見ている、憂ゆう鬱うつなものを全て吹ふき飛とばす笑みに、少年もようやく笑みを浮かべた。

「ありがとう、猫姉ェ…………でも、次はきっと勝とうよ！」

「うん、そうだね」

　満面の笑みで、「猫姉」は頷いた。

「次は勝とう！」

「うん！」

　とふたりは頷うなずき合う。

「…………ところでさ、話は変わるんだけれど」

「何、猫姉ェ？」

「これ…………組み立ててもらえない？」

　そう言って、「猫姉」が取りだした物は…………

「『ＳＦ海底戦車キングバイモス』に…………『スパイ宇宙秘密基地』？」

　ひとつの箱には円えん盤ばんにキャタピラとドリル、そしてどうみても戦せん艦かんの物らしい三連砲ほう塔とうをくっつけたメカが、海の中を泳ぎながらマッコウクジラ相手に砲ほう撃げきしている油絵が描えがかれていて「ＳＦ海底戦車キングバイモス」と文字がある。

　もう一つは、南部十四年式を小こ粋いきに顔の横で構えたナイスガイな白人男性のバストショットの後ろで、どこかの火山の火口からサターン型ロケットが打ち上げられている絵が描かれていた…………こちらが「スパイ宇宙秘密基地」。

　これまた七〇年代テイスト満点な、うさんくささ爆ばく発はつのオリジナルプラモデルの巨きよ大だいな箱に、少年はきょとんとしていた。

　そんな少年の手に、大きな箱二つを載のせ、

「今度は空からも行こうと思うのよ…………で、Ｕボートももったいないから回収しようと思って」

　なんとも抜ぬけ目のない「猫姉」の言葉に、

「了りよう解かい」

　とだけ答えて、少年は微笑ほほえんだのであった。







その10・こりない連中なんだとさ







☆




　数日後。




　魔ま界かいと現世の間に横たわる「狭はざ間まの海」の中を、奇き妙みよう奇き天て烈れつなメカがゆっくりと進んでいく。

　銀色の円盤の端はしにキャタピラ、円盤の中央には本来は戦艦のプラモデルに使用されるはずだった巨大な三連装砲塔があり、さらに円盤前方には螺ら旋せん状じようの「ドリル」が装備されているのだから、現実に見たらひっくり返ること請うけ合いの代物である。

　模型文化が華はなやかなりし七〇年代、ドがつくマイナー模型会社が作ったオリジナルＳＦプラモデルの一種で、商品名を「ＳＦ海底戦車キングバイモス」という。

　円盤の後方下部に開いた穴に、これまた今は製造中止されたマブチの水中モーター三つを仕し込こむことで水中を素早く進むことが出来たものの、そんなリッチな子供は当時滅めつ多たにいなかったうえ、キャタピラとドリルは動力のない飾かざりだったため、特に当時話題にもならずに消えていった商品だ。

　むろん、現実には存在しない。

　ところが、この異世界の海を進むのはちゃんと人が乗のり込めるだけでなく、パッケージに描かれた「活かつ躍やく想像図」のままの能力をちゃんと持っている代物であった。

　パッケージイラストに描かれた、ドリルの両りよう脇わきのハッチが開き、細長いマジックハンドがゆるゆると伸のびた。

　マジックハンドの先せん端たんには、小さな装置が挟はさまれている。

「キングバイモス」は海中をゆっくりと降下しながらその装置を、砂地の海底に横たわる巨大な物体の一部に取り付けた。

　強力な磁石の力で、装置はその物体…………つい数日前に沈しずめられたばかりのＵボート…………に張り付いた。

　緩ゆるやかに旋せん回かいしながら、本来は戦せん闘とう用の筈はずの「キングバイモス」は、作業用潜せん行こう艇ていとしての役割を着実に果たしていった。




☆




「手て間ま暇ひまはかかるけれど、修復出来ないレベルで壊こわれてる訳じゃなさそうだなぁ…………」

　その「キングバイモス」の中で、山やま内うち霧きり人とは正面のモニター前にたち、そこに映るＵボートの状じよう況きようを確認していた。

　円えん盤ばん内を思いっきり使って作られた操縦室は彼を含ふくめて五人のクルーが余よ裕ゆうを持って動き回れるだけの広さと快適性を持っていた。

「猫ねこ姉ねェに頼たのんで一いつ旦たん模型レベルに戻もどしてもらえれば…………あそこをパテで塞ふさいで、こっちは削けずってからプラ板はめ込んで…………」

　頭の中で早くも修復作業計画を立て始めた少年を横目で見て、この「キングバイモス」のパイロットである片眼鏡のＳＳ将校は楽しげな笑みを漏もらした。

　それはこの「キングバイモス」の三人の乗員フイギユアも同じらしく、互たがいに笑みをかわした。

　本来ならコックピット（ということになっている）砲ほう塔とう部のドームにある凹へこみに上半身だけをくっつけて表現されていた彼らも、少年のこだわりで下半身と、専用の広いコックピットを円盤内に与あたえられている（今までのコックピットだった砲塔のドームの中にはレーダーシステムが詰つめ込まれた）。

「創造主マイスター、そろそろよろしいですか？」

　作業を終えて、ＳＳ将校が申し訳なさそうに告げると、少年は我に返り、

「あ、う、うん。作業、始めようか…………そろそろ学校の準備もしなくちゃいけないしね」

　と頷うなずいた。

「では、引き上げ作業を開始する…………点火！」

「点火！」

　乗員の一人がスイッチを押おすと、マジックハンドを使ってＵボートに取り付けられた装置が作動し、その中から真っ白な風船が膨ふくらみ始めた。

　やがて、砂地からゆっくりと、横よこ倒だおしになったＵボートが浮うかび始める。

　風船にはヘリウムが詰め込まれていて、その巨きよ大だいさと、風船自体に込められた「猫ねこ神がみ」の魔ま力りよくのおかげであの巨大な船体が楽々と持ち上げられていた。

　Ｕボートの先端にフックを撃うち込み、「キングバイモス」は意い気き揚よう々ようと、彼らの港へと引き返し始めた。
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　まだ、夏の暑さも効力を発揮していない早朝である。

「へえ、こうなってたのか」

　と、ユウはこの前の仕事で移動するために使った「光る床ゆか」の正体を掌てのひらの上に載のせてためつすがめつ眺ながめていた。

　それは、直径二十センチほどの半球状の円盤メカであった。

　ところどころにメーターのようなディティールがあるのが謎なぞだが、白と青のカラーと、金属剥むき出しの部分に透とう明めい素材を組み合わせる使い方がオリジナルっぽい。

　あの時はコックピット全部を立体スクリーンに変えていたんだそうな。

「てっきり、とらたんの術で空を飛んでると思ってた」

「まー、それでもかまわんのじゃがな」

　テーブルの上で「おいち、に、さん、し」とラジオ体操なんかしながら「虎とら神がみさま」が答えた。

「何も憑体がない状態で術を使うのは結構力の浪ろう費ひがキツイ。できれば憑体があった方が楽なのじゃ」

「なるほどねえ………」

　円盤メカを例の「山やま猫ねこいちかの宅急便」段ボール箱にしまい込みながら、ユウは神様も色々苦労してるんだな、と納得した。

「あ、あと、とらたん、これ、絶対によろしく」

　それとは別に分けた例の「変身ステッキ」を静かに床において、ユウは念を押した。

「わかっとるわい」

　さすがに「虎神さま」が苦い顔になった。

「二度とあんなユウの顔は見とうないわ」




☆




　それからプレハブ小屋の中をざっと掃そう除じして、ユウは母屋に戻り、制服に着き替がえた。

　まだ少し余裕はあるが、今日はそのまま学校に行くことにした。

　階段を下りて、祖母の部屋だった仏間を横切る。

　ふと、脚あしを留めた。

「…………」

　しばらく考えて、少女は仏間の襖ふすまを、久しぶりに開けた。

　祖母が死んだときのままに、何一つ家具も、祖母の遺品も動かされていない場所が、そこにはあった。

　母が毎日こまめに掃除をしているので、埃ほこりっぽさはない。

　向かって右手には沖縄方式の位い牌はいである「トートーメー」を収めた大きな仏ぶつ壇だんと小さなテレビ台、中央には来客用の大きなテーブル。

　左手には赤い、ダイヤル式の古いラジオに、祖母が縫ぬい物ものなどをするための小さな作業台。

　百円ショップが流行はやり始めた頃ころに買ってきたトレイには筆記用具とユウが小学生の時に作ってあげたフェルト製の眼鏡ケースがそっと置いてある。

　どれにも埃ほこり一つ積もっておらず、朝の清せい涼りような空気の中、縁えん側がわからの光に輝かがやいている。

　部屋の主は、ちょっと出かけている…………そんな光景だった。




　ほんの五年前まで、ユウはここに来るのがちょっと気き恥はずかしくはあったが、嫌きらいではなかった。




　八年前までは大好きだった。




　楽しいことが合った日も、嫌いやなことがあった日も、ここでお祖母ちゃんと「お話」すれば楽しいことはもっと楽しくなり、嫌なことは半分になった。

　喧けん嘩かだってした。

　母親よりも祖母の性格を強く受け継ついだユウは、時折、祖母と怒ど鳴なりあいもした。

　時には祖母を泣かせたこともある。

　だが、決まって夜になれば、もう一度ここへ来て「おばあちゃん、ごめんなさい」と頭を下げれば翌日には元通りだった。

　それを許してくれる人が、どれだけ大きな存在ひとだったのか。

　コーヒーを初めて飲んだのもここだった。

　お手玉を教えて貰もらったのもここだった。

　ショパンという作曲家と、ジャズという音楽があること、ルイ・アームストロングと美空ひばりという歌手を教えて貰ったのもここだった。

　世の中の汚きたないことも、哀かなしいことも、まず最初にここで「お話」として教えて貰った。

　女が生きていく、ということの大変さと、ごくたまにご褒ほう美びのようにやってくるすばらしさも。

　学校で賞を貰ったとき、抱だきしめて貰ったのもここだった。

　両親が共働きで帰れない時期は、ここでクリスマスをした。

　友達と喧嘩して落おち込んだとき、仲直りのための計画を一いつ緒しよに練ってくれたのもここだった。




　ここの主であった人と、だった。




　ユウは後ろ手で襖を閉めると、テーブルの前に座すわり込んだ。

「…………ぐっ」

　まぶたが熱くなり、息が詰つまるような感情が溢あふれてきた。

　お祖母ちゃんが亡くなってもう何年にもなるのに、まだ涙なみだは涸かれ果ててなかった。

（疲つかれてるんだ、私…………疲れてるんだ、だからこんなに…………）

　必死になって言い訳しても、涙は溢れて止まらない。

　最後にここの襖を開けたのは四年前、息せき切って大おお慌あわてで修学旅行から帰ってきたときだった。

　このテーブルがあった位置に寝ね床どこが敷かれ、北きた枕まくらにして白い布を被かぶせられた人が横たわっていた。

　それが祖母だとは信じられなかった。

　その頬ほおにふれたとき、一晩が経過して、完全に「物」と化した頬の堅かたさと冷たさを、ユウは生しよう涯がい忘れることが出来ないと思う。




　祖母は最期にこの場所で、ユウに対し「死」というものを教えていなくなった。




　母は、最期に祖母が何かを書いていたと言ったが、もう辛つらくて読むことは出来なかった。

　あの手紙はどこへいってしまったのか分からない。

　初七日が過ぎ、四十九日、百日目が過ぎて、一いつ周しゆう忌き、三回かい忌きが過ぎても、もう、ここはユウにとっては通り過ぎるだけの場所になっていた。




　ユウは両手で顔を覆おおい、肩かたを震ふるわせて泣いた。

　せめて仏壇の祖母に、と思って入ったこの場所だが、もう仏壇の写真に目を合わせられる自信がなくなっていた。

「…………お祖母ちゃん」

　辛かろうじて、震ふるえる声で小さく言った。

「なあに、ユウちゃん？」

　四年前から絶えたはずの声が答えた。

「…………え？」

　思わず顔をあげるユウの対面に、七十代とはとても思えぬ、小こ綺ぎ麗れいで可愛らしい老ろう婆ばが、ゆったりとして、地味なアッパッパをつけて座っていた。

「お…………お祖母ちゃん！」

　思わず抱きついた…………驚おどろいたことに、抱きつくことが出来た。

「どうしたの？　ユウちゃん。死んだはずの人がココにいるんで驚いてるの？」

「だ、だって…………」

　ユウは混乱した。

　喜んでいる感情と、そんなはずはない、と判断している理性が、一緒になって頭の中をダンスしていた。

「ちょっとだけ、戻もどってきたのよ…………ほら、あなたが中学に行ってからはあまりお話出来なかったでしょ？」

「うん、うん、お祖母ちゃん、御ご免めんね、ごめんね…………」

「ほら…………泣かないの」

　いつもの位置からティッシュペーパーを取って、祖母はユウに手て渡わたした。

　それで涙を拭ぬぐい、ユウは四年前に言いたかったことを口にした。

「私、本当はね、京都から帰ってきたら、お祖母ちゃんの、部屋………行って…………」

「久々にお話ししてくれるはずだったんだってね？　聞いてたわよ、ちゃんと」

「え？」

「あなた、あたしの枕まくら元もとでそういって泣いてたの見たもの…………気にしなくってもよかったんだよ。お祖母ちゃんはね、ユウにはユウの世界がある、ってちゃんとわかってるんだから。寂さびしくないって言ったら嘘うそになるけれど、嬉うれしくもあったんだよ」

　そう言って、ユウの祖母、トヨノは優しい笑みを浮うかべた。

　ユウの胸から、何か重い物が取り去られた。

「それに…………虎神さまのお仕事、引き受けたんだってね」

「…………」

　こくん、とユウは頷うなずいた。

「大変だと思うけど、頑がん張ばっておくれ…………きっといいことがあるから」

　こく、とユウが頷くと、皺しわだらけの手がその頭を撫なでてくれた。

　四年前までと同じように。

「ああ、それと、あたしゃユウに手紙を書いたんだよ、読んだかい？」

　少女は首を横に振った。

「あたしの机に入ったままなのはそういうことかい…………言い忘れたんだけれど、あれは、ユウが二十歳はたちになったら読んでおくれ。こっちに来ちまう前に、予感がして書いたんだけれど、そう書き残すのを忘れてたんだよ」

「分かった、二十歳になったら読む…………あの、お祖母ちゃん、お母さんには」

「また、次の機会にでもあうさね…………もう時間がないから、お祖母ちゃん、行くよ」

「え？」

　驚いたユウの目の前で、祖母の姿はゆっくりとぼやけはじめた。

「もうあえないの？」

「…………」

　何事か、祖母は言ったようだが、ユウには聞こえなかった。

　そして最後に、ユウの肩かた越ごしに視線を送って軽く黙もく礼れいして、消えた。




☆




　十分ほどして襖ふすまが開いた。

「あれは…………あのお祖母ちゃんは、やっぱりとらたんの作った幻まぼろし？」

　仏間から出てきたユウは、縁えん側がわに腰こしを下ろしていた「虎とら神がみさま」に尋たずねた。

「微び妙みように違うのぅ」

　庭を見たまま、「虎神さま」は答える。

「我が術を使ったのは確かじゃが、アレは正しよう真しん正しよう銘めい、お前の祖母じゃ…………第一、そうでなければ手紙が何処どこにあるかなんぞ知っておるわけはなかろう？」

「でも、死んだらそこまでなんでしょ？」

「魂たましいと記き憶おくは拡散してこの世から消え去るのは事実じゃ。じゃが、その速度は人それぞれでな、お前の祖母は結構頑張ってこの世に残っておるぞ」

　そう言って、「とらたん」はユウを見上げて微笑ほほえんだ。

「お主の魂は、あれをどう見た？　頭ではない、心で、の話じゃ」

「…………本物だと、思った」

「ならば本物じゃ」

　大きく息を吸って、吐はき、ユウはいつもの顔に戻もどった。

「ま、いいさ…………とにかく、感謝しておくよ」

「うむ、そうするがよいぞ」

　と「虎神さま」は笑った。







エピローグ代わりのスケッチ







☆




　昼になった。

「さて…………」

　霧きり人とを送り出してしばらく家のあれこれを片付けた後、「猫ねこ姉ねえ」は昼食後のデザートにとハーゲンダッツのアイスクリームをひとつあけることにした。

　クーラーは適温になっていて、猫専用のベッドの中、子猫たちは電気あんかを中心に、丸くなって目を閉じている。

「取り敢あえず今度は輸送量よりはスピード勝負かねえ？　それとも…………うーん」

　とか言いながら「猫姉」は、高級アイスクリームをひとくち削けずって口に運んだ。




☆




　期末テストの二日目が終わった。

「霧人」

　校門を出た少年を、ユウが呼び止めた。

「あ、ユウさん」

　少年はこんどは自然な笑顔を浮うかべられた。

　あの夜から、少年にはすこし毅き然ぜんとした部分が出てきている。

「そっちの子猫はどうだ？」

「うん、元気にやってる………そっちは？」

「すこぶる健康だ」

「じゃあ、期末が終わったら、デジタルビデオでそっちの子猫、撮とってくれない？　僕からカメラ貸すから」

「よし分かった…………」

　まるで十年来の親友のように語らいながら、ふたりは歩いていく。







[image: ]
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　プレハブ小屋に涼すずしい風が吹ふいた。

　ミカン箱を改造して作った猫ベッドの中、子猫たちは風ふう鈴りんの音に一いつ瞬しゆん耳をびくっと動かしたが、それ以後は微び動どうだにせず睡すい眠みんを貪むさぼっている。

「やれやれ、ようやく静かになったわい」

　と、「ソフビとらたん」の中から「虎神さま」は這はい出してきた。

　そのままよっこいせ、と小さな冷蔵庫を開け、冷れい凍とう庫こからブルーシールのアイスキャンディを取り出し、包み紙をとってゴミ箱に突つっ込むと、出入り口であるサッシの近くに腰こしを下ろす。

「今日も平和じゃのぅ…………」




　ちりん、と鉄風鈴が鳴った。




　沖縄は、もう夏である。







「うらにわのかみさま」おしまい







あとがき







　こちらでは初めまして。神野オキナです。




「うらにわのかみさま（仮）」は如何だったでしょうか？

　某文庫でやっているネコミミ宇宙人物以来、二本目の沖縄を舞台にしたコメディでございます。




　根っからの悪党なし、人死にナシ、オタクネタがふた掴み、ラブコメ要素少々、という、どなたも安心して読んでいただける（？）仕様となっております。




　さて、沖縄というのは昔っからある文化圏の傘下に収まると、そことは違う文化圏の物を多く取り入れて「沖縄らしさ」を保つという妙なバランス感覚がありまして。

　中国貿易時代、薩摩藩のリモコン密貿易用港時代、明治～昭和までの旧日本政府時代、さらにアメリカ統治下…………で現代と経た結果、今なお、仏教と神道にくわえて、祖先崇拝と中国道教をミックスしたような不思議な宗教とも習慣とも言えない、不思議な生活儀式を継承しております。

　盆と正月が本土と同じ日にやるものとは別に旧暦でも行い、道教のように祖先を慰める期間が春先にあり、火之神ヒヌカン他、家の各所の神を拝み、風水を気にし、でも埋葬方式は仏教。ところが坊さんは普通のお経とは別に方言の経も読んだりするという。

　また、その生活儀式の場も、古ければ古いほど良い、という考えがあまりなく（この辺は神様さえ道具扱いの道教の影響が濃いんでしょうが）、数百年間立っていた拝殿を、老朽化を理由にあっさりエアコン付きのコンクリート製に建て替えて、歴史学者を愕然とさせたりもしています（苦笑）。

　外から見れば不思議の世界ではありますが、実際に住んでる人間にしてみればごく普通の日本の田舎とメンタリティは変わらず、ただ、その上に乗っかっている物が少し違う、という程度の話なんですが。

　もっとも、その「少し違う」ことが重要でもあるんだ、と気づいたのはここ数年のお話。

　で。

　そんな「ごく当たり前にそこら辺に神様が居る」世界をちょいとひねったのがこの作品の発想の元だったわけです。

　ただ、最初は生身の神様でした。

　それも猫の。

　主人公（男）の家に、落雷と一緒に神棚から転がり落ちてくる、という登場の仕方で、何もするでなく、主人公も大して驚かずにすぐこの存在を受け入れ、神様は毎日、ただ周囲の人たちの相談話を聞き、アドバイスをし、数ヶ月後、来たとき同様突然に去ってしまう…………という。

　こんなのっぺらぼうな話（つまり山場が一切無い）、思いついたものの、ライトノベルというジャンルでは難しいなあ、と思っていましたら、ある日「神無月」があるなら「神無年」ってのがあるんじゃないか、とぼんやり思いついたのと、ファンタジー物のネタとしてボツになっていた「神様になるためのシステム」とがぱちんと化学反応し、この作品はこういう姿で今、皆さんの前にあるわけで。

　で、そうやって「化学反応」した瞬間から挿絵は龍炎先生に、と決めておりました…………というか、龍炎先生以外の人の絵では考えられなかったんです。

　で、あまり知られていない事実ですが、多くの場合、ライトノベル作家は自分の挿絵を描いてくれる人を「希望」することは出来ても、「指定」することはできません。

　これには様々な事情が絡んでいるので「何故」なのかは断言できませんが、作家の「希望」が通るのはよほどの幸運が無ければ難しいと思って差し支えない事です。

　さて、どうしたもんか。

　もう頭の中でぴたりと龍炎先生の絵でキャラクター達は動いております。

　しかも、龍炎先生は新連載の準備に忙しく、また、この作品自体にＧＯサインが出るかどうかも不明……だったのですが、ＨＪ編集部には最初から快諾していただけるという幸運がまずあり、さらに龍炎先生もその過密スケジュールの中、快く引き受けてくださり、電話で話を聞いただけで即座に数枚のラフを送ってくださるほどで（そのおかげでアイコンキャラである『ソフビとらたん』や、主人公が◎◎ー○狂という設定も生まれました）、前代未聞の「挿絵先行」のお仕事をお願いでき、またＨＪ文庫編集部の皆様のおかげもあって、厳しいスケジュールながら張り合いのある仕事をさせていただきました。

　龍炎先生とＨＪ文庫編集部の皆さんには本当にお礼の申しようもありません。

　さて、実を言うと次回作の準備がこの後書きと平行で始まり、これを書き上げると同時にスタートとなっております。

　次は沖縄のあちこちにある美味い物めぐりをしながら海を行くという（※この説明は嘘をついていませんが全部事実でもありません）年末に相応しいお話になる予定。




　良い物をお届け出来るように精一杯頑張りますので、どうぞお楽しみに。




　それでは、ここまで読んでいただけた皆さん、有り難うございます。




　ではまた。










神野オキナ拝
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